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序
章
　
は
じ
め
に

0
上
須
戒
地
区
の
概
要

②
出
産
慣
行
を
中
心
と
し
た
女
性
の
暮
し

③考
察

［論文
要
旨
］

　本
論
文
は
愛
媛
県
大
洲
市
上
須
戒
に
お
け
る
夫
婦
共
同
型
出
産
習
俗
に
つ
い
て
、
主
に
一
九
八
四
　
　
　
　
ち
の
出
産
認
識
や
夫
婦
観
を
顕
著
に
好
転
さ
せ
、
そ
の
後
の
経
産
時
に
も
、
多
く
の
夫
が
妻
と
共
に

年
（
昭
和
五
九
年
）
七
月
～
一
九
八
七
年
十
二
月
に
集
中
的
に
調
査
し
、
そ
の
後
二
〇
〇
六
年
三
月
　
　
　
　
「
出
産
を
し
た
」
と
い
う
事
実
（
「
夫
拒
否
型
出
産
習
俗
」
を
も
つ
離
島
で
は
、
一
九
四
五
年
頃
ま
で
、

ま
で
、
数
度
に
わ
た
っ
て
補
足
調
査
し
た
報
告
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
経
産
時
は
通
例
、
産
婦
は
単
独
出
産
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
）
等
、
夫
婦
共
同
型
出
産
体
験
が
も
た
ら

　
上
須
戒
で
は
、
第
二
次
大
戦
頃
ま
で
、
「
男
が
い
な
い
と
お
産
は
難
し
く
な
る
」
と
の
出
産
観
の
　
　
　
し
た
産
婦
や
そ
の
夫
へ
の
意
義
に
つ
い
て
、
体
験
者
た
ち
の
口
述
を
も
と
に
、
近
現
代
の
上
須
戒
出

も
と
、
夫
が
お
産
の
座
を
整
え
、
そ
の
上
で
妻
を
後
か
ら
抱
き
か
か
え
て
夫
婦
共
同
で
坐
産
す
る
習
　
　
　
産
民
俗
史
と
し
て
報
告
し
た
。

俗
が
あ
っ
た
。
戦
後
、
そ
の
習
俗
は
開
業
助
産
婦
に
よ
っ
て
、
仰
臥
位
で
の
夫
婦
共
同
型
自
宅
出
産
　
　
　
　
ま
た
、
夫
婦
共
同
型
出
産
習
俗
を
も
つ
地
域
共
同
体
が
、
産
婦
の
「
安
産
」
条
件
を
、
ど
の
よ
う

と
し
て
復
活
し
、
一
九
八
〇
年
頃
ま
で
続
い
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
視
線
の
拡
が
り
で
捉
え
て
習
俗
に
込
め
た
の
か
を
、
地
域
の
暮
ら
し
と
の
関
連
の
中
で
考
察
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
学
界
で
は
、
夫
婦
共
同
型
出
産
習
俗
の
存
在
を
示
す
報
告
は
数
稿
見
ら
れ
た
が
、
夫
婦
　
　
　
　
　
以
上
の
考
察
か
ら
、
現
代
の
産
婦
お
よ
び
夫
に
と
っ
て
望
ま
し
い
出
産
の
あ
り
方
の
一
つ
と
し
て
、

共
同
型
出
産
習
俗
を
体
験
し
た
産
婦
や
そ
の
夫
た
ち
か
ら
の
詳
細
な
出
産
方
法
の
聞
き
取
り
や
、
体
　
　
　
　
上
須
戒
に
お
け
る
夫
婦
共
同
型
出
産
形
態
を
提
示
し
た
。

験時
の
感
想
等
に
つ
い
て
の
調
査
報
告
は
無
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
報
告
が
、
こ
れ
か
ら
出
産
す
る
人
々
の
心
に
、
出
産
に
対
す
る
よ
り
広
い
視
野
と
自
由
な
発
想

　そ
こ
で
、
上
須
戒
で
夫
婦
共
同
型
出
産
を
体
験
し
た
妻
た
ち
が
、
時
代
の
違
い
に
関
わ
り
な
く
一
　
　
　
を
提
供
で
き
る
資
料
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

様
に
「
夫
の
出
産
参
加
に
強
い
肯
定
観
や
賛
意
を
抱
い
た
こ
と
」
や
、
初
産
へ
の
参
加
体
験
が
夫
た

2
3
5
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序
章
　
は
じ
め
に

　
本
研
究
は
、
日
本
文
化
の
中
で
生
き
る
大
多
数
の
日
本
人
女
性
が
、
妊
娠
出
産
期

と
い
う
女
性
の
身
体
に
と
っ
て
常
と
は
異
な
る
、
一
種
の
危
険
性
を
帯
び
た
期
間
を
、

納
得
の
い
く
意
義
深
い
体
験
と
す
る
に
は
、
ど
の
よ
う
な
出
産
が
必
要
な
の
か
、
特

に
、
出
産
習
俗
が
ど
の
よ
う
に
産
婦
の
心
身
の
安
定
に
資
す
る
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

環
境
を
作
っ
て
い
た
の
か
を
、
産
む
人
の
視
点
で
と
ら
え
る
こ
と
を
大
き
な
目
的
と

し
て
い
る
。

　
特

に
本
研
究
で
は
「
出
産
習
俗
に
お
け
る
産
む
人
と
夫
と
の
関
係
」
に
焦
点
を
絞

　
　
　
　
　
　
か
み
す
が
い

り
、
愛
媛
県
の
上
須
戒
と
い
う
山
村
で
一
九
八
〇
年
代
初
め
ま
で
行
わ
れ
た
夫
婦
共

同
型
出
産
（
分
娩
中
の
妻
に
夫
が
積
極
的
に
助
力
す
る
出
産
）
習
俗
事
例
を
、
明
治
、

大
正
、
昭
和
と
い
う
時
系
列
に
沿
っ
て
詳
細
に
報
告
し
、
夫
婦
そ
れ
ぞ
れ
の
言
葉
を

通

し
て
、
出
産
参
画
に
よ
る
夫
た
ち
の
意
識
変
化
と
、
夫
婦
共
同
型
出
産
を
当
然
視

し
た
民
俗
の
出
産
文
化
観
が
、
そ
の
後
の
戦
争
や
そ
れ
に
伴
う
男
尊
女
卑
政
策
、
な

ら
び
に
日
本
社
会
の
医
療
化
、
お
よ
び
高
度
経
済
成
長
政
策
に
出
会
っ
て
、
地
域
の

人
々
の
心
を
ど
の
よ
う
に
変
え
て
い
っ
た
か
を
詳
述
し
た
い
。
そ
れ
と
共
に
夫
婦
共

同
型
出
産
習
俗
が
存
在
し
た
地
域
的
必
然
性
や
、
日
本
の
民
間
信
仰
体
系
に
お
け
る
、

い
わ

ゆ
る
「
お
産
‖
血
の
ケ
ガ
レ
」
観
と
、
こ
の
夫
婦
共
同
型
出
産
習
俗
は
ど
の
よ

う
に
融
和
し
つ
つ
存
在
し
た
の
か
と
い
う
点
か
ら
考
察
し
、
夫
婦
共
同
型
出
産
が
伝

統

的
な
出
産
の
場
で
存
在
し
た
そ
の
必
然
性
、
お
よ
び
そ
の
習
俗
が
も
た
ら
し
た
産

婦

と
そ
の
夫
の
出
産
観
や
生
命
観
、
夫
婦
観
な
ど
へ
の
影
響
を
考
察
し
、
「
安
産
」

の

た
め
の
、
重
要
な
出
産
環
境
の
一
つ
と
し
て
提
示
し
た
い
。

　
先
行
研
究
と
し
て
は
、
我
が
国
の
民
俗
に
お
け
る
産
育
習
俗
の
実
地
採
集
は
瀬
川
、

大
藤
等
、
非
常
に
膨
大
な
蓄
積
が
あ
り
、
ま
た
日
本
文
化
と
の
関
わ
り
の
面
か
ら
は

波
平
、
青
柳
、
吉
村
他
が
論
じ
て
い
る
。
し
か
し
、
本
論
文
が
目
指
す
夫
婦
共
同
型

出
産
習
俗
が
も
た
ら
す
「
安
産
」
へ
の
視
線
や
、
夫
の
果
た
す
役
割
、
お
よ
び
出
産

図1　上須戒中心部の写真

参
加
に
よ
る
男
性
た
ち
の
夫
か
ら
父
親
へ
の
変
身
に
対
す
る
効
果
等
に
つ
い
て
の
解

明
を
目
指
し
た
論
文
は
な
い
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
事
例
に
つ
い
て
は
学
界
に
お
い

て

も
報
告
が
な
く
、
こ
れ
ま
で
、
出
産
に
「
男
性
が
進
ん
で
手
助
け
を
す
る
」
（
「
児

や

ら
い
」
）
と
い
う
習
俗
の
存
在
が
多
く
の
研
究
者
か
ら
報
告
さ
れ
な
が
ら
、
な
ぜ

か

「
男
性
の
出
産
参
加
は
古
来
よ
り
日
本
で
は
タ
ブ
ー
で
あ
っ
た
」
と
す
る
見
方
が
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支
配
的
で
、
そ
の
た
め
い
ま
だ
に
、
夫
婦
で
共
に
出
産
し
た
い
と
希
望
す
る
こ
と
は
、

産

科
医
や
助
産
師
な
ど
助
産
専
門
家
に
任
さ
れ
た
出
産
の
場
を
、
素
人
判
断
で
乱
す

不
心

得
者
扱
い
さ
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
日
本
人
ら
し
く
な
い
恥
ず
べ
き
行
為
の
希

望

者
と
し
て
、
多
く
の
助
産
専
門
家
た
ち
か
ら
嫌
悪
さ
れ
、
拒
否
さ
れ
る
大
き
な
よ

り
ど
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
事
例
報
告
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
思
い
込

み

と
は
異
な
る
多
様
な
出
産
習
俗
が
日
本
の
中
で
存
在
し
た
こ
と
を
提
示
し
、
夫
婦

共

同
型
出
産
を
希
望
す
る
夫
婦
に
対
し
て
「
日
本
文
化
」
論
の
ハ
ー
ド
ル
を
取
り
除

き
、
産
婦
に
と
っ
て
「
い
い
お
産
」
と
は
何
か
を
考
え
た
い
。

　
調
査

を
通
し
て
わ
か
っ
た
重
要
な
こ
と
は
、
民
俗
社
会
で
長
い
間
行
わ
れ
て
き
た

出
産
習
俗
の
持
つ
意
味
が
忘
れ
去
ら
れ
、
重
要
性
が
無
視
さ
れ
た
こ
と
が
、
産
婦
に

と
っ
て
不
幸
な
出
産
現
状
を
引
き
起
こ
す
大
き
な
要
因
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
と
い

う
指
摘
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
学
界
で
注
目
さ
れ
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
伝
統
的
な
出

産

習
俗
に
注
目
し
、
そ
れ
ら
の
習
俗
に
表
現
さ
れ
た
「
出
産
の
あ
り
方
」
を
尺
度
と

し
て
、
現
代
の
施
設
出
産
に
お
け
る
妊
産
婦
と
産
科
医
や
助
産
師
と
の
関
係
や
出
産

の
場
の

あ
り
方
を
見
極
め
て
い
く
と
い
う
方
法
で
研
究
を
進
め
て
い
る
。

　
な
お
、
本
論
文
で
と
り
あ
げ
る
上
須
戒
の
夫
婦
共
同
型
出
産
習
俗
の
内
包
す
る
出

産
観
や
具
体
的
な
習
俗
の
数
々
も
、
こ
れ
ま
で
に
報
告
し
て
き
た
離
島
の
伝
統
的
出

産
習
俗
と
同
様
、
第
二
次
大
戦
後
ほ
と
ん
ど
伝
承
さ
れ
ず
、
こ
の
地
域
で
も
現
在
に

近
付
く
ほ
ど
「
出
産
は
、
近
代
医
学
を
修
得
し
た
産
科
医
に
任
せ
て
、
産
ま
せ
て
も

ら
う
も
の
」
「
夫
婦
で
出
産
に
関
わ
る
な
ど
と
い
う
の
は
異
国
の
新
し
い
や
り
方
で
、

日
本
文
化
に
は
存
在
し
な
い
出
産
観
」
と
非
難
す
る
見
方
が
支
配
的
で
あ
り
、
む
し

ろ
、
新
し
い
考
え
を
持
つ
と
み
な
さ
れ
る
戦
後
育
ち
の
人
々
の
方
が
、
明
治
大
正
期

生

ま
れ
の
人
々
よ
り
も
、
出
産
と
は
「
産
婦
が
た
っ
た
一
人
で
分
娩
室
に
入
り
、
あ

お
む
け
に
寝
て
産
ま
せ
て
も
ら
う
も
の
」
と
い
う
出
産
観
を
、
唯
一
日
本
古
来
の
伝

統

と
錯
覚
し
て
心
を
縛
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
も
ち
ろ
ん
、
伝
統
的
に
夫
婦
共

同
型
出
産
が
存
在
し
た
上
須
戒
で
さ
え
、
若
い
人
た
ち
が
そ
の
事
実
を
知
る
こ
と
は

非
常
に
少
な
い
。

525



国立歴史民俗博物館研究報告

　　第141集2008年3月

　
教
育
制
度
や
医
療
行
政
に
よ
っ
て
、
一
定
方
向
の
出
産
観
が
押
し
つ
け
ら
れ
る
以

前
の

出
産
の
場
に
、
夫
婦
共
同
型
出
産
習
俗
や
「
産
婦
の
生
理
的
な
出
産
現
象
に
合

わ

せ
た
、
い
わ
ゆ
る
安
全
で
安
心
で
き
る
産
み
や
す
さ
」
、
「
男
女
、
子
ど
も
の
別
な

く
新
し
い
家
族
の
誕
生
を
家
族
全
員
で
支
え
あ
い
迎
え
る
」
と
い
う
、
産
婦
の
産
み

や

す
さ
中
心
の
視
点
が
存
在
し
た
事
実
を
、
上
須
戒
出
産
民
俗
史
と
し
て
報
告
し
、

「夫
の
出
産
参
加
は
産
婦
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
効
果
を
も
た
ら
し
た
の
か
」
や
「
出

産
参
加
に
よ
っ
て
夫
自
身
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
た
か
」
等
を
通
し
て
、
産
む
人
に

と
っ
て
真
に
納
得
の
行
く
出
産
を
行
う
に
は
大
き
な
意
味
で
、
ど
の
よ
う
な
出
産
環

境
の
整
備
が
必
要
な
の
か
を
考
え
て
み
た
い
。

【調
査
対
象
者
】

　
　
　
　
お
お
ず

　
愛
媛
県
大
洲
市
上
須
戒
地
区
、
お
よ
び
そ
の
近
隣
地
域
で
生
ま
れ
育
ち
、
同
条
件

の

男
性
と
結
婚
し
て
、
調
査
対
象
地
で
の
出
産
体
験
を
持
ち
、
現
在
も
そ
こ
で
暮
ら

す
女
性
、
お
よ
び
そ
の
夫
や
家
族
で
、
調
査
対
象
地
で
の
暮
ら
し
の
変
遷
を
生
き
て

き
た
人
々
で
も
あ
る
。

0
上
須
戒
地
区
の
概
要

《
村
勢
》

　
上
須
戒
地
区
は
愛
媛
県
大
洲
市
の
北
西
端
に
あ
り
、
市
の
中
心
部
か
ら
約
十
七
キ

ロ

メ
ー
ト
ル
山
に
入
っ
た
、
標
高
一
五
〇
～
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
山
里
（
図
一
・
図

二
）
で
、
中
心
部
は
北
緯
一
三
二
度
三
〇
分
、
東
経
三
三
度
三
三
分
の
位
置
に
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
た

一
九

五
四

年
、
合
併
に
よ
っ
て
大
洲
市
上
須
戒
と
な
る
ま
で
は
喜
多
郡
上
須
戒
村
で

あ
っ
た
。
し
か
し
大
洲
市
に
合
併
の
後
も
、
当
地
が
市
の
北
西
端
に
あ
る
山
里
で
あ

り
、
市
の
中
心
部
に
通
じ
る
た
っ
た
一
本
の
道
路
（
図
二
囚
）
は
遠
回
り
で
、
冬
期

に

は

積
雪
に
よ
っ
て
大
洲
市
内
の
他
地
域
と
隔
絶
さ
れ
る
な
ど
の
状
態
が
長
く
続
い

た
た
め
、
上
須
戒
の
人
々
は
、
現
在
も
大
洲
市
民
と
し
て
の
一
体
感
よ
り
、
上
須
戒

村
の

村
人

と
し
て
の
意
識
の
方
が
強
い
。
従
っ
て
当
地
を
表
す
場
合
、
「
地
区
」
よ

り
も
「
村
」
を
、
さ
ら
に
当
地
の
人
々
を
「
市
民
」
と
い
う
よ
り
「
村
人
」
と
い
う

言

葉
の
方
が
、
そ
し
て
旧
市
内
を
「
大
洲
市
中
心
部
」
と
呼
ぶ
よ
り
も
、
「
市
内
」

と
い
う
言
葉
の
方
が
、
上
須
戒
に
住
む
人
々
に
と
っ
て
は
現
実
的
で
あ
る
か
ら
、
以

下
で

は
「
村
」
「
村
人
」
「
市
内
」
と
い
う
表
現
を
用
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ず
し
さ
ん

　
村
の
北
西
端
に
あ
る
出
石
山
（
八
一
ニ
メ
ー
ト
ル
）
に
は
、
真
言
宗
御
室
派
別
格

　
　
き
ん
ざ
ん
し
ゅ
っ
せ
き
じ

本
山
の
金
山
出
石
寺
が
あ
り
、
村
は
そ
の
門
前
町
で
あ
る
。
出
石
寺
は
古
く
か
ら
村

人
の

厚
い
信
仰
を
集
め
、
寺
の
行
事
は
村
の
日
常
生
活
や
年
中
行
事
と
深
く
係
わ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
じ
か
わ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
み
す
が
い
が
わ

て

い

た
。
さ
ら
に
、
こ
の
村
は
肱
川
（
図
二
　
一
級
河
川
）
の
支
流
上
須
戒
川
に
添
っ

て

細
長
く
広
が
る
谷
合
村
で
、
一
九
七
二
年
頃
ま
で
川
沿
い
の
道
路
（
図
二
囚
）
し

か

な
く
、
道
路
の
両
端
に
は
四
〇
〇
～
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
山
々
が
胸
を
つ
く
よ
う

な
近
さ
で
せ
ま
っ
て
い
る
。

　
面
積
は
十
七
・
八
六
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
人
口
は
、
男
二
九
九
人
、
女
三
一
一
二

人

（二
〇

〇

六
年
七
月
三
一
日
現
在
）
で
あ
る
。

《
生
業
の
推
移
》

　
第
二
次
世
界
大
戦
終
了
頃
ま
で
、
昔
な
が
ら
の
村
の
生
活
は
ほ
と
ん
ど
変
化
が
な

か

っ

た
。
上
須
戒
川
流
域
に
細
長
く
広
が
る
、
比
較
的
平
坦
で
水
利
の
よ
い
所
で
は

少
量

の
米
が
収
穫
さ
れ
、
そ
れ
以
外
の
傾
斜
地
で
は
麦
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
さ
つ
ま
芋
、

馬
鈴
薯
、
大
豆
、
小
豆
、
野
菜
な
ど
が
栽
培
さ
れ
た
。
一
九
〇
九
年
（
明
治
四
二
年
）

頃
に
は
一
時
期
養
蚕
が
、
ま
た
雑
木
利
用
の
炭
焼
き
等
も
行
わ
れ
た
。

　
現
在
、
村
人
は
大
多
数
が
三
世
代
同
居
で
、
調
査
の
開
始
時
頃
は
若
夫
婦
が
村
内

の

農
協
や
公
的
機
関
お
よ
び
「
市
内
」
の
企
業
等
に
勤
め
、
老
親
世
代
が
煙
草
や
し

い

た
け
、
夏
野
菜
な
ど
の
換
金
作
物
と
自
家
用
米
の
栽
培
に
た
ず
さ
わ
る
家
庭
が
多

か
っ

た
が
、
煙
草
栽
培
が
難
し
く
な
っ
た
現
在
で
は
、
農
業
経
営
は
よ
り
難
し
く

な
っ
て
い
る
。

《
他
地
域
と
の
交
流
》

◆
公
共
交
通
（
バ
ス
便
の
み
）

　
一
九
五
〇
年
に
郡
道
（
図
二
囚
）
の
肱
川
端
に
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
「
祇
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は
た
き

園
大
橋
」
が
完
成
し
、
上
須
戒
と
入
多
喜
、
大
洲
を
結
ぶ
定
期
バ
ス
が
開
通
し
た
。

山
々
や
肱
川
に
は
ば
ま
れ
て
、
他
の
地
域
と
の
本
格
的
な
交
流
の
で
き
な
か
っ
た
村

人
は
、
橋
の
完
成
に
よ
っ
て
容
易
に
川
向
う
の
八
多
喜
地
区
や
大
洲
「
市
内
」
へ
と

出
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
（
バ
ス
便
一
日
四
往
復
）
し
、
原
木
は
ト

ラ
ッ
ク
で
運
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
急
速
に
自
家
用
車
が
普
及

（四

〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
家
庭
で
四
輪
者
を
保
有
）
し
、
一
九
七
一
年
頃
に
は
、
バ
ス

便

は
減
少
、
現
在
は
た
っ
た
一
往
復
と
な
っ
て
い
る
。

◆
新
道
の
開
通
（
直
接
山
越
え
し
て
大
洲
市
中
心
部
へ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
し
ゅ
ロ
つ

　
一
本
目
は
一
九
七
二
年
に
開
通
し
た
県
道
櫛
生
大
洲
線
（
図
二
画
）
で
、
祇
園
大

橋
を
起
点
と
し
、
全
長
十
二
・
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
つ
ち
こ
し

　
二
本
目
は
市
道
大
洲
上
須
戒
線
（
図
二
厄
）
。
上
須
戒
か
ら
打
越
地
区
を
経
て
「
市

内
」
の
西
部
に
出
る
も
の
で
一
九
七
〇
年
頃
着
工
、
一
九
入
○
年
完
全
舗
装
さ
れ
た
。

両

道
路
と
も
自
動
車
な
ら
上
須
戒
か
ら
約
二
〇
分
～
三
〇
分
で
「
市
内
」
に
到
着
す

る
。《教

育
》

　
上
須
戒

に
は
高
等
学
校
は
な
い
。
新
制
中
学
校
は
一
九
四
七
年
に
発
足
し
、
各
学

年
三
〇
名
程
度
の
人
数
を
擁
し
て
い
た
が
、
一
九
七
〇
年
を
も
っ
て
、
「
市
内
」
の

大
洲
北
中
学
校
に
統
合
さ
れ
、
上
須
戒
の
中
学
生
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
通
学
し
て
い

る
。　

上
須
戒
小
学
校
は
一
八
七
四
年
に
発
足
し
た
。
第
二
次
大
戦
後
～
一
九
五
九
年
に

は
三
〇
〇
人
以
上
の
児
童
が
通
っ
て
い
た
が
、
そ
の
後
激
減
、
一
九
八
四
年
に
は

六
〇

名
、
二
〇
〇
五
年
に
は
二
四
名
と
な
っ
た
。
小
学
校
の
隣
に
は
保
育
園
が
併
設

さ
れ
て
い
る
。

②
出
産
慣
行
を
中
心
と
し
た
女
性
の
暮
し

論
文
中
の
個
人
の
表
記
は
生
年
月
日
の
元
号
別
に
明
治
、
大
正
、
昭
和
の
そ
れ
ぞ

れ

を
、
女
性
は
大
文
字
で
M
、
T
、
S
で
表
し
、
男
性
は
小
文
字
で
m
、
t
、
s
と

し
た
。
な
お
誕
生
日
の
早
い
順
に
女
性
は
①
、
②
・
：
、
男
性
は
○
、
◎
：
・
と
添

字
を
付
け
た
。

一　

明
治
生
ま
れ
の
女
性
た
ち
の
事
例
ー
夫
や
家
族
と
共
に
坐
産
で
産
む
1

一
1
（
一
）
明
治
中
期
生
ま
れ
の
女
性
た
ち
の
事
例

《村
の
暮
し
》

　
当
時
は
ま
だ
ラ
ン
プ
の
生
活
で
（
電
燈
が
つ
い
た
の
は
一
九
二
四
年
）
、
大
き
な

ラ
ン
プ
は
座
敷
に
、
小
さ
な
「
か
ん
ち
ょ
ろ
」
と
呼
ば
れ
る
ラ
ン
プ
は
、
必
要
な
場

所
へ
持
ち
運
び
し
て
使
っ
た
。

　
食
事
は
四
度
で
、
主
食
は
丸
麦
（
ま
だ
押
し
麦
に
し
て
い
な
い
麦
）
が
入
割
近
い

麦
ご
は
ん
や
さ
つ
ま
芋
、
そ
れ
に
と
う
も
ろ
こ
し
の
「
こ
う
こ
」
（
と
う
も
ろ
こ
し

を
粉
に
し
て
妙
り
、
少
し
塩
を
入
れ
て
湯
で
練
っ
た
も
の
。
さ
つ
ま
芋
な
ど
と
同
様
、

食
前
に
食
べ
て
米
麦
の
消
費
量
を
節
約
し
た
）
。
副
食
は
通
常
、
味
噌
や
野
菜
の
漬

物
で
、
味
噌
漬
け
の
い
り
こ
な
ど
は
御
馳
走
で
あ
っ
た
。

　
水

は
、
家
の
そ
ば
に
湧
き
水
が
あ
っ
た
り
、
山
か
ら
の
水
が
流
れ
下
る
所
が
あ
る

家
で

は
、
そ
こ
に
石
組
み
を
し
て
溜
池
を
作
り
、
水
の
な
い
家
で
は
谷
川
か
ら
桶
に

担
い
汲
み
あ
げ
た
。

　
燃
料
の
薪
は
持
山
や
村
の
共
有
林
か
ら
と
っ
て
き
て
工
面
し
、
冬
を
越
さ
ね
ば
な

ら
な
か
っ
た
。

　
風
呂
は
水
や
燃
料
を
大
量
に
消
費
す
る
の
で
、
内
風
呂
を
持
つ
家
は
少
な
く
、
風

呂
も
ち
の
家
で
不
定
期
に
焚
く
風
呂
の
日
に
は
、
近
隣
の
人
々
が
も
ら
い
風
呂
を
し

た
（
銭
湯
は
な
か
っ
た
）
。
各
家
に
内
風
呂
が
普
及
し
た
の
は
一
九
三
〇
年
頃
か
ら

で
あ
る
。

　
村
人

た
ち
は
通
常
「
お
い
こ
」
（
背
負
い
式
の
運
搬
具
）
を
背
負
い
、
近
道
の
獣

道
を
通
行
し
た
。

《婚
姻
》
：
最
高
齢
女
性
た
ち
の
場
合

527



国立歴史民俗博物館研究報告

　第141集2008年3月

　
一
九
〇
〇
年
生
ま
れ
の
M
①
、
M
②
、
M
③
さ
ん
の
婚
姻
は
一
九
一
七
年
～

一
九
一
八
年
で
あ
る
。

ー
M
①
さ
ん
ー

　
M
①
さ
ん
は
資
産
家
の
娘
と
し
て
何
不
自
由
な
く
成
長
し
、
同
村
の
資
産
家
の
男

性

に
嫁
い
だ
。
資
産
家
同
士
だ
か
ら
結
納
も
婚
礼
も
当
時
の
村
の
由
緒
あ
る
形
式
に

し
た
が
っ
て
行
わ
れ
た
。

　
結
納
は
「
た
の
め
」
と
い
い
、
仲
人
が
酒
一
升
と
祝
儀
を
嫁
方
に
持
参
し
た
。
村

人
は
こ
れ
を
「
済
み
酒
が
行
く
」
「
済
み
酒
が
来
る
」
と
表
現
し
、
も
ら
っ
た
方
は

肴
料
と
し
て
肴
を
持
っ
て
行
っ
た
。

　
婚
礼

は
収
穫
の
終
わ
っ
た
十
月
。
そ
の
日
は
ま
ず
「
ム
コ
い
り
」
が
あ
り
、
夫
と

な
る
人
や
ム
コ
ト
ギ
な
ど
総
勢
四
～
五
人
が
M
①
さ
ん
の
家
を
訪
れ
、
親
族
と
顔
合

わ
せ
の
酒
宴
を
し
た
。
そ
の
後
、
嫁
で
あ
る
M
①
さ
ん
は
夫
と
な
る
人
に
伴
わ
れ
て
、

仲

人
を
先
頭
に
紫
色
の
留
袖
を
着
て
、
行
列
で
婚
家
に
嫁
入
り
し
た
。
そ
の
際
、
婚

家
で
の
生
活
に
す
ぐ
必
要
と
な
る
鏡
台
や
針
さ
し
、
着
物
な
ど
の
荷
物
は
、
同
行
の

に
ん
そ
く

人
足

（家
業
の
下
働
き
な
ど
の
た
め
に
雇
い
入
れ
て
い
る
近
隣
の
若
い
男
性
）
が
は

さ
み
箱
に
い
れ
て
担
ぎ
、
タ
ン
ス
長
持
ち
な
ど
の
高
価
で
大
き
な
嫁
入
り
道
具
は
一

～
二
年
後
に
、
そ
の
家
に
嫁
と
し
て
定
着
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
後
に
、
実
家
か
ら

も
っ
て
く
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

　

こ
の
よ
う
に
立
派
な
式
を
し
て
も
ら
え
る
の
は
、
よ
ほ
ど
の
資
産
家
に
限
ら
れ
て

い
た
。
l
M
②
さ
ん
l

　

M
②
さ
ん
は
中
流
の
家
の
跡
取
り
娘
で
、
ム
コ
養
子
を
迎
え
た
か
ら
、
ハ
イ
カ
ラ

巻

に
髪
を
結
い
、
少
し
上
等
の
着
物
を
着
て
、
父
母
や
血
筋
の
濃
い
親
戚
の
人
々
の

前
で
、
三
三
九
度
の
盃
祝
い
を
し
て
も
ら
っ
た
。

l
M
③
さ
ん
ー

　

M
③
さ
ん
は
風
呂
敷
に
着
る
物
を
包
ん
で
、
兄
と
一
緒
に
婚
家
へ
歩
い
て
行
っ
た

だ

け
で
あ
っ
た
。
し
か
し
病
弱
だ
が
優
し
か
っ
た
姑
は
、
貧
し
く
て
も
小
豆
御
飯
を

炊
い
て
待
っ
て
い
て
く
れ
た
し
、
恋
愛
結
婚
だ
っ
た
か
ら
何
の
不
満
も
な
か
っ
た
。

　
貧
し
さ
の
中
で
育
っ
た
M
③
さ
ん
は
、
ま
っ
た
く
学
校
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ず
、
小
さ
い
時
か
ら
住
込
み
の
子
守
り
や
大
洲
の
製
糸
場
の
女
工
と
し
て
働
き
、

親
の
家
計
を
助
け
た
。
製
糸
場
の
夏
は
蒸
し
暑
く
、
空
気
が
悪
か
っ
た
。
ま
た
、
大

洲
へ
は
山
越
え
の
獣
道
を
歩
い
て
片
道
三
時
間
か
か
っ
た
が
、
休
み
の
日
は
必
ず
自

宅
へ
帰
っ
た
。

《初
産
》
：
最
高
齢
女
性
た
ち
の
場
合

　
M
①
、
M
②
、
M
③
さ
ん
の
初
産
は
一
九
一
八
年
～
一
九
一
九
年
で
あ
る
。
腹
帯

は
赤
色
の
並
幅
木
綿
で
花
染
め
木
綿
と
い
い
、
妊
娠
五
ヶ
月
に
な
る
と
実
母
が
買
っ

て

持
参

し
て
く
れ
た
。
そ
れ
を
神
棚
に
そ
な
え
て
、
家
族
で
拝
み
（
M
③
さ
ん
）
、

姑
や

実
母
に
締
め
て
も
ら
う
。
ま
た
そ
の
日
小
豆
ご
は
ん
を
炊
い
て
、
腹
帯
を
持
参

し
た
実
母
と
婚
家
の
家
族
と
で
簡
単
な
祝
い
を
す
る
。
腹
帯
は
そ
れ
以
後
出
産
ま
で

締
め

る
。
特
に
夜
間
は
胎
児
が
太
り
過
ぎ
る
と
い
け
な
い
の
で
、
き
つ
く
締
め
直
し

て
寝
た
。

　

ど
の
人
も
生
理
が
止
ま
る
こ
と
が
妊
娠
だ
と
考
え
、
そ
の
後
の
ト
ツ
キ
ト
ウ
カ

は
、
自
分
で
計
算
し
て
予
定
日
を
考
え
た
。
し
か
し
「
お
腹
が
痛
く
な
っ
た
ら
（
陣

痛
が
始
ま
っ
た
ら
）
女
の
か
ら
だ
は
産
め
る
よ
う
に
で
き
て
い
る
」
と
知
っ
て
い
た

か

ら
、
別
に
不
安
は
感
じ
な
か
っ
た
。

　
妊
娠
中
の
禁
忌
事
項
は
「
重
い
も
の
を
持
つ
な
」
「
敷
居
を
踏
む
な
」
「
ほ
う
き
を

跨
ぐ
な
」
「
行
儀
の
悪
い
こ
と
を
す
る
と
生
ま
れ
た
子
も
行
儀
の
悪
い
子
に
な
る
」

「
柿
や

筍
は
身
体
を
冷
す
し
き
つ
い
の
で
食
べ
る
な
」
な
ど
で
、
厳
し
く
タ
ブ
ー
視

さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
や
は
り
、
良
く
な
い
と
い
わ
れ
る
こ
と
は
避
け
た
。

　

さ
て
、
陣
痛
が
始
ま
る
と
、
い
つ
も
は
食
べ
ら
れ
な
い
白
米
粥
（
産
後
の
特
別
食

で

も
あ
る
）
を
姑
が
炊
き
、
「
米
を
食
べ
て
お
か
な
い
と
、
子
を
産
む
時
、
力
が
出

ん

か

ら
無
理
に
で
も
食
べ
よ
」
と
勧
め
ら
れ
た
。

一
ー
（
二
）
お
産
に
お
け
る
夫
た
ち
の
助
力
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《夫
た
ち
の
お
産
援
助
》

◆
お
産
の
座
の
用
意

　

夫

は
、
妻
か
ら
陣
痛
が
始
ま
っ
た
こ
と
を
知
ら
さ
れ
る
と
、
自
分
た
ち
の
寝
起
し

て

い

る
納
戸
（
奥
の
間
と
い
う
人
も
い
た
）
の
畳
を
あ
げ
て
、
竹
の
ザ
ナ
コ
（
細
竹

を
縄
で
編
ん
で
作
っ
た
床
で
、
お
産
な
ど
の
時
に
母
胎
か
ら
出
た
羊
水
や
血
性
の
お

り
も
の
な
ど
を
そ
の
ま
ま
床
下
に
流
す
こ
と
が
で
き
る
構
造
に
な
っ
て
い
た
。
古
く

は
そ
こ
で
死
者
の
湯
灌
も
行
い
流
し
た
と
い
う
）
の
上
に
お
産
の
座
を
用
意
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
も

　
お

産
の
座
は
米
俵
や
柔
ら
か
い
粗
菰
を
敷
き
、
そ
の
上
に
古
く
な
っ
た
用
済
み
の

ふ

と
ん
ガ
ワ
（
ふ
と
ん
を
包
ん
で
い
た
布
）
な
ど
の
ポ
ロ
布
を
敷
く
も
の
で
、
妻
は

こ
れ
ら
の
布
を
妊
娠
中
に
洗
っ
て
準
備
し
て
お
く
。
夫
た
ち
が
す
る
お
産
の
座
の
用

意

の
仕
方
や
、
出
産
時
の
助
力
の
仕
方
に
つ
い
て
は
、
同
居
の
父
母
が
息
子
た
ち
に

教
え
た
。
し
か
し
分
家
し
た
二
三
男
や
、
気
に
い
ら
な
い
嫁
な
ど
で
父
母
が
助
力
し

な
い
場
合
は
、
す
で
に
出
産
の
場
を
体
験
済
み
の
兄
弟
や
友
人
た
ち
が
、
初
産
を
迎

え
る
夫
た
ち
に
、
夫
と
し
て
の
お
産
援
助
の
方
法
を
教
え
た
。

　
一
九
〇
一
年
生
ま
れ
の
m
O
、
m
◎
氏
が
当
時
の
お
産
介
助
の
仕
方
を
話
し
て
く

れ

た
。
二
人
と
も
早
く
に
父
親
を
亡
く
し
、
若
い
頃
か
ら
多
忙
な
農
家
の
戸
主
と
し

て
、
弟
妹
や
我
が
子
を
養
育
し
、
高
齢
に
な
っ
た
一
九
八
〇
年
代
後
半
も
責
任
の
あ

る
村
の
役
を
こ
な
し
な
が
ら
、
は
つ
ら
つ
と
生
き
て
お
ら
れ
た
。

◆

「早
め
の
お
護
符
」

　
夫
は
妻
の
お
産
が
近
く
な
る
と
、
遠
く
の
山
仕
事
な
ど
に
は
出
掛
け
ず
、
家
の
周

囲
や
近
く
の
畑
仕
事
等
に
従
事
し
、
い
つ
で
も
妻
の
合
図
で
手
伝
い
に
帰
れ
る
よ
う

に
準
備
を
し
て
お
く
。

　
妻
は

陣
痛
が
始
ま
る
と
門
口
ま
で
出
て
手
を
振
っ
て
夫
に
合
図
を
送
る
か
ら
、
夫

は
ま
ず
、
か
け
戻
っ
て
妻
の
状
況
を
確
か
め
、
「
早
め
の
お
護
符
」
を
山
伏
の
と
こ

ろ
へ
も
ら
い
に
行
く
。

　
上

須
戒
で
は
昔
か
ら
真
言
密
教
の
金
山
出
石
寺
へ
の
信
仰
が
厚
か
っ
た
こ
と
は
す

で
に

述
べ
た
が
、
何
か
に
つ
け
て
、
寺
で
修
行
を
積
ん
だ
山
伏
に
祈
祷
を
し
て
も

ら
っ
て
、
心
の
平
安
を
保
つ
村
人
が
多
か
っ
た
。
病
気
の
場
合
に
も
「
何
の
さ
わ
り

（た
た
り
）
か
」
、
彼
ら
に
先
に
拝
ん
で
も
ら
い
お
祓
い
を
し
て
も
ら
っ
て
、
そ
れ
で

も
治
ら
な
い
時
に
初
め
て
医
者
を
呼
ん
だ
。
第
二
次
大
戦
終
了
頃
ま
で
は
、
各
部
落

に
ほ
ぼ
一
人
、
合
計
四
人
の
祈
祷
専
従
者
が
い
て
、
毎
年
春
の
「
お
日
待
ち
」
に
は
、

金
持
ち
の
家
に
依
頼
さ
れ
て
、
家
内
安
全
、
五
穀
豊
穣
な
ど
の
祈
願
祭
を
行
う
し
き

た
り
が
あ
っ
た
。

　

さ
て
、
妻
に
陣
痛
が
始
ま
っ
た
と
き
、
夫
は
こ
の
よ
う
な
山
伏
に
「
早
め
の
お
護

符
」
を
も
ら
い
に
行
く
が
、
そ
れ
は
、
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
×
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

く
ら
い
の
長
方
形
の
和
紙
に
、
あ
り
が
た
い
経
文
の
印
が
押
さ
れ
た
物
で
、
そ
こ
へ

山
伏
に
、
さ
ら
に
産
婦
の
年
齢
と
干
支
を
「
何
十
何
歳
の
何
年
（
干
支
）
の
女
」
と

書
き
加
え
て
も
ら
い
、
安
産
を
祈
願
し
て
も
ら
っ
て
か
ら
、
い
た
だ
い
て
帰
る
も
の

で

あ
る
。
さ
ら
に
、
家
に
帰
る
と
、
盃
な
ど
に
水
を
入
れ
て
こ
れ
を
浮
か
せ
、
陣
痛

が
始

ま
っ
た
産
婦
が
早
速
飲
む
、
こ
う
す
る
と
お
産
が
早
く
進
行
し
て
、
安
産
が
で

き
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
。

◆
夫
婦
で
す
る
坐
産

　

お
護
符
を
も
ら
っ
て
帰
っ
た
m
O
氏
は
納
戸
の
ザ
ナ
コ
の
上
に
約
九
〇
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
四
方
の
分
厚
い
紙
を
敷
き
、
そ
の
上
に
前
述
の
通
り
に
「
お
産
の
座
」
の

用
意
を
し
、
産
湯
の
た
め
の
湯
を
沸
か
し
た
。

　

こ
う
し
て
夫
た
ち
が
準
備
し
て
い
る
間
、
陣
痛
の
痛
み
を
こ
ら
え
な
が
ら
妻
た
ち

は
様
々
な
手
仕
事
を
こ
な
し
産
後
に
備
え
る
。
い
よ
い
よ
生
ま
れ
そ
う
だ
と
感
じ
た

ら
、
「
お
産
の
座
」
の
所
へ
移
動
す
る
。
産
婦
は
足
を
投
げ
だ
し
て
腰
を
お
ろ
し
、

あ
る
い
は
、
ほ
ぼ
正
座
の
形
で
坐
り
、
膝
を
握
り
こ
ぶ
し
二
個
分
く
ら
い
開
い
て
坐

る
と
、
夫
た
ち
は
妻
を
後
ろ
か
ら
抱
き
か
か
え
る
。
後
ろ
か
ら
ま
わ
し
た
両
手
は
妻

の

胸
の
下
の
鳩
尾
の
辺
り
で
合
わ
せ
る
。
そ
し
て
妻
の
陣
痛
に
合
わ
せ
て
掛
声
を
か

け
、
手
に
満
身
の
力
を
込
め
て
抱
き
し
め
、
一
緒
に
お
産
を
し
た
（
図
三
）
の
で
あ

る
。
ま
た
、
舅
も
「
こ
う
し
て
や
る
と
子
が
産
め
や
す
い
」
な
ど
と
昔
の
経
験
を
踏

ま
え
て
、
実
際
に
嫁
を
抱
え
て
、
そ
の
や
り
方
を
息
子
に
教
え
た
り
し
た
。
し
か
し
、
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い
ざ
の
時
に
産
婦
を
抱
え
る
の
は
そ
の
夫
の
役
目
と
み
な
さ
れ
て
い
た
。

　
mO
氏
は

「
こ
う
い
う
産
ま
せ
方
は
危
険
だ
と
、
後
で
産
婆
さ
ん
に
や
め
さ
せ
ら

れ

た
ん
で
す
が
、
無
知
な
自
分
ら
は
当
時
誰
も
が
こ
う
し
て
お
産
し
ま
し
た
。
幸
い

危
険
な
こ
と
は
一
度
も
あ
り
ま
せ
な
ん
だ
」
と
こ
と
わ
り
な
が
ら
、
そ
の
動
作
を
具

体
的
に
説
明
し
て
く
れ
た
。

　
mO
氏
の
妻
の

M
⑤
さ
ん
（
一
九
〇
八
年
生
ま
れ
）
は
、
実
母
か
ら
事
前
に
「
お

産
の
時
に
は
主
人
に
抱
え
て
も
ら
っ
て
腰
の
こ
の
あ
た
り
を
押
し
て
も
ら
う
と
楽

だ
」
と
、
坐
産
の
姿
勢
と
腰
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
箇
所
を
教
え
て
も
ら
っ
て
い
た
の
で
、

mO
氏

に
そ
う
し
て
も
ら
っ
た
。
随
分
楽
に
な
っ
た
そ
う
だ
。

　
実
母
の

お
産
が
き
つ
か
っ
た
m
θ
氏
は
、
弟
妹
が
生
ま
れ
る
時
、
湯
を
沸
か
し
て

手
伝
い
な
が
ら
「
シ
オ
ガ
ミ
様
」
（
床
の
間
に
か
ま
ど
で
焼
い
た
塩
を
、
安
産
の
神

様
と
し
て
祭
る
）
に
祈
っ
た
経
験
を
持
っ
て
い
た
。

　
一
九
〇
四
年
生
ま
れ
の
M
④
さ
ん
の
夫
（
故
人
）
は
上
須
戒
に
あ
る
大
本
三
島
神

　
　
ぞ
く
が
ん
ぬ
し

社
の

属
神
主
（
神
社
の
預
か
り
役
）
で
、
彼
は
出
産
参
加
を
怖
が
り
、
い
つ
も
産
ば

あ
さ
ん
の
F
さ
ん
を
雇
っ
て
実
際
の
協
力
は
何
も
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
「
お
産

の
時
、
男
（
夫
）
が
そ
ば
に
い
な
い
と
お
産
が
難
し
ゅ
う
な
る
（
難
産
に
な
り
易
い
）
」

と
の
実
母
の
言
葉
に
、
陣
痛
が
始
ま
る
と
す
ぐ
帰
っ
て
き
て
、
出
産
が
完
了
す
る
ま

で

M
④
さ
ん
の
近
く
に
座
っ
て
誕
生
を
待
っ
た
と
い
う
。

《夫
た
ち
の
「
産
後
」
の
役
割
》

　
子
供
が
生

ま
れ
る
と
、
m
O
、
m
◎
両
氏
は
ま
る
で
自
分
が
お
産
を
し
た
よ
う
な

感
激
だ
っ
た
と
い
う
。
「
女
の
人
は
偉
い
で
す
よ
。
お
産
と
い
う
の
は
大
変
な
も
の

で

す
」
と
、
期
せ
ず
し
て
二
人
と
も
同
じ
感
想
を
聞
か
せ
て
下
さ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

　
夫
は
誕
生
し
た
我
が
子
の
へ
そ
の
緒
を
、
父
親
や
母
親
に
教
え
ら
れ
た
通
り
に
苧

（麻
の
茎

の
繊
維
）
で
し
ば
り
、
剃
刀
や
鋏
で
切
断
し
た
。
祖
母
と
な
っ
た
ば
か
り

の
母
親
が
、
孫
の
沐
浴
を
担
当
し
た
。
母
親
が
同
居
し
て
い
な
い
と
き
は
夫
が
担
当

し
た
。

一
ー
（
三
）
産
じ
い
さ
ん
、
産
ば
あ
さ
ん
の
役
割

　
当
時
、
村
に
は
「
産
じ
い
さ
ん
、
産
ば
あ
さ
ん
」
と
み
な
さ
れ
た
人
が
い
て
、
お

産
の
時
た
の
ま
れ
る
と
産
婦
の
家
へ
出
掛
け
て
い
っ
て
援
助
し
て
い
た
。

　
上
須
戒
に
は
、
離
島
な
ど
、
血
縁
・
地
縁
の
女
性
の
み
で
出
産
を
援
助
す
る
習
俗

の

あ
る
地
域
で
、
「
巧
者
な
お
ば
さ
ん
」
と
し
て
産
婦
か
ら
全
面
信
頼
さ
れ
た
、
出

産
経
験
豊
富
で
人
望
が
厚
く
、
ま
た
、
生
ま
れ
落
ち
る
子
を
奉
仕
の
精
神
で
こ
の
世

に

ト
リ
ア
ゲ
、
そ
の
第
二
の
母
親
と
し
て
尊
敬
を
集
め
た
「
ト
リ
ア
ゲ
バ
ア
サ
ン
」

（「
子
産
み
・
子
育
て
・
児
や
ら
い
」
）
は
い
な
か
っ
た
。

　
産
じ
い
さ
ん
は
S
さ
ん
と
い
い
、
本
業
は
理
髪
師
で
一
九
四
二
年
頃
亡
く
な
っ
た

よ
う
だ
。
彼
の
母
親
が
お
産
の
手
伝
い
を
し
て
い
た
人
だ
っ
た
か
ら
、
母
親
に
付
き

添
っ
て
お
産
の
手
伝
い
に
行
く
う
ち
に
、
見
様
見
ま
ね
で
お
産
援
助
の
方
法
を
知
っ

た
ら
し
い
。
「
産
ば
あ
さ
ん
よ
り
う
ま
い
」
と
、
彼
を
た
の
む
村
人
が
多
か
っ
た
。

　

S
さ
ん
は
お
産
が
長
引
き
少
し
生
ま
れ
難
い
時
に
は
、
産
婦
の
陣
痛
に
合
わ
せ
て

自
分
は
産
婦
を
後
か
ら
抱
え
、
夫
に
は
産
婦
の
前
に
坐
っ
て
、
陣
痛
に
合
わ
せ
て
産

婦
の
お
腹
を
押
し
下
げ
る
よ
う
に
す
る
や
り
方
を
教
え
、
夫
と
共
に
お
産
を
援
助
し

た
（
図
四
）
と
い
う
。
S
さ
ん
は
そ
の
や
り
方
で
自
分
の
子
ど
も
を
す
べ
て
と
り
あ

げ
た
と
言
っ
て
い
た
そ
う
だ
。

　

こ
の
頃
「
お
産
し
た
」
夫
た
ち
は
明
治
末
～
大
正
初
期
生
ま
れ
だ
が
、
彼
ら
が
小

学
生
の
頃
に
は
、
い
つ
も
学
校
帰
り
に
S
さ
ん
の
理
髪
店
に
集
ま
り
、
S
さ
ん
か
ら

「
お
産
は
セ
ワ
ー
な
い
（
何
に
も
大
変
な
こ
と
は
な
い
）
よ
」
と
、
よ
く
お
産
の
話
や
、

産
婦
の
抱
え
方
な
ど
を
話
し
て
も
ら
っ
た
と
い
う
。
子
ど
も
た
ち
は
目
を
輝
か
せ
て

聞
き
、
ま
た
S
さ
ん
に
い
ろ
い
ろ
お
産
の
こ
と
を
質
問
し
た
も
の
だ
と
い
う
。

　
産
ば
あ
さ
ん
は
F
さ
ん
と
い
い
、
S
さ
ん
と
同
じ
頃
亡
く
な
っ
た
よ
う
だ
。
よ
く

肥
え
た
大
柄
の
女
性
で
「
ま
だ
生
ま
れ
や
せ
ん
」
と
、
い
つ
も
産
婦
の
横
で
悠
然
と

座
っ
て
い
た
と
い
う
。

　

こ
の
人
た
ち
の
お
産
援
助
へ
の
お
礼
は
誕
生
後
に
簡
単
な
食
事
を
作
っ
て
振
舞
わ
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れ

る
く
ら
い
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
山
里
の
暮
ら
し
は
厳
し
く
貧
し
い
家
庭
が
多

く
、
ま
た
、
家
内
協
力
で
お
産
を
済
ま
す
こ
と
が
当
た
り
前
で
あ
っ
た
か
ら
頼
む
人

は
少
な
く
、
初
産
の
た
め
に
産
婦
や
夫
、
姑
た
ち
が
不
安
が
っ
た
り
、
家
庭
内
で
助

力
で
き
る
者
が
い
な
か
っ
た
り
す
る
場
合
の
み
雇
わ
れ
た
。

一
ー
（
四
）
産
後
の
習
俗

《
生
理
時
や
産
後
の
別
火
慣
行
》

　

当
時
、
一
般
家
庭
で
は
こ
の
よ
う
な
慣
行
は
失
わ
れ
て
い
た
が
、
M
④
さ
ん
は
属

神
主
の
若
嫁
で
あ
っ
た
た
め
、
ま
た
、
m
θ
氏
の
妻
の
M
⑤
さ
ん
は
婚
家
が
敬
慶
な

仏
教
徒
で
あ
っ
た
た
め
体
験
し
て
い
た
。

　

M
④
さ
ん
の
婚
家
は
属
神
主
の
家
だ
か
ら
、
生
理
日
に
対
す
る
別
火
も
大
変
厳
格

で
、
生
理
は
一
週
間
、
産
後
は
二
十
一
日
間
と
決
ま
っ
て
い
た
。
そ
れ
で
も
先
代
よ

り
は
ゆ
る
く
な
っ
た
の
だ
そ
う
だ
。

　
一
九
二
三
年
の
初
産
（
長
男
誕
生
）
で
は
、
一
週
間
土
間
に
別
の
か
ま
ど
を
作
っ

て

そ
こ
で
炊
い
て
も
ら
い
、
二
週
間
目
か
ら
は
自
分
が
そ
こ
で
炊
い
て
、
皆
と
同
じ

所
で
食
べ
た
。
し
か
し
三
年
後
に
次
男
が
誕
生
し
た
時
に
は
、
家
人
と
同
じ
か
ま
ど

で
炊
い
た
も
の
を
自
分
の
茶
碗
に
と
り
分
け
て
も
ら
い
、
そ
れ
を
さ
ら
に
別
の
茶
碗

に
移
し
か
え
て
食
べ
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
に
生
理

や

出
産
に
伴
う
出
血
に
対
し
て
、
別
火
な
ど
の
特
別
な
こ
と
を
行
う
の
は
そ
の
本
人

だ

け
で
、
夫
や
家
族
に
は
何
等
特
別
な
習
慣
は
な
か
っ
た
。

　
産
後
二
十
一
日
目
を
ビ
ア
ケ
と
し
、
こ
の
日
、
新
し
く
誕
生
し
た
我
が
子
を
巻
布

団
に
く
る
ん
で
、
お
ぶ
っ
て
実
家
へ
見
せ
に
行
き
帰
宅
す
る
と
、
そ
の
後
は
別
火
生

活
を
解
か
れ
た
。

　
M
⑤
さ
ん
の
婚
家
も
、
生
理
日
や
出
産
時
の
別
火
を
厳
格
に
行
っ
て
い
た
。
M
⑤

さ
ん
の
実
家
で
は
実
母
が
娘
時
代
に
別
火
の
体
験
を
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
く
ら
い

で
、
娘
時
代
の
M
⑤
さ
ん
は
体
験
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
m
θ
氏
に
嫁
い
だ
後

は
、
生
理
が
始
ま
る
と
き
ち
ん
と
姑
に
報
告
し
、
家
族
と
は
別
に
ご
飯
を
炊
い
て
食

べ

た
り
、
同
じ
釜
の
ご
飯
を
誰
か
に
よ
そ
っ
て
も
ら
い
、
そ
れ
を
別
の
器
に
移
し
か

え
て
食
べ
た
り
し
た
。
産
後
は
M
④
さ
ん
と
同
じ
で
あ
っ
た
。

《
誕
生
す
る
子
の
衣
類
な
ど
の
準
備
》

　
衣
類

は
「
生
ま
れ
る
前
か
ら
縫
っ
て
お
く
と
、
元
気
な
子
に
育
た
な
い
」
と
い
わ

れ
、
誕
生
後
新
生
児
は
ポ
ロ
布
に
く
る
み
、
母
親
が
産
後
必
死
に
縫
い
上
げ
て
着
せ

た
。
特
に
第
一
子
は
ま
っ
た
く
着
る
も
の
が
な
い
か
ら
大
変
だ
っ
た
。
ほ
ん
の
一
枚

で
も
先
に
新
生
児
用
の
衣
類
を
縫
っ
て
お
く
場
合
は
、
か
な
ら
ず
最
後
の
衿
く
け
部

分
を
四
～
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
く
け
残
し
未
完
と
し
た
。

　
当
時
の
お
む
つ
は
現
在
の
ぞ
う
き
ん
の
よ
う
に
、
古
布
を
何
枚
も
重
ね
て
糸
で
刺

し
た
長
方
形
の
も
の
で
、
誕
生
祝
い
に
こ
の
刺
し
子
の
お
む
つ
が
よ
く
贈
ら
れ
た
。

干
し
方
は
長
方
形
の
一
角
を
、
ぴ
ん
と
張
っ
た
縄
の
目
に
は
さ
み
込
ん
で
干
し
た
。

物
干
竿
に
か
け
て
干
す
の
は
「
竿
に
か
け
る
よ
う
な
（
や
せ
細
っ
た
弱
々
し
い
）
子

に
な
る
」
と
忌
ま
れ
て
い
た
。
現
在
の
よ
う
に
長
方
形
で
輪
に
な
っ
た
お
む
つ
は
、

一
九
三
三
年
（
昭
和
八
年
）
頃
か
ら
で
あ
っ
た
。

一
ー
（
五
）
娘
や
若
者
の
暮
ら
し

《若
者
の
交
際
観
》

　
娘
た
ち
に
は
十
二
歳
以
上
に
な
る
と
参
加
す
る
処
女
会
と
い
う
集
ま
り
が
あ
り
、

金

山
出
石
寺
の
下
寺
で
あ
る
護
国
寺
に
集
ま
り
、
住
職
の
奥
さ
ん
か
ら
精
神
修
養
や

茶
華
道
、
和
裁
な
ど
を
、
習
っ
た
。
「
娘
宿
」
と
は
性
格
を
異
に
し
て
い
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
若
い
男
性
た
ち
は
、
気
の
合
う
も
の
同
士
が
誰
か
の
部
屋
で
泊
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
い
げ
ん

り
あ
う
習
慣
を
持
っ
て
い
た
（
後
述
す
る
明
玄
農
士
道
場
が
建
立
さ
れ
る
と
若
者
は

そ
こ
で
寝
泊
ま
り
し
た
）
。
ト
ラ
ン
プ
遊
び
や
議
論
を
楽
し
ん
だ
り
、
女
性
を
訪
ね

た
り
し
た
。
男
性
が
女
性
の
と
こ
ろ
へ
、
夜
し
の
ん
で
会
い
に
行
く
こ
と
は
な
か
ば

公
認

さ
れ
て
お
り
、
跡
取
り
娘
な
ど
で
は
、
早
く
よ
い
ム
コ
を
見
つ
け
る
た
め
に
、

若
い
男
性
が
泊
ま
っ
て
行
く
こ
と
を
奨
励
す
る
父
親
も
い
た
と
い
う
。
「
あ
の
頃
は

そ
れ
が
当
た
り
前
で
、
誰
も
変
に
思
わ
な
か
っ
た
」
と
一
九
＝
一
年
生
ま
れ
の
t
O
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氏
も
t
◎
氏
も
教
え
て
く
れ
た
。

《村
の
次
世
代
育
成
努
力
》

　
明
玄
農
士
道
場
の
建
設
（
久
保
慈
教
氏
談
）

　
明
玄
農
士
道
場
は
、
一
九
三
五
年
（
昭
和
十
年
）
に
建
設
に
着
手
し
た
。
昭
和
初

期
に
お
け
る
上
須
戒
村
の
疲
弊
を
憂
慮
し
た
村
の
有
志
た
ち
が
「
寝
食
を
共
に
し
な

が

ら
切
磋
琢
磨
す
る
体
験
学
習
を
通
じ
て
、
村
を
自
立
更
正
さ
せ
る
青
年
の
教
育
・

育
成
を
目
指
す
修
養
施
設
」
と
し
て
建
設
し
た
も
の
で
あ
る
。
当
時
の
村
長
が
立
替

払
い
し
て
、
村
の
十
二
人
の
地
主
か
ら
原
野
を
買
い
あ
げ
て
土
地
を
提
供
し
、
村
の

青
壮
年
が
総
出
で
山
仕
事
や
下
草
刈
な
ど
に
汗
を
流
し
て
得
た
賃
金
や
、
実
際
の
労

力
の
提
供
等
に
よ
っ
て
建
物
を
完
成
さ
せ
、
若
者
た
ち
が
運
営
し
た
。
若
者
た
ち
は

寝
泊
り
し
な
が
ら
、
昼
は
自
宅
の
農
作
業
以
外
に
村
の
発
展
の
た
め
の
勤
労
奉
仕
や

道
場
運
営
の
た
め
の
開
墾
な
ど
、
共
同
作
業
に
汗
を
流
し
、
夜
は
精
神
修
養
に
有
益

な
人
々
を
招
い
て
聴
講
す
る
な
ど
修
養
に
励
ん
だ
。
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
汝
の
郷
土
を

開
発
す
る
者
は
　
汝
自
ら
な
り
」
。
因
み
に
最
初
の
講
師
は
賀
川
豊
彦
で
あ
っ
た
。

一
－
（
六
）
明
治
末
期
生
ま
れ
の
女
性
た
ち
の
事
例

　

こ
の
時
期
の
女
性
た
ち
は
明
治
民
法
の
家
父
長
的
「
家
制
度
」
に
締
め
付
け
ら
れ

て

育
ち
、
年
頃
に
な
っ
た
昭
和
初
期
に
は
、
親
の
言
う
が
ま
ま
で
結
婚
。
嫁
入
り
後
、

気
難
し
い
姑
や
身
勝
手
な
夫
た
ち
に
翻
弄
さ
れ
て
、
つ
ら
い
夫
婦
生
活
を
送
っ
た
人

が
多
い
。

　

ま
た
男
性
も
自
分
の
出
征
中
に
、
母
親
が
一
方
的
に
妻
を
追
い
出
し
再
婚
せ

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
人
も
珍
し
く
な
か
っ
た
。
先
程
の
t
O
氏
も
そ
の
一
人
で
、

一
九

三

五
年
に
明
治
末
生
ま
れ
の
元
の
妻
を
抱
え
て
お
産
し
「
女
で
は
お
産
の
時
が

一
番
大
切
な
の
だ
か
ら
、
男
が
そ
ば
に
い
て
や
る
の
が
当
た
り
前
で
し
ょ
う
」
と
話

す
心
優
し
い
男
性
だ
が
、
そ
の
彼
で
あ
っ
て
も
妻
を
母
親
の
わ
が
ま
ま
か
ら
守
っ
て

や

る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　
典
型
的
な
例
と
し
て
あ
げ
る
一
九
〇
九
年
生
ま
れ
の
M
⑥
さ
ん
は
、
貧
乏
な
士
族

の
娘

で
、
夫
と
は
恋
愛
結
婚
で
あ
っ
た
。
し
か
し
姑
は
彼
女
を
追
い
出
し
て
、
金
持

ち
の
娘
を
息
子
と
結
婚
さ
せ
た
が
っ
て
い
た
し
、
女
好
き
の
夫
は
あ
ち
こ
ち
に
愛
人

を
つ
く
り
、
一
銭
の
生
活
費
も
渡
さ
ず
、
性
生
活
だ
け
を
強
要
し
た
。
M
⑥
さ
ん
は

他
家
の
手
伝
い
で
賃
金
を
稼
ぎ
、
養
蚕
で
繭
を
売
っ
て
「
死
に
物
狂
い
で
」
子
ど
も

た
ち
を
養
っ
た
。

　
そ
ん
な
目
に
あ
い
な
が
ら
、
M
⑥
さ
ん
が
薄
情
な
夫
と
離
婚
し
な
か
っ
た
の
は
、

何

よ
り
も
子
ど
も
た
ち
の
将
来
を
思
っ
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
強
固
な
男
尊
女
卑
の

「
家
」
制
度
の
中
で
、
当
時
の
女
性
た
ち
は
か
な
ら
ず
他
家
に
嫁
ぎ
、
他
家
の
一
員

と
し
て
養
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
、
生
き
て
行
け
な
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
つ
ら
け

れ
ば
離
婚
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
っ
た
し
、
離
婚
し
て
実
家
に
帰
っ
た
嫁
は
た
く
さ

ん

い

た
が
、
夫
に
し
か
親
権
が
な
く
、
ま
た
、
す
ぐ
に
他
家
へ
再
婚
せ
ね
ば
な
ら
な

い
、
実
家
に
帰
っ
た
妻
は
、
子
ど
も
を
婚
家
に
置
い
て
帰
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
貧

し
く
て
食
料
の
乏
し
い
山
里
で
、
父
親
の
再
婚
後
、
継
母
に
育
て
ら
れ
て
い
た

乳
幼
児
が
、
十
分
な
食
事
を
与
え
ら
れ
ず
、
表
向
き
原
因
不
明
で
亡
く
な
る
こ
と
は

ま
れ
で
は
な
か
っ
た
。
夫
へ
の
愛
情
を
失
っ
た
M
⑥
さ
ん
が
、
薄
情
な
夫
と
の
同
居

を
続
け
た
の
は
、
そ
の
よ
う
な
事
情
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。

二

大
正
生
ま
れ
の
女
性
た
ち
の
事
例

－
夫
や
家
族
と
共
に
す
る
坐
産
と
、
開
業
産
婆
の
指
導
に
よ
る
仰
臥
位
自
宅
出
産
ー

　
（
一
九
四
七
年
の
呼
称
の
変
更
時
期
に
合
わ
せ
て
本
文
中
の
産
婆
、
助
産
婦
等
の

　
　
呼
称
記
述
を
変
更
す
る
）

二
ー
（
一
）
　
大
正
生
ま
れ
の
女
性
た
ち
の
事
例

　
彼
女
た
ち
が
結
婚
し
始
め
る
一
九
三
七
年
（
昭
和
十
二
年
）
頃
か
ら
、
日
本
は
本

格
的
な
戦
時
体
制
に
突
入
し
、
こ
の
村
か
ら
も
出
征
者
や
戦
死
者
が
出
始
め
た
。

　
一
九
一
二
年
（
大
正
元
年
）
～
一
九
二
一
年
頃
に
生
ま
れ
た
女
性
た
ち
は
、
す
べ

て

の
面

で
、
こ
の
戦
争
の
影
響
を
大
変
厳
し
く
受
け
た
人
が
多
い
。
特
に
、
出
産
観

に
関
し
て
は
、
戦
争
に
伴
う
夫
た
ち
の
出
征
に
よ
っ
て
、
実
質
的
に
夫
が
不
在
の
産

532



吉村典子［四国山地・上須戒の出産民俗史ユ

み

の

場
で

は
、
姑
が
家
の
最
高
権
力
者
と
し
て
君
臨
す
る
少
人
数
の
女
性
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
お
産
介
助
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
男
女
別
学
や
男
尊
女
卑
の
民
法
の

も
と
、
「
出
産
は
女
性
だ
け
で
す
べ
き
」
と
の
出
産
観
が
台
頭
し
、
一
般
化
し
て
行
っ

た
時
期
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
家
族
全
員
の
協
力
で
行
っ
て
き
た
坐
産
と
、
一
九
四
四
年
に
こ
の
村
で
開

業

し
た
M
産
婆
の
介
助
に
よ
る
仰
臥
位
出
産
と
の
両
方
を
体
験
し
た
女
性
た
ち
が
多

い
。
次
に
報
告
す
る
T
①
、
T
②
、
T
③
、
T
④
さ
ん
（
一
九
一
四
年
～
］
九
一
八

年
生
ま
れ
）
た
ち
も
全
員
そ
の
よ
う
な
お
産
歴
を
持
っ
て
い
た
。

l
T
①
さ
ん
l

　

T
①
さ
ん
は
一
九
一
四
年
生
ま
れ
、
製
糸
場
で
こ
わ
し
た
身
体
が
や
っ
と
快
復
し

た
一
九
三
四
年
に
嫁
入
り
し
た
。
し
か
し
肋
膜
炎
の
た
め
三
ヵ
月
で
離
婚
し
、
隣
村

の

男
性
と
再
婚
し
た
一
九
三
九
年
に
、
初
め
て
お
産
し
た
。
こ
の
時
に
は
自
宅
近
く

で

開
業
す
る
産
婆
を
た
の
み
仰
臥
位
出
産
を
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
不
運
に
も
二
度
目
の
夫
と
も
別
れ
ね
ば
な
ら
ず
一
九
四
四
年
に
上
須
戒

の

男
性
と
再
々
婚
し
た
。
夫
に
は
十
六
歳
と
十
一
歳
と
九
歳
の
子
供
が
あ
り
、
夫
は

こ
の
子
た
ち
の
誕
生
時
に
は
前
妻
を
抱
え
て
一
緒
に
お
産
し
た
体
験
が
あ
っ
た
か

ら
、
お
産
は
夫
婦
で
す
る
も
の
だ
と
思
い
込
ん
で
い
た
。

　
翌

年
T
①
さ
ん
が
お
産
す
る
時
も
、
夫
は
納
戸
の
畳
を
上
げ
て
竹
の
ザ
ナ
コ
の
上

に
、
む
し
ろ
を
敷
き
ポ
ロ
布
を
置
い
て
お
産
の
座
を
作
り
、
T
①
さ
ん
を
後
か
ら
抱

え
て
一
緒
に
お
産
し
た
。
安
産
だ
っ
た
が
、
お
産
と
い
う
の
は
産
婆
を
た
の
ん
で
す

る
も
の
だ
と
思
っ
て
い
た
T
①
さ
ん
は
、
産
婆
を
頼
ま
な
い
で
夫
と
二
人
で
す
る
お

産
は
と
て
も
不
安
だ
っ
た
。

　

T
②
さ
ん
ー

　

T
②
さ
ん
は
少
し
裕
福
な
家
で
育
ち
、
跡
取
り
娘
で
あ
っ
た
か
ら
一
九
二
八
年
に

高
等
科
へ
進
学
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
T
②
さ
ん
の
学
年
で
は
男
子
は
ほ
ぼ
全
員
、
女

子
は

二
二

人
中
四
人
し
か
高
等
科
へ
進
学
し
な
か
っ
た
。
T
②
さ
ん
は
卒
業
後
、
家

の
大
黒
柱
と
な
っ
て
働
き
、
村
の
女
子
青
年
団
で
も
活
躍
し
た
。

　

一
九
三

五
年
、
村
内
の
青
年
を
ム
コ
養
子
に
迎
え
た
。
式
は
自
宅
で
行
い
、
髪
は

島
田
に
結
っ
て
黒
留
袖
を
着
た
。
昼
間
で
あ
っ
た
が
門
先
ま
で
提
灯
を
つ
け
て
婿
を

迎
え
、
赤
飯
、
酢
付
け
、
煮
し
め
、
そ
う
め
ん
（
縁
起
物
）
な
ど
の
会
席
膳
を
用
意

し
た
。

　
初
産
は
一
九
三
六
年
で
、
妊
娠
五
ヵ
月
か
ら
は
腹
帯
を
ま
い
た
。

　

陣
痛
が
始
ま
る
と
猛
烈
な
嘔
気
が
起
こ
り
折
角
実
母
が
炊
い
て
く
れ
た
白
米
粥

（無
事

に
お
産
を
乗
り
切
る
力
を
つ
け
る
た
め
の
出
産
特
別
食
）
も
食
べ
る
ど
こ
ろ

で

は
な
か
っ
た
。
出
産
に
は
特
製
の
藁
ぶ
と
ん
（
一
メ
ー
ト
ル
×
一
メ
ー
ト
ル
）
と

三

～
四
枚
重
ね
の
ポ
ロ
布
を
用
意
し
、
納
戸
に
お
産
の
座
を
作
っ
た
。
夫
が
留
守
の

た
め
、
実
母
は
お
産
の
手
伝
い
と
し
て
S
さ
ん
を
た
の
ん
だ
が
、
彼
は
当
時
七
〇
歳

く
ら
い
の
高
齢
で
、
T
②
さ
ん
の
お
腹
を
さ
す
り
な
が
ら
眠
り
こ
け
る
ば
か
り
、
ま

た
、
血
を
吐
く
ほ
ど
の
ひ
ど
い
嘔
吐
は
続
く
が
お
産
は
進
行
せ
ず
、
S
さ
ん
に
は

帰
っ
て
も
ら
っ
た
。

　

そ
の
後
、
お
産
は
急
に
進
行
し
女
の
子
が
生
ま
れ
た
。
実
母
が
へ
そ
の
緒
を
切
り
、

後
産
は
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
に
入
れ
て
、
そ
の
年
の
明
き
方
の
山
中
に
夫
が
埋
め
に
行
っ

た
。　

そ
の
当
時
も
新
生
児
用
衣
類
を
誕
生
前
に
用
意
す
る
こ
と
は
タ
ブ
ー
視
さ
れ
て
い

た
。　

夫
は
翌
年
出
征
し
、
一
九
四
六
年
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
か
ら
無
事
帰
還
し
た
が
、
極
度

の
栄
養
失
調
と
マ
ラ
リ
ア
の
た
め
別
人
の
よ
う
に
や
せ
細
っ
て
い
た
。

　
一
九
三
九
年
に
第
二
子
を
産
ん
だ
時
は
坐
産
、
一
九
四
七
年
と
一
九
五
〇
年
の
第

三

子
、
第
四
子
は
、
M
助
産
婦
の
介
助
の
も
と
で
仰
臥
し
て
お
産
し
た
。
「
あ
お
む

け
に
寝
て
い
る
だ
け
で
は
握
る
も
の
が
な
い
の
で
、
や
っ
ぱ
り
座
っ
た
方
が
力
が
入

り
や
す
く
て
楽
」
だ
っ
た
そ
う
だ
。

I
T
③
さ
ん
ー

　

T
③
さ
ん
は
一
九
一
六
年
生
ま
れ
。
一
九
三
三
年
の
初
産
は
舅
が
範
を
示
し
、
二

度

目
か
ら
は
、
夫
が
T
③
さ
ん
を
抱
え
て
お
産
し
、
誕
生
し
た
わ
が
子
の
へ
そ
の
緒
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も
切
っ
た
。
一
九
四
五
年
の
末
子
は
M
産
婆
を
た
の
ん
だ
。
産
婆
の
証
明
が
あ
る
と

晒
や
ガ

ー
ゼ
の
特
別
配
給
を
優
先
的
に
回
し
て
も
ら
え
た
し
、
出
産
時
に
は
で
き
る

だ

け
産
婆
を
た
の
む
よ
う
に
と
、
役
場
か
ら
た
え
ず
回
覧
が
回
っ
て
い
た
か
ら
だ
。

し
か
し
「
あ
お
む
け
に
寝
て
産
む
よ
り
、
坐
っ
て
腰
を
押
し
て
も
ら
っ
た
方
が
、
お

産
は
ず
ー
っ
と
楽
」
だ
っ
た
。

l
T
④
さ
ん
ー

　

T
④
さ
ん
は
一
九
一
入
年
生
ま
れ
で
、
初
産
は
一
九
三
三
年
。
ち
ょ
う
ど
昼
間
で

あ
っ
た
た
め
夫
は
仕
事
に
出
か
け
、
姑
が
坐
産
姿
勢
の
T
④
さ
ん
を
後
ろ
か
ら
抱

え
、
誕
生
し
た
孫
の
へ
そ
の
緒
を
切
り
、
沐
浴
も
し
て
く
れ
た
。
陣
痛
が
始
ま
っ
た

時
、
若
夫
婦
の
部
屋
の
畳
の
上
に
粗
コ
モ
と
ポ
ロ
布
で
お
産
の
座
を
作
り
、
桐
の
箱

に
入
っ
た
「
シ
オ
ガ
ミ
様
の
お
軸
」
（
婚
家
に
代
々
伝
わ
る
安
産
祈
願
の
掛
け
軸
）

を
、
出
し
て
か
け
て
く
れ
た
の
も
姑
で
あ
っ
た
。
姑
は
「
昼
間
の
お
産
に
わ
ざ
わ
ざ

男
（
息
子
）
ま
で
い
な
く
て
も
私
が
つ
い
て
い
れ
ば
い
い
。
男
は
仕
事
で
稼
い
で
も

ら
わ
な
く
て
は
」
と
い
う
考
え
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
か
ら
、
第
二
子
の
時
も
姑
は
息

子
の
手
伝
い
を
許
さ
ず
、
自
分
で
す
べ
て
を
し
て
く
れ
た
。

　

T
④
さ
ん
は
こ
の
村
の
、
夫
婦
共
同
型
の
出
産
慣
行
を
知
っ
て
い
た
か
ら
、
「
主

人
が
い
て

く
れ
た
方
が
心
強
い
し
、
そ
う
し
て
も
ら
い
た
か
っ
た
。
夜
な
ら
そ
ば
に

い
て

手
伝
っ
て
も
ら
え
た
の
に
：
」
と
残
念
そ
う
に
つ
ぶ
や
い
た
。
彼
女
は
そ
の
夫

を
戦
争
で
亡
く
し
、
敗
戦
後
復
員
し
て
き
た
義
弟
と
再
婚
し
た
。
一
九
四
八
年
と

一
九

五
〇

年
の
お
産
は
、
M
助
産
婦
に
た
の
み
仰
臥
位
で
お
産
し
た
。
「
仰
向
け
の

お
産
は
こ
ぶ
し
を
握
り
し
め
る
だ
け
で
力
が
入
り
ま
せ
な
ん
だ
。
坐
っ
て
お
産
し
た

方
が
、
楽
だ
っ
た
で
す
」
と
。

ー
T
⑤
さ
ん
ー

　
一
九
二
六
年
生
ま
れ
の
T
⑤
さ
ん
は
高
等
科
卒
業
後
都
会
で
働
き
、
第
二
次
大
戦

の

激

し
さ
が
増
す
一
九
四
三
年
に
帰
郷
し
た
。
「
負
け
た
ら
み
ん
な
が
殺
さ
れ
る
」

と
真
剣
に
竹
槍
訓
練
に
励
ん
だ
。
物
資
は
す
べ
て
統
制
品
と
な
っ
て
い
た
。

　

敗
戦
後
の
一
九
四
七
年
、
黒
留
袖
に
洋
髪
で
式
を
し
た
。

　
妊
娠
中
、
神
社
仏
閣
へ
の
安
産
祈
願
や
、
お
守
り
な
ど
「
迷
信
は
信
じ
な
い
」
と

い
う
気
丈
な
T
⑤
さ
ん
だ
が
、
腹
帯
（
白
い
晒
）
は
M
助
産
婦
の
夫
の
W
さ
ん
（
山

伏
で
祈
祷
師
）
に
拝
ん
で
も
ら
い
、
あ
り
が
た
い
印
を
押
し
て
も
ら
っ
て
、
五
ヵ
月

の
戌
の
日
か
ら
締
め
た
。

　
お

産
は
す
べ
て
M
助
産
婦
に
た
の
み
五
回
体
験
し
た
が
、
最
初
の
二
回

（
一
九
四

三
年
、
一
九
五
〇
年
）
は
夫
と
共
に
お
産
し
た
。
T
⑤
さ
ん
の
枕
元
に
夫

が
膝
を
組
ん
で
座
り
、
彼
女
は
あ
お
む
け
に
寝
て
、
頭
を
夫
の
膝
の
上
に
の
せ
、
手

は
夫
の
手
や
革
ベ
ル
ト
を
握
っ
て
い
き
ん
だ
（
図
五
）
。
M
助
産
婦
が
そ
の
方
法
を

勧
め

た
。
し
か
し
そ
の
後
三
回
の
お
産
に
は
夫
は
参
加
し
な
か
っ
た
。

　

そ
の
理
由
を
T
⑤
さ
ん
は
「
お
父
さ
ん
は
気
が
こ
ん
ま
い
（
小
さ
い
）
け
ん
」
と

笑
う
。

l
T
⑤
さ
ん
の
夫
の
出
産
不
参
加
理
由
ー

　
後

日
、
上
須
戒
診
療
所
に
M
助
産
婦
（
当
時
常
勤
看
護
師
を
し
て
い
た
）
を
訪
ね

た
時
、
そ
こ
で
偶
然
出
会
っ
た
彼
は
「
初
産
の
時
お
産
す
る
妻
の
そ
ば
に
い
る
の
が

こ
わ
く
て
、
気
分
が
悪
く
な
り
そ
う
だ
っ
た
。
特
に
血
を
み
る
の
が
自
分
は
苦
手

だ
。
そ
れ
で
も
サ
ン
バ
さ
ん
に
父
親
に
な
る
の
だ
か
ら
と
勧
め
ら
れ
て
、
二
度
目
ま

で

は
な
ん
と
か
我
慢
し
た
が
、
三
度
目
か
ら
は
た
ま
ら
ず
逃
げ
出
し
た
。
し
か
し
、

妻
が
あ
ん
な
に
苦
し
ん
で
い
る
の
に
、
自
分
は
な
ん
と
薄
情
な
男
だ
ろ
う
と
思
う
と

気
が
答
め
て
心
が
痛
ん
だ
」
と
い
う
趣
旨
の
お
産
の
思
い
出
話
を
、
恥
ず
か
し
気
に

語
っ
て
く
れ
た
。

二
ー
（
二
）
大
正
生
ま
れ
の
夫
た
ち
の
出
産
参
加
体
験

　
夫
た
ち
の
お
産
援
助
体
験
は
、
一
九
四
三
年
以
前
の
ま
だ
M
産
婆
が
い
な
か
っ
た

頃
、
実
際
に
妻
を
抱
え
て
夫
婦
で
坐
産
を
し
た
体
験
者
（
イ
）
、
M
産
婆
が
開
業
後
、

M
産
婆
〔
助
産
婦
〕
を
助
産
に
頼
み
、
自
分
は
お
湯
を
沸
か
す
な
ど
の
手
伝
い
を
し

な
が
ら
、
妻
の
仰
臥
位
産
を
見
守
っ
た
体
験
者
（
ロ
）
、
さ
ら
に
、
そ
の
後
M
産
婆

（助
産
婦
）
の
勧
め
で
仰
臥
し
た
妻
の
頭
を
膝
に
か
か
え
て
、
妻
と
手
を
取
り
合
い
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共
に
お
産
し
た
体
験
者
（
ハ
）
の
三
種
類
に
分
類
さ
れ
る
。

　

な
お
、
こ
の
時
期
の
夫
た
ち
で
は
「
早
め
の
お
護
符
」
の
こ
と
は
知
ら
な
い
と
い

・
つ
。l
t
◎
氏

　

彼
は
一
九
一
二
年
（
大
正
元
年
）
生
ま
れ
で
次
男
だ
が
、
生
家
に
分
け
て
も
ら
っ

た
土
地
に
、
懸
命
の
努
力
で
家
を
建
て
、
妻
と
と
も
に
「
何
に
も
無
い
と
こ
ろ
か
ら
」

が
ん

ば

り
、
分
家
を
盛
り
立
て
た
人
で
あ
る
。

◆
一
九
三
九
年
の
初
産
、
（
イ
）
の
体
験

　

陣
痛
の
発
来
が
早
朝
五
時
で
あ
り
、
本
家
の
父
母
や
産
じ
い
さ
ん
の
S
さ
ん
に
も

頼
み

に
行
け
ず
、
ま
た
、
妻
の
実
家
も
他
村
で
あ
っ
た
た
め
、
自
分
だ
け
は
妻
の
傍

に
い
て
産
ま
せ
て
や
ら
ね
ば
と
覚
悟
し
、
夫
婦
二
人
だ
け
で
お
産
を
乗
り
切
っ
た
。

　
一
応
お
産
の
時
の
妻
の
抱
え
方
に
つ
い
て
は
S
さ
ん
か
ら
聞
い
た
こ
と
が
あ
っ

た
。
「
子
ど
も
は
世
話
な
い
で
き
る
（
心
配
す
る
こ
と
な
く
誕
生
す
る
）
よ
。
産
気

づ
い

た
ら
女
の
身
体
を
さ
す
っ
て
や
っ
て
、
女
に
男
の
手
を
握
ら
し
て
、
抱
い
と
っ

て

や

っ

た

ら
、
女
の
方
に
力
が
出
て
く
る
か
ら
（
大
丈
夫
）
」
と
。

　
ま
た
、
お
産
を
経
験
済
み
の
友
達
か
ら
、
妻
の
お
産
の
近
づ
い
た
頃
に
、
夫
と
し

て

お
産
援
助
を
ど
う
す
る
か
、
そ
の
や
り
方
も
聞
い
て
い
た
。

　

し
か
し
、
実
体
験
は
初
め
て
で
、
そ
の
場
に
誰
も
実
際
に
教
え
て
く
れ
る
人
が
い

な
い
。
そ
の
上
さ
ら
に
、
t
◎
氏
が
坐
産
姿
勢
の
妻
を
後
ろ
か
ら
抱
え
て
、
妻
の
大

き
な
お
腹
の
上
の
み
ぞ
お
ち
の
辺
り
を
、
陣
痛
に
合
わ
せ
て
手
で
押
し
下
げ
て
一
緒

に
い
き
み
（
図
三
）
、
一
時
間
ほ
ど
し
て
妻
が
分
娩
を
し
始
め
た
時
、
最
初
に
出
て

き
た
の
は
足
で
、
逆
子
出
産
。
び
っ
く
り
し
た
が
、
そ
の
後
、
胸
か
ら
上
が
出
て
こ

な
い
。

　
当
時
上
須
戒
は
無
医
村
で
、
医
者
は
す
ぐ
に
は
間
に
合
わ
な
い
。
妻
は
苦
し
そ
う

に
捻
り
、
段
々
息
遣
い
が
弱
く
な
り
、
時
間
だ
け
が
経
過
す
る
中
、
ど
う
に
も
胎
児

は
出
て
こ
な
い
。
t
◎
氏
は
「
こ
の
ま
ま
待
っ
て
い
た
の
で
は
両
方
と
も
死
ん
で
し

ま
う
！
自
分
が
何
と
か
し
て
出
し
て
や
ら
に
ゃ
あ
」
と
、
決
意
し
、
陣
痛
に
合
わ

せ
て

会
陰
か
ら
中
に
手
を
差
し
入
れ
、
手
探
り
で
胎
児
の
あ
ご
を
手
で
下
向
き
に
さ

せ
、
陣
痛
に
あ
わ
せ
て
「
夢
中
で
（
胎
児
を
）
押
し
下
げ
た
ら
」
長
男
は
生
れ
落
ち

た
。
息
を
し
て
い
な
い
（
よ
う
に
み
え
た
）
の
で
す
ぐ
湯
に
浸
け
て
、
パ
ン
パ
ン
と

背
中
を
叩
い
た
ら
息
を
し
始
め
た
。
膀
の
緒
を
木
綿
糸
で
結
ん
で
、
握
り
鋏
で
切
り
、

白
い
布
で
お
腹
に
巻
き
つ
け
（
こ
れ
ら
の
準
備
は
t
◎
氏
の
妻
が
全
て
そ
ろ
え
て
準

備
し
て
い
た
）
、
妻
の
横
に
長
男
を
寝
か
せ
て
、
妻
に
も
「
し
っ
か
り
せ
え
よ
」
と

声
を
か
け
た
ら
、
「
（
妻
は
）
し
ゃ
ん
と
し
た
顔
に
な
っ
た
」
の
で
ほ
っ
と
し
た
。
そ

の

後
で
、
妻
の
方
の
お
産
の
後
始
末
を
し
た
。
（
第
一
子
の
逆
子
出
産
に
つ
い
て
の

詳
述
は
、
二
〇
〇
六
年
三
月
の
再
訪
時
）

　

翌

日
は
腕
が
痛
く
て
上
が
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。
「
逆
子
は
育
た
ん
と
言
わ
れ
て

い

た
が
元
気
に
育
っ
た
」
、
「
お
産
と
い
う
の
は
大
変
な
も
ん
だ
。
あ
あ
や
っ
て
難
儀

し
て
生
ま
れ
た
子
に
は
特
別
、
情
が
深
こ
う
な
る
」
、
「
（
妻
は
）
産
ん
だ
後
、
『
死
ぬ

ほ
ど
怖
い
か
と
思
う
て
、
い
た
け
ど
そ
ん
な
こ
と
な
い
ね
』
と
言
う
た
」
と
、
言
わ

れ
た
。

　

t
⇔
氏
の
妻
は
一
九
一
六
年
（
大
正
五
年
）
生
ま
れ
。
二
〇
〇
六
年
の
訪
問
時
に

は
亡
く
な
っ
て
お
ら
れ
た
。
一
九
九
二
年
一
〇
月
に
再
訪
し
た
時
に
は
、
ま
だ
お
元

気
で
、
に
こ
に
こ
と
夫
の
お
産
体
験
談
を
傍
で
聞
い
て
お
ら
れ
た
。
そ
し
て
そ
の
時

の

自
分
の
気
持
ち
な
ど
を
付
け
加
え
て
話
し
て
く
れ
た
も
の
だ
。
「
朝
五
時
頃
、
何

か
陣
痛
が
始
ま
っ
た
よ
う
で
、
主
人
に
『
今
日
は
（
仕
事
に
出
か
け
な
い
で
）
お
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ら
い

て

や

ん

な
さ
い
（
家
に
い
て
く
だ
さ
い
）
』
と
た
の
ん
で
、
盟
に
（
入
れ
る
）
お
湯

を
沸
か
し
な
が
ら
陣
痛
を
こ
ら
え
た
。
主
人
を
一
番
頼
り
に
思
う
し
、
に
き
（
近

く
）
に
お
っ
た
ら
心
強
い
。
七
時
頃
本
当
に
痛
う
な
っ
て
（
陣
痛
が
強
く
な
っ
て
、

出
産
は
）
一
時
間
も
か
か
ら
ず
に
で
き
た
（
分
娩
し
た
）
。
二
人
で
（
お
産
を
）
や
っ

た
ら
、
一
人
に
な
っ
と
る
よ
う
な
気
持
に
な
っ
た
」
と
。
ま
た
、
初
産
前
に
は
、
母

親
か

ら
夫
と
二
人
で
お
産
す
る
時
の
た
め
に
、
や
り
方
や
準
備
す
る
も
の
を
教
え
て

も
ら
っ
て
い
た
と
も
話
し
て
く
れ
た
。

◆
一
九
四
六
年
の
第
二
子
と
一
九
四
九
年
の
第
三
子
の
時
、
（
ロ
）
の
体
験
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M
産
婆
を
頼
み
、
妻
の
仰
臥
位
産
を
見
守
り
な
が
ら
t
◎
氏
は
湯
を
沸
か
し
て
い

た
が
、
「
私
が
抱
い
て
産
ま
し
た
ら
、
す
ぐ
は
み
出
る
（
誕
生
す
る
）
の
に
（
時
間
が
）

か
か

る
な
あ
」
と
思
っ
た
そ
う
だ
。

　

ま
た
、
t
◎
氏
の
妻
は
「
主
人
に
抱
い
て
産
ま
し
て
も
ら
っ
た
方
が
ず
っ
と
良

か

っ

た
。
（
坐
産
は
仰
臥
位
産
と
）
力
の
入
り
方
が
違
う
。
生
ま
れ
や
す
い
し
安
心
」

と
、
静
か
な
口
調
で
話
し
て
く
れ
た
。

ー
t
θ
氏
ー

　
一
九
五
二
年
に
末
子
が
生
ま
れ
た
時
、
（
ハ
）
の
体
験
。

　
一
九
一
四
年
生
ま
れ
の
t
θ
氏
は
、
M
助
産
婦
に
す
す
め
ら
れ
て
、
こ
の
時
最
初

で
最
後
の
お
産
参
加
体
験
を
し
た
。
そ
の
お
か
げ
で
彼
は
産
む
こ
と
と
生
ま
れ
る
こ

と
の
大
変
さ
が
わ
か
っ
た
と
い
う
。
子
が
誕
生
し
た
時
に
は
涙
が
と
ま
ら
ず
、
子
ど

も
が
可
愛
い
い
と
思
っ
た
こ
と
な
ど
は
な
か
っ
た
の
に
、
知
ら
ぬ
間
に
愛
し
さ
が
増

し
、
毎
日
せ
っ
せ
と
生
ま
れ
た
子
の
沐
浴
に
励
ん
だ
。
妻
は
夫
の
変
貌
ぶ
り
に
驚
い

た
。l
t
⑳
氏
ー

　

t
⑳
氏
は
一
九
一
七
年
生
ま
れ
。
妻
の
実
家
は
名
家
で
、
妻
の
父
親
は
t
⑳
氏
を

娘
の
結
婚
相
手
と
し
て
頑
な
に
反
対
。
そ
こ
で
妻
を
「
略
奪
結
婚
し
た
」
か
ら
、
初

産
で
も
実
家
の
援
助
は
望
め
な
か
っ
た
。
そ
の
上
、
彼
は
も
ら
わ
れ
子
で
、
育
て
の

母

は
出
産
未
体
験
者
。
こ
わ
い
か
ら
お
産
の
面
倒
は
看
ら
れ
な
い
と
、
断
ら
れ
て
い

た
。
二
〇
〇
六
年
の
訪
問
時
に
は
も
う
亡
く
な
っ
て
お
ら
れ
た
の
で
、
t
⑳
氏
自
身

の

感
想
は
主
に
一
九
九
二
年
に
話
し
て
も
ら
っ
た
も
の
で
あ
り
、
二
〇
〇
六
年
の
訪

問
時
に
は
t
⑲
氏
の
妻
が
詳
細
を
補
足
し
て
く
れ
た
。

◆
一
九
四
三
年
の
初
産
、
（
イ
）
の
体
験

　

t
⇔
）
氏
は
陣
痛
が
始
ま
る
と
産
じ
い
さ
ん
の
S
さ
ん
を
頼
ん
だ
。
S
さ
ん
は
妻
に

自
分
の
子
ど
も
を
産
ま
せ
た
要
領
を
二
人
に
説
明
し
、
そ
の
よ
う
に
お
産
す
れ
ば

「
世
話

な
い
」
と
伝
え
、
t
⑳
氏
の
妻
に
少
し
膝
を
開
い
て
お
産
の
座
の
上
に
正
座

に

近
い
形
で
坐
ら
せ
る
と
、
自
分
は
t
⑳
氏
の
妻
の
背
後
に
ま
わ
っ
て
腋
の
下
か
ら

手
を
回
し
て
抱
き
か
か
え
、
t
⑭
氏
に
は
妻
の
前
に
座
り
、
両
膝
で
産
婦
の
お
腹
を

両
脇
か
ら
挟
み
込
ん
で
陣
痛
に
合
わ
せ
て
締
め
付
け
、
両
手
は
強
く
産
婦
の
お
腹
を

押

し
下
げ
る
よ
う
に
と
教
え
た
（
図
四
）
。
日
頃
は
豪
胆
な
彼
も
、
妻
は
苦
し
そ
う

に
す
る
し
、
な
か
な
か
お
産
は
進
ま
な
い
し
、
ど
の
よ
う
に
助
け
て
や
れ
ば
早
く
生

ま
れ
る
の
か
わ
か
ら
な
く
て
必
死
で
妻
の
お
腹
を
押
し
下
げ
た
。

　
「
お
産
は
本
当
に
し
ん
ど
か
っ
た
1
可
愛
そ
う
で
つ
ら
か
っ
た
1
」
、
そ
し
て

「
ダ
ー
ッ
と
い
う
水
音
と
一
緒
に
、
赤
ん
坊
が
生
ま
れ
た
時
に
は
飛
び
上
が
る
ほ
ど

驚
い
た
」
と
言
わ
れ
た
。

◆
一
九
四
八
年
の
第
二
子
の
出
産
　
（
イ
）
の
体
験

　
電
話
で
M
助
産
婦
に
助
産
を
依
頼
し
て
い
た
が
、
お
産
が
重
な
り
な
か
な
か
来
て

く
れ
な
い
。
t
⑳
氏
は
妻
の
傍
に
つ
い
て
待
っ
て
い
る
間
に
、
と
う
と
う
初
産
の
時

の

S
さ
ん
の
よ
う
に
妻
を
後
か
ら
抱
え
て
一
緒
に
坐
産
し
た
。
妻
は
「
M
さ
ん
を
呼

び
に

行
く
よ
り
、
そ
ば
に
つ
い
て
い
て
く
れ
た
方
が
よ
い
。
姑
さ
ん
よ
り
助
産
婦
さ

ん

よ
り
心
強
い
」
と
言
う
の
で
、
t
⑳
氏
は
初
産
の
要
領
で
我
が
子
を
と
り
あ
げ
た
。

◆
第
三
子
、
第
四
子
、
第
五
子
の
出
産
　
（
ロ
）
の
体
験

　

ど
の
子
も
電
話
で
連
絡
す
る
と
す
ぐ
M
さ
ん
が
来
て
く
れ
た
の
で
、
専
門
家
に
任

せ

る
べ
き
だ
と
思
い
、
お
任
せ
し
た
。

ー
t
㊧
氏
ー

　
一
九
二
一
年
生
ま
れ
の
t
㊧
氏
は
、
母
親
の
難
産
を
見
て
い
た
し
、
妻
は
高
齢
出

産
で
あ
っ
た
の
で
、
初
産
（
一
九
五
五
年
）
は
病
院
を
選
ん
だ
。
幸
い
無
事
生
ま
れ

た
が
、
病
院
内
に
い
な
が
ら
産
科
医
も
助
産
婦
も
分
娩
に
間
に
合
わ
ず
、
結
局
分
娩

室
で

妻
は
一
人
で
産
み
落
と
し
、
t
㊧
氏
は
と
て
も
心
細
か
っ
た
。

◆
一
九
六
〇
年
の
第
二
子
の
出
産
　
（
ハ
）
の
体
験

　

病
院
分
娩
に
こ
り
て
、
M
助
産
婦
を
た
の
ん
で
自
宅
出
産
し
た
。
こ
の
時
妻
は
彼

の
兵
子
帯

を
握
り
し
め
て
お
産
し
た
（
図
五
）
が
、
最
後
に
は
そ
れ
で
は
力
が
入
ら

ず
彼
の
手
を
握
り
し
め
て
お
産
し
た
。
そ
の
力
の
強
い
こ
と
1
び
っ
く
り
し
て
し

ま
っ
た
そ
う
だ
。
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ー
t
㊨
氏
ー

　
一
九
二
二
年
生
ま
れ
の
t
㊧
氏
は
「
お
産
は
サ
ン
バ
（
助
産
婦
）
さ
ん
を
呼
ん
で

任
せ
て

し
ま
え
ば
い
い
も
の
だ
」
と
思
っ
て
い
た
か
ら
、
最
初
か
ら
積
極
的
に
お
産

に
乗
り
出
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
母
親
は
と
て
も
お
産
の
軽
い
人
で
］
人
で
お
産
を

済
ま
せ
、
父
親
も
不
精
な
人
で
妻
の
お
産
を
助
け
る
よ
う
な
人
で
は
な
か
っ
た
。

◆
一
九
四
九
年
の
初
産
　
（
ハ
）
の
体
験

　
陣
痛
が
長
引
き
、
気
楽
な
彼
も
お
産
の
大
変
さ
に
い
や
応
な
く
引
き
ず
り
こ
ま
れ

て

い

っ

た
。
そ
し
て
M
助
産
婦
に
す
す
め
ら
れ
、
t
㊧
氏
と
同
じ
方
法
で
助
産
し
た
。

最
後
の
方
で
は
自
分
の
方
か
ら
妻
に
一
生
懸
命
声
を
か
け
、
足
を
踏
ん
張
っ
て
助
産

し
て
い
た
。
「
こ
ん
な
に
苦
し
ん
で
産
む
の
か
1
一
緒
に
い
き
ん
で
や
っ
て
よ
か
っ

た
。
こ
の
し
ん
ど
さ
や
つ
ら
さ
は
い
く
ら
人
に
話
し
て
み
て
も
、
体
験
し
て
み
な
い

と
わ
か
ら
な
い
だ
ろ
う
」
と
感
じ
た
と
い
う
。

◆
］
九
五
一
年
の
第
二
子
　
（
ハ
）
の
体
験

　
初

産
へ
の
参
加
で
お
産
す
る
妻
の
大
変
さ
を
実
感
し
て
い
た
の
で
、
第
二
子
の
お

産
で
は
、
最
初
か
ら
お
産
へ
の
参
加
介
助
を
決
め
て
い
た
。

二
ー
（
三
）
M
お
よ
び
Y
開
業
産
婆
（
助
産
婦
）
の
助
産
観

《M
産
婆
（
助
産
婦
）
の
助
産
観
》

　

M
産
婆
は
上
須
戒
で
の
出
産
姿
勢
を
座
位
か
ら
仰
臥
位
に
、
腹
帯
の
色
を
赤
色
か

ら
白
色
に
か
え
た
。

　
一
九
一
七
年
に
「
市
内
」
で
生
ま
れ
、
苦
学
し
て
看
護
婦
免
許
を
得
た
M
さ
ん
は

「
終
生
続

け
ら
れ
る
か
ら
」
と
産
婆
の
免
許
も
取
得
。
一
九
四
三
年
末
、
上
須
戒
の

W
さ
ん
に
嫁
入
り
し
、
一
九
四
四
年
に
産
婆
を
開
業
し
た
。

　
夫
は
石
鎚
山
で
修
行
し
た
山
伏
で
、
人
々
の
依
頼
を
受
け
て
「
つ
き
も
の
を
落
と

し
、
何
か
の
さ
わ
り
を
祓
う
」
の
を
仕
事
と
す
る
祈
祷
専
業
者
で
あ
っ
た
が
、
戦
後

は
上
須
戒
で
も
、
祈
祷
を
依
頼
す
る
人
も
少
な
く
な
り
、
ま
た
、
生
活
能
力
が
少
な

く
神
が
か
り
的
奇
行
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
。

　

そ
ん
な
夫
を
も
ち
他
所
者
の
M
さ
ん
が
、
こ
の
村
で
大
き
な
信
頼
を
得
た
の
は
、

腕
の
良
さ
に
加
え
て
、
人
柄
の
良
さ
が
大
き
く
関
係
し
て
い
た
。
お
産
の
た
め
に
家

人
が
迎
え
に
行
く
と
、
す
ぐ
に
助
産
七
つ
道
具
の
入
っ
た
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
を
背

に
、
遠
さ
も
冬
の
寒
さ
も
い
と
わ
ず
駆
け
つ
け
て
く
れ
た
。
お
産
の
進
行
が
遅
い
時

に
は
一
晩
中
産
婦
に
付
き
添
っ
て
身
体
を
さ
す
り
続
け
、
産
後
、
赤
ち
ゃ
ん
の
沐
浴

に
行
っ
た
時
に
は
、
当
時
嫁
と
し
て
産
褥
に
あ
っ
て
も
な
か
な
か
休
養
を
許
さ
な
い

よ
う
な
家
の
産
婦
た
ち
の
た
め
に
、
い
つ
も
汚
れ
た
衣
類
を
洗
濯
し
て
帰
る
の
が
常

で
あ
っ
た
。

　

敗
戦
後
、
各
家
庭
に
夫
や
息
子
た
ち
が
復
員
し
始
め
、
ま
た
、
あ
る
程
度
各
家
庭

の

考
え
方
の
方
針
が
わ
か
る
よ
う
に
な
る
と
、
M
助
産
婦
は
T
⑤
さ
ん
の
事
例
で
紹

介

し
た
よ
う
に
、
夫
た
ち
に
出
産
参
加
を
奨
励
し
、
産
婦
が
陣
痛
に
合
わ
せ
て
い
き

む
時
に
そ
の
力
綱
と
し
て
協
力
し
、
我
が
子
の
誕
生
を
見
守
る
よ
う
指
導
し
始
め
た
。

　
夫
た
ち
は
ほ
と
ん
ど
が
長
男
で
、
弟
妹
が
生
ま
れ
た
時
、
父
母
が
協
力
し
て
お
産

し
て
い
る
の
を
見
た
り
、
そ
の
時
手
伝
っ
た
り
し
た
経
験
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
出
征

前
に
夫
婦
共
同
型
出
産
を
体
験
し
て
い
た
人
も
い
た
か
ら
、
割
合
ス
ム
ー
ズ
に
、
お

産
の
場
に
夫
た
ち
が
復
帰
し
て
行
っ
た
。

　

し
か
し
、
第
一
次
世
界
大
戦
以
後
敗
戦
ま
で
の
、
男
尊
女
卑
観
に
よ
る
旧
民
法
に

よ
っ
て
維
持
さ
れ
た
軍
国
主
義
的
家
父
長
体
制
の
も
と
、
出
征
に
よ
る
夫
や
息
子
な

ど
、
一
家
の
長
と
し
て
の
男
性
の
不
在
に
伴
い
、
一
家
の
中
心
と
な
っ
て
君
臨
し
て

き
た
姑
た
ち
の
中
に
は
、
若
嫁
を
「
家
」
の
最
底
辺
の
「
子
を
産
む
た
め
の
た
だ
働

き
者
」
と
し
て
差
別
し
、
「
お
産
は
、
若
い
女
が
血
を
流
す
稜
れ
た
も
の
、
男
が
そ

の

よ
う
な
も
の
に
関
わ
る
べ
き
で
は
な
い
」
と
、
自
分
た
ち
が
夫
に
抱
え
ら
れ
て
お

産

し
た
行
為
は
恥
ず
べ
き
田
舎
の
慣
習
で
あ
り
、
息
子
が
嫁
の
お
産
を
心
配
し
た
り
、

手
伝
っ
た
り
す
る
の
は
女
々
し
く
ま
ち
が
っ
た
行
為
だ
と
禁
止
し
た
り
、
い
や
が
つ

た

り
す
る
姑
も
多
く
な
っ
た
。

　
し
か
し
専
門
家
の
M
助
産
婦
が
、
息
子
に
お
産
に
参
加
し
て
手
伝
う
こ
と
を
奨
励

す
る
と
、
姑
も
そ
れ
を
禁
止
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
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こ
の
よ
う
な
夫
参
加
型
出
産
を
と
り
入
れ
た
意
義
を
M
さ
ん
は
「
お
産
で
は
万
一

と
い
う
こ
と
が
あ
り
、
病
院
へ
の
搬
送
や
特
別
の
処
置
が
必
要
に
な
る
場
合
も
起
こ

り
ま
す
が
、
当
時
は
若
い
嫁
さ
ん
は
何
の
経
済
手
段
も
決
定
権
も
持
っ
て
な
い
の
で

（産
婦
に
）
相
談
し
て
も
、
否
と
も
応
と
も
ど
う
に
も
決
め
ら
れ
ん
で
し
ょ
。
そ
れ

で
経
済
権
を
握
る
主
人
が
そ
ば
に
お
れ
ば
、
直
ち
に
対
策
が
講
じ
ら
れ
る
し
、
主
人

が

そ
ば
に
お
っ
た
方
が
、
や
っ
ぱ
し
産
婦
は
心
強
い
で
す
か
ら
ね
」
と
説
明
し
て
く

れ
た
。

　
し
か
し
、
後
半
の
「
夫
が
そ
ば
に
い
た
方
が
、
当
然
産
婦
は
心
強
い
」
と
い
う
理

由
に
つ
い
て
私
は
「
子
ど
も
を
産
ん
だ
こ
と
の
な
い
M
さ
ん
が
、
な
ぜ
夫
の
参
加

を
、
産
婦
が
恥
ず
か
し
い
も
の
と
思
わ
ず
、
心
強
く
思
う
は
ず
だ
と
考
え
た
の
か
」

と
重
ね
て
質
問
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
彼
女
の
修
業
時
代
に
指
導
し
て
も
ら
っ
た

Y
産
婆
の
や
り
方
で
あ
り
、
考
え
方
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

《
Y
産
婆
（
助
産
婦
）
の
助
産
観
》

　
一
九
八
五
年
～
一
九
八
六
年
に
三
度
、
Y
さ
ん
宅
に
伺
い
話
を
聞
か
せ
て
も
ら
っ

た
。
Y
さ
ん
は
現
役
の
助
産
婦
を
引
退
し
て
、
親
子
ほ
ど
も
年
齢
の
離
れ
た
末
の
妹

さ
ん
と
暮
ら
し
て
お
ら
れ
た
が
、
も
の
お
じ
し
な
い
正
義
派
で
一
見
厳
格
な
人
の
よ

う
に
見
え
た
が
、
実
際
は
優
し
く
て
涙
も
ろ
く
て
謙
虚
な
女
性
だ
っ
た
。
ま
た
、
年

齢
を
感
じ
さ
せ
な
い
人
間
的
な
パ
ワ
ー
と
魅
力
を
併
せ
持
つ
方
で
も
あ
っ
た
。

　
一
九
〇
〇
年
に
大
洲
市
の
隣
の
長
浜
で
生
ま
れ
、
十
七
歳
で
嫁
い
だ
夫
の
家
に
、

す
で
に
他
の
女
性
が
妻
と
し
て
入
っ
て
い
た
こ
と
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
、
悩
ん
だ
末

に
実
家
に
帰
り
、
そ
の
後
、
助
産
所
を
開
業
し
て
い
る
祖
母
を
た
よ
っ
て
上
京
し
、

独
身
を
通
し
て
苦
学
し
、
産
婆
免
許
を
取
っ
た
。
一
九
三
〇
年
に
故
郷
に
帰
っ
て
産

婆
業
を
開
業
、
そ
の
後
七
五
歳
の
誕
生
日
ま
で
の
四
五
年
間
、
現
在
地
で
助
産
業
を

営
み
な
が
ら
、
後
輩
た
ち
の
指
導
に
も
尽
力
し
て
き
た
。

　

Y
さ
ん
は
私
の
質
問
に
「
主
人
が
一
緒
に
お
産
を
手
伝
え
ば
、
産
婦
が
安
心
す
る

の

は
当
然
だ
1
だ
か
ら
そ
の
や
り
方
を
取
り
入
れ
た
だ
け
」
と
怪
語
な
顔
で
答
え
、

出
産
体
験
者
の
私
に
「
な
ん
で
、
そ
れ
が
分
か
ら
ん
の
」
と
あ
き
れ
た
顔
を
さ
れ
た
。

　
そ
こ
で
、
私
は
「
確
か
に
私
も
初
産
の
後
で
は
、
夫
が
そ
ば
に
い
て
く
れ
た
ら
お

産
は
心
強
か
っ
た
の
に
と
心
底
感
じ
た
。
し
か
し
初
産
の
前
に
は
そ
れ
を
恥
ず
か
し

く
て
い
や
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い
込
ん
で
い
た
し
、
今
の
社
会
一
般
の
人
々
や
産
科

医
、
あ
る
い
は
助
産
婦
さ
ん
た
ち
も
、
ほ
と
ん
ど
全
て
の
人
が
男
性
の
お
産
参
加
を

性
的
に
タ
ブ
ー
視
し
て
、
夫
の
お
産
参
加
を
拒
否
し
て
い
る
。
ま
た
、
産
婦
で
も
私

の

よ
う
に
最
初
は
夫
の
参
加
を
拒
否
す
る
女
性
も
多
い
。
Y
さ
ん
は
助
産
婦
の
エ
キ

ス

パ

ー
ト
だ
け
ど
お
産
経
験
が
な
い
。
果
た
し
て
お
産
に
夫
が
い
た
方
が
い
い
か
ど

う
か
、
産
婦
の
精
神
的
な
支
え
と
し
て
夫
が
有
効
か
ど
う
か
、
ど
う
し
て
そ
れ
が
分

か

る
の
か
」
と
、
さ
ら
に
突
っ
込
ん
で
質
問
し
た
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
Y
さ
ん
は
「
自
分
は
無
学
で
な
に
も
最
新
式
の
勉
強
は
し
と
ら

ん

か

ら
」
と
、
し
ば
し
考
え
込
ん
で
い
た
が
・
：
「
そ
う
よ
、
こ
の
子
（
傍
ら
に
い

る
妹
さ
ん
を
指
し
て
）
が
生
ま
れ
た
時
、
私
は
二
十
一
で
、
家
で
父
親
が
母
親
を
後

か

ら
抱
え
て
産
ま
し
よ
る
（
産
ま
せ
て
い
る
）
の
を
、
お
湯
を
沸
か
し
な
が
ら
手
伝
っ

た
ん
よ
。
何
よ
り
も
あ
の
父
親
と
母
親
の
一
生
懸
命
の
姿
が
印
象
深
こ
う
て
、
あ
の

姿
が
お
産
に
と
っ
て
一
番
え
え
（
良
い
）
当
た
り
前
の
姿
じ
ゃ
と
思
っ
た
ん
じ
ゃ
う

か

な
あ
」
と
、
遠
い
日
の
彼
女
の
初
の
お
産
参
与
体
験
の
感
想
を
語
っ
て
く
れ
た
。

そ
し
て
、
私
の
求
め
に
応
じ
て
そ
の
時
の
父
母
の
分
娩
の
姿
勢
を
、
妹
さ
ん
と
二
人

で
再
現

し
て
見
せ
て
く
れ
た
（
図
六
）
。
そ
れ
は
ま
さ
し
く
、
あ
の
m
O
氏
が
話
し

て

く
れ
た
上
須
戒
で
当
た
り
前
に
行
わ
れ
て
い
た
（
M
産
婆
開
業
以
前
の
）
、
夫
婦

共
同
型
出
産
習
俗
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。

　

Y
さ
ん
は
産
婆
に
な
っ
て
以
後
、
そ
の
時
の
二
人
に
感
じ
た
「
お
産
は
命
が
け
」

の

印
象
を
大
切
に
し
て
、
常
に
思
考
力
、
体
力
を
整
え
て
助
産
に
臨
ま
な
く
て
は
い

け
な
い
と
肝
に
銘
じ
た
と
言
い
、
思
考
力
や
体
力
の
衰
え
る
七
五
歳
を
助
産
婦
職
の

限
界
点
と
し
て
引
退
を
決
め
て
い
た
と
い
う
。

　

私
は
、
Y
さ
ん
が
あ
の
時
父
母
と
共
に
「
産
む
と
は
何
か
」
を
体
験
的
に
共
有

し
、
そ
の
二
人
の
姿
の
中
に
、
産
婦
に
と
っ
て
一
番
安
心
で
き
る
お
産
の
原
形
を

「
体

験
」
し
た
の
だ
と
確
信
し
た
。
だ
か
ら
産
ん
だ
経
験
が
な
く
て
も
、
産
婦
を
助
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産
す
る
時
自
然
に
、
あ
の
時
母
親
と
共
有
し
た
「
産
む
人
の
気
持
ち
」
が
沸
き
上
が

り
、
夫
が
産
婦
と
協
同
し
て
お
産
す
る
こ
と
が
産
婦
に
と
っ
て
安
心
で
き
る
最
良
の

や

り
方
で
あ
り
、
お
産
に
臨
む
夫
婦
の
一
番
自
然
な
姿
な
の
だ
と
確
信
で
き
た
の
で

あ
ろ
う
。

　

Y
さ
ん
の
育
っ
た
長
浜
（
図
二
）
で
も
、
上
須
戒
と
同
じ
夫
婦
共
同
型
の
出
産
習

俗
が
存
在
し
、
そ
こ
で
見
聞
し
た
「
い
い
お
産
」
の
原
体
験
が
、
Y
さ
ん
の
生
涯
の

助
産
精
神
を
貫
き
、
次
世
代
の
夫
婦
へ
と
引
き
継
が
れ
た
の
で
あ
る
。

三

昭
和
生
ま
れ
の
女
性
た
ち
の
事
例

　
　
　
　
l
M
助
産
婦
（
自
宅
出
産
）
や
産
科
医
（
施
設
出
産
）
に
よ
る
仰
臥
位
産
ー

三
ー
（
一
）
「
家
」
と
妊
娠
中
絶
解
禁
に
翻
弄
さ
れ
る
昭
和
初
期
生
ま
れ
の
妻
た
ち

　

こ
の
時
期
生
ま
れ
の
女
性
た
ち
は
、
明
治
民
法
が
保
障
す
る
男
尊
女
卑
観
と
家
父

長

制
の
「
家
」
の
中
で
、
戦
争
中
強
大
に
な
っ
た
姑
の
権
力
と
、
戦
後
復
員
し
て
き

た
夫
た
ち
の
不
甲
斐
な
さ
、
さ
ら
に
は
戦
後
復
興
の
様
々
な
人
口
対
策
と
し
て
追
加

制
定
さ
れ
た
優
生
保
護
法
へ
の
経
済
条
項
追
加
に
よ
る
妊
娠
中
絶
手
術
解
禁
に
よ
っ

て
、
姑
か
ら
は
、
た
だ
働
き
の
農
作
業
労
働
力
と
し
て
、
ま
た
、
夫
か
ら
は
避
妊
な

し
の
性
生
活
に
よ
る
頻
回
の
妊
娠
と
、
そ
の
安
易
な
妊
娠
中
絶
手
術
へ
の
依
存
に
よ

る
堕
胎
と
妊
娠
の
繰
り
返
し
に
よ
っ
て
、
心
身
と
も
に
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ
た
女
性
た

ち
が
多
か
っ
た
。
実
際
、
こ
の
頃
の
中
絶
手
術
の
件
数
は
「
あ
そ
こ
（
の
家
）
で
も

こ
こ
（
の
家
）
で
も
」
と
い
う
ほ
ど
凄
ま
じ
い
件
数
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　
「
家
」
と
い
う
小
さ
な
同
居
集
団
の
中
で
、
常
に
若
妻
一
人
が
痛
み
を
引
き
受
け
、

姑
や
夫

は
何
の
呵
責
も
感
じ
な
い
強
者
と
い
う
関
係
が
築
か
れ
た
と
き
、
弱
者
へ
の

文
字
通
り
骨
身
を
削
る
（
頻
回
の
堕
胎
手
術
強
要
の
よ
う
な
）
暴
力
状
況
を
平
然
と

作

り
出
す
「
愛
の
巣
と
呼
ば
れ
る
家
」
。
人
間
の
欲
望
の
歯
止
め
に
は
、
行
動
を
伴

わ
な
い
善
意
や
自
己
規
制
だ
け
で
は
無
理
な
の
だ
と
思
っ
た
。
姑
や
夫
に
歯
ぎ
し
り

す
る
よ
う
な
強
い
怒
り
の
感
情
を
抱
え
な
が
ら
、
若
妻
た
ち
の
多
く
は
じ
っ
と
耐
え

て

働
く
し
か
な
か
っ
た
。

《
昭
和
初
期
（
一
九
二
入
年
）
生
ま
れ
の
女
性
の
夫
が
語
る
中
絶
観
》

　
「
自
分
ら
の
妻
は
ほ
と
ん
ど
皆
、
堕
う
し
た
こ
と
が
あ
る
は
ず
だ
。
昭
和
三
三
年

（
一
九

五
八
年
）
に
は
う
ち
で
も
堕
う
し
た
。
自
分
の
妻
は
そ
の
日
、
大
洲
の
病
院

（産
科
医
院
）
ま
で
バ
ス
で
行
っ
て
、
チ
ョ
イ
チ
ョ
イ
と
（
中
絶
手
術
を
）
や
っ
て

も
ら
っ
て
、
す
ぐ
に
ま
た
帰
っ
て
来
た
。
二
〇
〇
〇
円
だ
っ
た
。
別
に
た
い
し
た
こ

と
は
な
い
」
。

　
共

同
の
当
事
者
で
あ
り
な
が
ら
、
彼
は
、
妊
娠
中
絶
手
術
に
伴
う
心
身
の
痛
み
を

引
き
受
け
る
気
も
、
妻
を
思
い
や
る
気
も
な
く
、
傍
観
者
の
立
場
に
立
っ
て
い
た
。

彼

に
と
っ
て
そ
の
痛
み
は
ま
っ
た
く
想
像
の
外
に
あ
る
よ
う
だ
。
一
身
に
痛
み
を
引

き
受
け
る
妻
た
ち
の
胸
中
の
悔
し
さ
を
思
う
と
、
筆
者
は
心
が
震
え
た
。

三
1
（
二
）
戦
前
生
ま
れ
の
女
性
た
ち
の
事
例

I
S
①
さ
ん
ー

　

S
①
さ
ん
は
一
九
二
七
年
生
ま
れ
。
資
産
家
に
嫁
い
だ
彼
女
の
一
九
四
七
年
〔
昭

和
二
二
年
〕
の
初
産
と
一
九
四
九
年
の
第
二
子
の
出
産
は
、
M
助
産
婦
に
助
産
し
て

も
ら
い
順
調
だ
っ
た
。
夫
は
お
産
の
手
伝
い
な
ど
考
え
た
こ
と
も
な
い
人
で
あ
っ
た

し
、
姑
は
日
常
生
活
は
も
と
よ
り
S
①
さ
ん
の
お
産
の
時
さ
え
も
、
自
分
の
思
い
通

り
に
と
り
し
き
ら
ね
ば
気
の
す
ま
な
い
気
性
の
激
し
い
人
で
あ
っ
た
。

　
一
九
五
二
年
三
人
目
を
妊
娠
し
た
。
と
こ
ろ
が
思
い
が
け
ず
姑
に
「
そ
ん
な
に
な

ん

ぼ
で
も
子
を
産
ま
ん
で
も
（
中
絶
せ
よ
）
」
と
な
じ
ら
れ
び
っ
く
り
し
た
。

　
子

ど
も
三
人
を
育
て
ら
れ
な
い
よ
う
な
経
済
状
態
の
家
で
は
な
い
し
、
お
腹
の
中

に
す
で
に
授
か
っ
た
命
を
殺
し
た
く
な
か
っ
た
彼
女
は
「
何
と
か
産
ま
せ
て
」
と
、

姑
の

前
で
両
手
を
つ
い
て
た
の
ん
だ
が
、
言
う
通
り
に
し
な
い
嫁
に
す
っ
か
り
機
嫌

を
そ
こ
ね
た
姑
は
、
そ
の
後
口
も
き
か
ず
、
第
三
子
の
お
産
も
産
後
も
、
何
の
助
力

も
し
て
く
れ
な
か
っ
た
。
夫
は
妻
の
気
持
ち
を
思
い
測
れ
る
よ
う
な
人
で
は
な
か
っ

た
か
ら
、
情
け
な
く
て
涙
を
流
す
日
が
多
か
っ
た
。

　
一
九
五
一
年
～
一
九
五
二
年
頃
は
、
役
場
が
無
料
で
コ
ン
ド
ー
ム
を
配
っ
て
く
れ
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た
り
、
若
妻
を
集
め
て
、
避
妊
の
効
用
を
講
演
し
た
り
し
て
い
た
が
、
肝
心
の
夫
た

ち
が
避
妊
に
ま
っ
た
く
非
協
力
的
で
、
そ
の
上
優
生
保
護
法
の
改
正
で
解
禁
さ
れ
た

妊
娠
中
絶
手
術
を
、
緊
急
避
難
的
な
手
術
と
捉
え
ず
、
お
金
さ
え
出
せ
ば
簡
単
に
堕

胎
で

き
る
手
術
と
錯
覚
し
、
中
絶
手
術
を
し
た
ば
か
り
の
妻
に
避
妊
な
し
の
性
生
活

を
強
要
し
、
妻
た
ち
は
望
ま
な
い
妊
娠
と
中
絶
手
術
を
繰
り
返
す
と
い
う
悪
循
環
に

心
身
と
も
に
翻
弄
さ
れ
た
。

　

S
①
さ
ん
は
一
九
五
三
年
に
、
ま
た
妊
娠
し
て
し
ま
っ
た
。
決
心
し
て
夫
に
中
絶

の

相
談
を
す
る
と
、
即
座
に
賛
成
し
た
の
で
、
夫
に
お
金
を
も
ら
っ
て
「
市
内
」
の

産
婦
人
科
医
院
へ
中
絶
し
に
行
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
、
す
ぐ
ま
た
妊
娠
し
た

彼
女
は
、
次
の
中
絶
手
術
時
に
不
妊
手
術
も
受
け
た
。

　
生

理
が
四
一
歳
で
と
ま
り
、
体
調
も
勝
れ
ず
、
若
白
髪
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
は
、

そ
の
不
妊
手
術
の
た
め
だ
と
、
そ
の
時
の
悔
し
さ
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。

ー
S
②
さ
ん
－

　
同
年
齢
の
S
②
さ
ん
は
、
初
め
て
の
妊
娠
さ
え
、
本
格
的
な
仕
事
が
出
来
な
く
な

る
嫁
を
姑
は
喜
ん
で
く
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
産
後
も
ま
っ
た
く
知
ら
ん
顔
、

実
母
が
来
て
す
べ
て
を
手
伝
っ
て
く
れ
た
。

ー
S
③
さ
ん

　

S
③
さ
ん
（
一
九
三
三
年
生
ま
れ
）
の
姑
は
優
し
い
人
だ
っ
た
し
、
姑
も
末
子
を

M
助
産
婦
の
援
助
で
夫
と
共
に
産
ん
だ
体
験
を
持
っ
て
い
た
。

　
初
産
は
一
九
五
八
年
（
昭
和
三
三
年
）
で
、
陣
痛
が
始
ま
る
と
電
話
で
（
そ
の
頃

か

ら
電
話
が
普
及
し
た
）
M
助
産
婦
に
連
絡
し
、
彼
女
は
例
の
助
産
七
つ
道
具
の

入
っ
た
リ
ュ
ッ
ク
を
か
つ
い
で
、
そ
の
頃
は
自
転
車
で
か
け
つ
け
て
く
れ
た
。
ふ
と

ん

の
上
に

新
聞
紙
を
敷
き
、
夫
の
膝
を
枕
に
し
て
お
産
し
た
（
図
五
）
。
「
や
っ
ぱ
り

主

人

が
い
た

方
が
心
丈
夫
」
と
話
す
。
産
後
食
は
乾
燥
さ
せ
た
里
芋
の
茎
（
「
お
産

の
古
血
を
お
ろ
す
」
と
さ
れ
る
）
や
、
水
餅
（
「
母
乳
の
出
が
よ
く
な
る
」
と
さ
れ
る
）

の

入
っ
た
味
噌
汁
を
よ
く
食
べ
さ
せ
ら
れ
た
。
柿
は
お
腹
を
冷
や
す
か
ら
禁
止
食
物

で
あ
っ
た
。

《
昭

和
初
期
（
一
九
二
八
年
）
生
ま
れ
の
s
θ
氏
が
語
る
出
産
参
加
体
験
談
》

　
コ

九

五
七
年
の
初
産
の
時
、
母
親
は
私
に
、
「
お
産
は
自
分
が
世
話
を
す
る
か
ら

（お
ま
え
は
立
ち
会
わ
な
く
て
よ
い
）
」
と
言
わ
れ
、
そ
の
つ
も
り
で
し
た
。
と
こ
ろ

が
実
際

に
陣
痛
が
始
ま
り
M
助
産
婦
さ
ん
も
来
て
く
れ
て
、
湯
を
沸
か
し
終
え
る
と

M
さ
ん
に
呼
ば
れ
た
の
で
す
。
そ
し
て
「
貴
方
も
お
父
さ
ん
に
な
る
ん
だ
か
ら
、
こ

こ
に
入
っ
て
来
て
座
っ
て
ち
ゃ
ん
と
手
伝
い
な
は
い
（
な
さ
い
）
」
と
言
わ
れ
た
ん

で

す
。
そ
れ
で
、
部
屋
に
入
り
M
さ
ん
に
言
わ
れ
た
通
り
妻
の
枕
元
に
膝
を
組
ん
で

座
り
、
両
手
を
肩
の
幅
に
開
い
て
ち
ょ
っ
と
前
か
が
み
で
畳
の
上
に
力
を
入
れ
て
手

を
つ
き
ま
し
た
。
妻
は
寝
て
万
歳
を
し
た
格
好
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
手
で
私
の
手
の
両

肘
辺
り
を
握
り
、
陣
痛
に
合
わ
せ
て
妻
が
グ
ー
ッ
と
（
力
綱
の
よ
う
に
）
引
っ
張
っ

て
、
私
と
力
を
出
し
合
っ
て
お
産
し
た
わ
け
で
す
。
母
親
は
非
難
が
ま
し
い
顔
を
し

て

い

ま
し
た
が
、
専
門
家
の
M
さ
ん
の
言
葉
だ
か
ら
逆
ら
え
ず
、
私
も
M
さ
ん
に
そ

う
言
っ
て
も
ら
わ
な
か
っ
た
ら
、
私
の
意
思
で
男
の
私
が
お
産
の
場
に
入
る
な
ど
、

と
て
も
出
来
ん
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
お

産
し
て
み
て
、
お
産
が
こ
ん
な
に
大
変
な
も
の
と
は
知
り
ま
せ
な
ん
だ
。
一
緒

に
座
っ
て
加
勢
し
て
や
っ
て
よ
か
っ
た
で
す
よ
。
私
も
あ
あ
や
っ
て
生
ま
れ
て
き
た

ん

か

と
思
う
と
、
享
楽
な
ん
か
で
セ
ッ
ク
ス
や
っ
ち
ゃ
あ
い
け
ん
な
あ
と
思
い
ま
し

た
」

　

s
θ
氏
の
妻
（
他
村
の
出
身
）
は
、
「
主
人
が
お
産
の
場
に
参
加
し
て
よ
い
な
ど

と
は
全
然
知
り
ま
せ
な
ん
だ
が
、
主
人
に
い
て
も
ら
え
た
の
は
心
強
か
っ
た
で
す
よ
」

と
話
し
た
。

　

二
〇
〇

六
年
、
三
月
の
再
訪
時
、
s
O
氏
は
「
子
ど
も
ら
に
も
、
人
が
生
ま
れ
る

瞬

間
、
死
ぬ
瞬
間
、
そ
の
瞬
間
に
接
す
る
の
は
大
事
や
、
例
え
病
院
の
廊
下
で
も
え

え
か
ら
、
傍
に
い
た
方
が
え
え
と
話
し
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

三
1
（
三
）
大
戦
中
お
よ
び
大
戦
末
期
生
ま
れ
の
女
性
た
ち
の
事
例

　

ー
一
九
三
九
年
生
ま
れ
の
S
④
さ
ん
と
一
九
四
二
年
生
ま
れ
の
S
⑤
さ
ん
の
事
例
1
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第
二
次
大
戦
終
了
後
の
社
会
で
育
っ
て
き
た
S
④
さ
ん
と
S
⑤
さ
ん
は
、
ほ
ぼ
同

じ
出
産
観
を
持
っ
て
お
産
に
臨
ん
で
い
た
。

　

S
④
さ
ん
は
お
産
の
時
に
夫
が
そ
ば
に
い
て
も
、
何
の
役
に
も
立
た
な
い
し
恥
ず

か

し
い
か
ら
、
ま
た
S
⑤
さ
ん
も
お
産
の
時
は
女
が
一
人
で
が
ん
ば
る
も
の
だ
と
考

え
て
い
た
か
ら
、
二
人
共
夫
の
参
加
な
ど
望
ま
ず
、
M
助
産
婦
に
助
産
し
て
も
ら
つ

て
、
姑
や
母
親
と
一
九
六
二
～
一
九
六
八
年
に
お
産
し
た
。

　

こ
の
年
代
の
女
性
た
ち
に
な
る
と
、
こ
の
村
で
生
ま
れ
育
ち
、
こ
の
村
の
男
性
と

結
婚
し
て
今
も
こ
の
村
で
暮
ら
す
女
性
は
、
数
え
る
ほ
ど
し
か
い
な
い
。
S
⑤
さ
ん

の

女
性
同
級
生
は
こ
の
村
に
誰
も
残
っ
て
い
な
い
そ
う
だ
。

《高
度
経
済
成
長
政
策
と
農
村
の
変
容
》

　

こ
の
年
代
の
人
た
ち
の
多
く
が
現
在
、
村
外
に
居
住
す
る
理
由
は
、
義
務
教
育
を

終
え
て
、
進
学
し
た
り
就
職
し
た
り
し
た
一
九
五
五
年
か
ら
一
九
七
三
年
に
か
け

て
、
日
本
経
済
が
高
度
経
済
成
長
期
で
あ
っ
た
こ
と
と
大
き
く
関
係
し
て
い
る
。

　
一
九
六
〇
年
に
策
定
さ
れ
た
所
得
倍
増
計
画
と
、
一
九
六
一
年
に
制
定
さ
れ
た
農

業
基
本
法
は
、
日
本
の
農
村
部
に
お
け
る
農
業
構
造
の
大
変
革
を
進
行
さ
せ
た
と
い

わ
れ
る
。
農
村
に
は
農
業
外
収
入
の
更
な
る
必
要
性
を
生
じ
さ
せ
る
状
況
を
創
っ
た

し
、
日
本
経
済
全
体
に
お
い
て
は
、
国
の
手
厚
い
補
助
金
政
策
で
設
備
投
資
さ
れ
た

重
厚
長
大
産
業
と
い
わ
れ
る
企
業
が
、
そ
の
拡
大
整
備
し
た
設
備
を
有
効
利
用
し
て

生
産
性
を
あ
げ
る
た
め
に
、
多
く
の
工
場
労
働
者
を
必
要
と
し
て
い
た
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
で
、
特
に
こ
れ
ま
で
家
族
農
業
が
収
入
の
全
て
で
あ
っ

た
農
村
部
で
は
、
男
性
農
業
者
た
ち
が
自
宅
か
ら
市
街
地
に
あ
る
工
場
な
ど
に
働
き

に
出
て
、
農
業
外
労
働
に
従
事
し
て
所
得
を
得
る
一
方
で
、
妻
た
ち
が
農
業
を
支
え

て

兼
業
農
家
化
し
、
あ
る
い
は
、
多
く
の
二
、
三
男
が
、
家
族
共
々
、
農
村
部
か
ら

都
市
部
へ
と
工
場
等
の
賃
金
労
働
者
と
し
て
移
り
住
ん
だ
。
こ
れ
に
よ
り
農
村
人
口

は
流
出
し
た
が
、
国
民
所
得
の
倍
増
は
二
年
間
で
達
成
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
。

ー
S
⑥
さ
ん
－

　
一
九
四
四
年
生
ま
れ
の
S
⑥
さ
ん
は
、
こ
の
年
代
の
女
性
と
し
て
は
数
少
な
い
都

会
で
の
学
生
生
活
の
体
験
者
で
あ
っ
た
。
「
お
医
者
の
方
が
助
産
婦
よ
り
腕
が
上
で

専
門
家
だ
か
ら
」
、
「
市
内
」
の
産
科
医
院
で
お
産
す
る
と
最
初
か
ら
決
め
て
い
た
。

　
一
九
六
八
年
（
昭
和
四
三
年
）
の
初
産
は
、
予
定
日
頃
少
し
出
血
が
あ
り
不
安
な

の

で
、
夫
に
車
で
市
内
の
か
か
り
つ
け
の
産
科
医
院
ま
で
つ
れ
て
い
っ
て
も
ら
い
入

院
し
た
。
す
ぐ
に
は
生
ま
れ
な
か
っ
た
か
ら
実
際
の
出
産
時
に
は
家
族
は
誰
も
そ
ば

に
い
な
か
っ
た
が
、
「
セ
ン
セ
イ
の
も
と
な
ら
安
心
だ
し
、
セ
ン
セ
イ
を
頼
り
切
っ

て

神
様
の
よ
う
に
思
っ
て
い
た
か
ら
安
心
し
て
産
め
た
。
主
人
が
そ
ば
に
い
て
く
れ

た
ら
な
ど
と
考
え
た
こ
と
も
な
か
っ
た
」
と
出
産
の
安
全
に
は
医
療
が
不
可
欠
で
大

切
と
の
思
い
が
強
い
。

　
一
方
、
S
⑥
さ
ん
の
記
憶
に
よ
れ
ば
、
初
産
の
頃
上
須
戒
で
は
、
M
助
産
婦
の
介

助
で
自
宅
出
産
す
る
人
が
ほ
ぼ
全
員
だ
っ
た
が
、
四
年
後
に
は
「
市
内
」
の
産
科
医

院
で
出
産
す
る
割
合
は
半
々
と
な
り
、
そ
の
後
自
宅
出
産
は
急
減
し
て
、
一
九
七
九

年
頃
に
は
大
多
数
の
人
が
産
科
医
を
頼
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
は
ち
ょ
う

ど
前
述
し
た
国
の
高
度
経
済
成
長
政
策
に
よ
る
農
業
社
会
の
大
変
化
と
、
「
市
内
」

へ
の

二
本
の

新
道
（
図
二
固
、
回
）
の
貫
通
に
よ
る
、
村
と
「
市
内
」
と
の
交
通
の

利
便
性
ア
ッ
プ
と
が
期
を
い
つ
に
し
た
時
期
で
あ
る
。

　
ま
た
、
M
助
産
婦
の
記
憶
に
よ
れ
ば
、
当
時
産
科
医
で
お
産
す
る
人
は
そ
の
こ
と

を
自
慢
に
思
い
、
助
産
婦
の
介
助
で
自
宅
出
産
す
る
人
を
「
貧
乏
人
だ
か
ら
」
と
蔑

む
よ
う
な
態
度
が
見
ら
れ
た
と
い
う
。

《M
助
産
婦
に
介
助
し
て
も
ら
い
、
難
産
の
末
、
子
ど
も
を
亡
く
し
た
女
性
と
夫
》

　
一
九
四
五
年
生
ま
れ
の
S
⑦
さ
ん
と
S
⑧
さ
ん
は
一
九
六
〇
年
代
後
半
、
初
産
で

そ
の
不
幸
に
遭
遇
し
た
。
以
後
二
人
と
も
「
市
内
」
の
産
科
医
院
で
の
出
産
を
選
択

し
て
い
る
。

　
強
い
陣
痛
が
続
く
の
に
子
ど
も
は
な
か
な
か
生
ま
れ
ず
、
や
っ
と
生
ま
れ
た
も
の

の
三

日
後
に
亡
く
し
た
S
⑦
さ
ん
は
「
M
さ
ん
に
お
願
い
し
た
の
は
、
当
時
ほ
と
ん

ど
の
人
が
M
さ
ん
に
カ
カ
ッ
テ
（
看
て
も
ら
っ
て
）
い
て
、
そ
う
す
る
の
が
当
た
り

前
だ
っ
た
し
、
腕
も
い
い
と
評
判
だ
っ
た
か
ら
」
と
述
べ
た
。
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妻
の

傍
で
一
生
懸
命
加
勢
し
た
S
⑦
さ
ん
の
夫
は
「
あ
ん
な
血
み
ど
ろ
の
汚
い
姿

を
み
せ
ら
れ
た
ら
幻
滅
だ
。
女
は
あ
ん
な
姿
を
男
に
見
せ
る
も
ん
じ
ゃ
な
い
。
赤
ん

坊
だ
っ
て
、
ち
ゃ
ん
と
き
れ
い
に
湯
を
浴
び
せ
て
、
新
し
い
着
物
で
も
着
せ
ら
れ
て

（父
親
に
な
っ
た
）
自
分
に
渡
し
て
く
れ
た
方
が
、
ず
っ
と
可
愛
ら
し
く
て
愛
情
も

わ
く
も
ん
だ
」
と
、
夫
が
お
産
に
共
同
参
画
す
る
行
為
を
強
く
否
定
し
た
。

　
自
分
が
参
加
し
た
妻
の
お
産
が
思
い
が
け
ず
大
難
産
と
な
り
、
し
か
も
、
大
変
な

状
況
の

中
で
誕
生
し
た
わ
が
子
を
亡
く
し
て
し
ま
う
と
い
う
悲
惨
な
結
末
に
、
結
局

自
分
が
何
も
し
て
や
れ
な
か
っ
た
や
り
場
の
無
い
怒
り
を
、
今
も
心
の
中
で
消
化
し

切
れ
ず

に
お
ら
れ
る
こ
と
が
感
じ
ら
れ
た
。

三
1
（
四
）
戦
後
生
ま
れ
の
女
性
た
ち
の
事
例

　
私
が
話
を
聞
い
た
戦
後
生
ま
れ
の
女
性
た
ち
は
十
一
人
（
S
⑨
さ
ん
～
S
⑲
さ
ん
）

で
、
一
九
四
六
年
～
一
九
五
入
年
に
生
ま
れ
、
一
九
七
一
年
以
降
に
出
産
し
て
い
る
。

前
述

し
た
よ
う
に
、
こ
の
頃
、
画
お
よ
び
回
の
新
道
が
開
通
し
、
「
市
内
」
の
産
科

医
院
で
施
設
出
産
を
す
る
上
須
戒
女
性
が
増
大
し
た
。

◆
M
助
産
婦
に
全
て
の
出
産
を
介
助
し
て
も
ら
っ
た
女
性
た
ち
の
事
例

　

そ
れ
は
S
⑩
、
S
⑫
、
S
⑯
さ
ん
で
、
三
人
共
上
須
戒
の
男
性
の
も
と
に
、
他
村

か

ら
嫁
入
り
し
て
三
世
代
同
居
で
暮
ら
し
て
い
る
。
S
⑩
さ
ん
と
S
⑫
さ
ん
は
姑
に

勧
め

ら
れ
て
M
助
産
婦
に
看
て
も
ら
い
、
自
宅
出
産
す
る
や
り
方
を
選
ん
だ
が
、
二

人
共
初
産
を
体
験
す
る
ま
で
は
、
助
産
婦
職
の
人
に
出
産
介
助
を
し
て
も
ら
う
こ
と

を
、
や
は
り
不
安
に
思
っ
て
い
た
そ
う
だ
。

l
S
⑩
さ
ん
1

　
初
産
は
一
九
七
二
年
（
昭
和
四
七
年
）
で
、
不
安
に
思
い
な
が
ら
も
姑
の
勧
め
な

の

で
仕
方
な
く
M
助
産
婦
を
た
の
ん
だ
が
、
M
助
産
婦
の
誠
実
な
助
産
に
感
激
し
て

「M
さ
ん
に
し
て
よ
か
っ
た
」
と
思
っ
た
。

　
一
九
七
四
年
の
第
二
子
と
一
九
八
〇
年
の
第
四
子
は
、
最
初
か
ら
M
助
産
婦
に
決

め
、
ま
た
、
そ
の
時
に
は
M
助
産
婦
の
勧
め
で
夫
と
共
に
出
産
し
た
。

　

S
⑩
さ
ん
は
「
最
初
の
お
産
は
主
人
は
仕
事
に
行
っ
て
留
守
だ
っ
た
ん
で
、
一
度

目
に
主
人
が
い
な
い
と
次
も
い
な
い
も
ん
だ
と
よ
く
言
わ
れ
て
い
る
や
ろ
？
そ
れ
で

二
番
目
の
と
き
は
絶
対
お
っ
て
よ
（
家
に
居
て
よ
）
と
よ
う
（
よ
く
）
言
う
と
い
た

ん

で

す
。
そ
れ
で
居
て
く
れ
た
け
ど
、
主
人
と
一
緒
に
お
産
す
る
な
ん
て
聞
い
た

こ
と
な
か
っ
た
し
、
・
：
け
ど
、
主
人
な
ら
何
で
も
頼
め
て
心
丈
夫
や
っ
た
。
居
て

も
ら
え
て
よ
か
っ
た
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。
お
母
さ
ん
は
悪
い
人
じ
ゃ
な
い
け
ど
、

や

っ

ぱ

り
気
い
使
う
し
、
水
飲
ま
せ
て
欲
し
い
と
目
配
せ
し
て
も
全
然
気
づ
い
て
く

れ
ん

や

ろ
？
主
人
は
産
後
も
よ
う
気
い
つ
け
て
く
れ
て
：
・
」
と
、
共
に
お
産
し
た

こ
と
の
効
用
を
話
し
て
く
れ
た
。

　
一
九
七
六
年
の
第
三
子
も
、
妊
娠
中
は
M
助
産
婦
に
看
て
貰
っ
て
い
た
し
、
出
産

も
自
宅
で
す
る
つ
も
り
だ
っ
た
。

　

し
か
し
、
陣
痛
が
始
ま
る
と
す
ぐ
駆
け
つ
け
、
陣
痛
の
状
況
を
観
察
し
て
い
た
M

助
産
婦
が
、
前
置
胎
盤
だ
か
ら
や
は
り
設
備
の
整
っ
た
と
こ
ろ
で
お
産
し
た
方
が
安

全
だ

と
勧
め
た
の
で
、
M
助
産
婦
と
夫
に
付
き
添
わ
れ
て
市
内
の
総
合
病
院
へ
緊
急

入
院
し
た
。
と
こ
ろ
が
病
院
で
は
、
病
室
に
入
れ
ら
れ
た
き
り
、
何
度
も
前
置
胎
盤

で

あ
る
こ
と
を
訴
え
た
の
に
、
出
血
が
始
ま
る
ま
で
放
っ
て
お
か
れ
、
母
子
と
も
に

生
死
の

瀬
戸
際
の
よ
う
な
体
験
を
し
て
結
局
第
三
子
を
亡
く
し
た
の
で
、
総
合
病
院

へ
の

不
信
感
は
強
い
。

《
戦
後
（
一
九
四
六
年
）
生
ま
れ
の
S
⑩
さ
ん
の
夫
が
語
る
出
産
参
加
の
感
激
》

　

彼
は
第
二
子
と
第
四
子
の
時
、
M
助
産
婦
の
勧
め
で
、
あ
お
む
け
に
寝
た
妻
の
頭

を
自
分
の
膝
の
上
に
の
せ
、
妻
と
手
を
握
り
あ
っ
て
お
産
（
図
五
）
し
た
。

　
「
長
男
が
生
ま
れ
た
時
わ
し
は
留
守
だ
っ
た
の
で
、
次
の
と
き
は
絶
対
お
っ
て
よ

と
言
わ
れ
と
っ
た
ん
よ
。
二
番
目
の
子
の
陣
痛
が
始
ま
っ
た
時
は
ち
ょ
う
ど
家
に

居
っ
た
け
ど
、
お
産
の
と
こ
ろ
へ
は
男
が
行
く
も
ん
じ
ゃ
な
い
と
思
う
と
っ
た
ん

よ
な
。
と
こ
ろ
が
M
さ
ん
が
『
早
よ
入
っ
て
き
て
』
と
呼
ぶ
。
何
か
？
と
思
っ
て

入
っ
て
行
く
と
、
『
そ
こ
へ
し
っ
か
り
座
っ
て
奥
さ
ん
を
持
っ
て
あ
げ
て
1
』
と
言

わ
れ
、
そ
こ
へ
座
っ
た
わ
け
：
：
お
産
は
そ
り
ゃ
あ
大
変
だ
っ
た
1
嫁
が
い
き
ん
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で

い

る
時
は
、
わ
し
も
汗
ダ
ラ
ダ
ラ
、
手
は
汗
で
ヌ
ル
ヌ
ル
よ
。
子
ど
も
が
生
ま
れ

た
ら
こ
っ
ち
が
お
産
し
た
よ
う
な
気
が
し
て
な
あ
。
け
ど
、
本
当
に
お
産
を
一
緒
に

し
て
み
て
よ
か
っ
た
と
思
う
よ
。
『
子
ど
も
ぐ
ら
い
、
す
ぐ
出
来
ら
い
（
生
ま
れ
る

さ
）
』
と
、
わ
し
の
友
達
ら
は
よ
く
言
う
け
ど
、
す
ぐ
ど
こ
ろ
か
大
変
な
も
ん
じ
や
1

一
緒

に
や
っ
て
み
ん
と
わ
か
ら
ん
1
子
ど
も
ち
ゅ
う
の
は
生
ま
れ
た
時
は
死
ん
だ

も
ん
と
同
じ
汚
い
紫
色
し
て
て
な
あ
。
そ
の
汚
い
紫
色
し
と
る
子
が
、
「
お
ぎ
ゃ
あ
」

と
泣
い
た
後
み
る
み
る
内
に
ピ
ン
ク
色
の
赤
子
に
変
わ
っ
て
行
く
ん
よ
。
感
動
す
る

ぜ

1
あ
れ
見
た
ら
。
わ
し
も
こ
う
や
っ
て
産
ん
で
も
ろ
た
ん
か
と
涙
が
出
て
止
ま

ら
ん
か
っ
た
。
子
ど
も
ら
に
も
生
ま
れ
た
時
の
様
子
を
よ
く
話
し
て
や
っ
て
な
、
生

命

は
粗
末
に
し
ち
ゃ
あ
い
か
ん
。
自
分
の
も
他
人
の
も
じ
ゃ
と
わ
し
は
よ
く
言
う
ん

よ
な
」
と
。

　

S
⑫
さ
ん

　

S
⑫
さ
ん
は
初
産
前
に
は
「
市
内
」
の
産
科
医
院
で
も
定
期
的
に
診
て
も
ら
っ
て

い

た
。
一
九
七
一
年
（
昭
和
四
六
年
）
、
予
定
よ
り
早
く
陣
痛
が
始
ま
り
、
と
て
も

大
洲

ま
で
の
悪
路
を
乗
り
切
れ
そ
う
に
な
か
っ
た
の
で
M
助
産
婦
を
た
の
ん
だ
。
し

か

し
長
い
陣
痛
と
の
格
闘
の
間
の
M
助
産
婦
の
助
産
態
度
は
、
本
当
に
誠
実
で
心
強

か
っ

た
の
で
、
一
九
七
四
年
、
一
九
七
七
年
の
、
第
二
子
、
第
三
子
の
時
に
は
、
迷

わ
ず
M
助
産
婦
を
た
の
ん
だ
。

　

S
⑫
さ
ん
は
「
姑
の
勧
め
だ
け
で
は
腕
一
本
に
頼
る
M
さ
ん
は
や
は
り
不
安
で
頼

ま
な
か
っ
た
と
思
う
。
M
さ
ん
か
ら
、
い
ざ
の
時
に
は
大
洲
の
産
科
医
院
の
医
師
に

診
て

も
ら
え
る
と
聞
い
て
い
た
の
で
、
万
一
に
も
大
丈
夫
だ
と
思
い
安
心
で
き
た
の

で
す
」
と
。

ー
S
⑯
さ
ん
l

　

S
⑯
さ
ん
は
産
科
看
護
婦
で
初
産
は
「
九
七
九
年
（
昭
和
五
四
年
）
。
姑
は
今
時

の
嫁

な
ら
当
然
「
市
内
」
の
病
院
で
お
産
す
る
も
の
と
思
っ
て
い
た
そ
う
だ
。
と
こ

ろ
が
M
助
産
婦
を
た
の
み
自
宅
出
産
し
た
。

　

S
⑯
さ
ん
は
「
赤
ち
ゃ
ん
は
ど
こ
で
診
て
も
ら
っ
て
も
、
生
ま
れ
る
時
に
な
っ
た

ら
自
然
に
生
ま
れ
て
く
る
も
の
だ
と
知
っ
て
い
る
。
ど
こ
で
産
ん
だ
っ
て
同
じ
よ
」

と
述
べ
た
。

◆
初
産
は
産
科
医
を
た
よ
り
、
第
二
子
以
降
は
M
助
産
婦
を
選
ん
だ
女
性
た
ち
の
事

　

例

　

そ
れ
は
S
⑮
さ
ん
と
S
⑰
さ
ん
で
あ
る
。

ー
S
⑮
さ
ん
ー

　

S
⑮
さ
ん
は
隣
村
か
ら
嫁
入
り
し
、
一
九
七
九
年
（
昭
和
五
四
年
）
に
総
合
病
院

で
初
産
を
迎
え
た
。
し
か
し
そ
の
時
、
陣
痛
が
ひ
ど
く
な
り
、
子
ど
も
が
生
ま
れ
そ

う
な
の
に
、
い
く
ら
訴
え
て
も
無
視
さ
れ
入
院
し
て
い
な
が
ら
心
細
い
思
い
を
し
た
。

　

一
九

八
一
年
の
第
二
子
の
時
に
は
、
初
産
の
病
院
で
の
心
細
さ
や
上
の
子
の
こ
と

を
思
い
、
姑
や
夫
の
強
い
勧
め
に
従
い
、
「
M
さ
ん
に
た
の
も
う
」
と
決
め
た
。
し

か

し
、
や
は
り
出
産
予
定
日
が
迫
っ
て
く
る
と
「
え
ら
い
こ
と
を
決
め
て
し
ま
っ

た
、
サ
ン
バ
さ
ん
な
ど
で
本
当
に
大
丈
夫
だ
ろ
う
か
」
と
不
安
で
た
ま
ら
な
か
っ
た
。

幸
い
第
二
子
は
順
調
に
生
ま
れ
、
上
の
子
に
も
淋
し
い
思
い
を
さ
せ
ず
に
済
ん
だ
し
、

費
用
も
前
回
の
半
分
（
一
九
七
九
年
の
病
院
出
産
：
十
三
万
円
、
一
九
八
一
年
の
自

宅
出
産
：
六
万
円
）
だ
っ
た
。

　
一
九
八
四
年
の
第
三
子
の
時
は
、
M
助
産
婦
に
た
の
む
と
、
夫
と
一
緒
に
お
産
さ

せ
て

も
ら
え
る
と
知
り
、
楽
し
み
に
し
て
い
た
が
、
姑
が
す
べ
て
の
世
話
を
し
、
母

親

に
気
を
使
っ
た
夫
は
部
屋
に
入
っ
て
来
な
か
っ
た
。
と
て
も
残
念
だ
っ
た
が
お
産

は

順
調
だ
っ
た
。

ー
S
⑰
さ
ん
ー

　
彼
女

は
上
須
戒
の
出
身
で
、
初
産
は
一
九
七
八
年
（
昭
和
五
三
年
）
。
設
備
の

整
っ
た
「
市
内
」
の
産
科
医
院
を
選
ん
だ
の
に
、
当
日
医
師
は
不
在
で
看
護
婦
の
誘

導
を
た
よ
り
に
産
ま
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
上
、
思
い
が
け
ず
会
陰
切
開
を
さ

れ
痛
く
て
び
っ
く
り
し
た
。

　

S
⑰
さ
ん
は
看
護
婦
養
成
の
高
校
に
入
学
（
そ
の
後
中
退
）
し
、
何
度
か
お
産
を

参
与
観
察
し
た
実
習
体
験
が
あ
っ
た
。
初
産
の
と
き
に
当
然
の
よ
う
に
会
陰
切
開
さ
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れ
、
「
あ
の
頃
は
あ
れ
く
ら
い
で
切
る
こ
と
は
な
か
っ
た
」
と
い
う
腹
立
た
し
さ
と

痛
み
、
さ
ら
に
自
分
が
お
産
し
て
み
て
「
ど
う
せ
生
ま
れ
る
時
は
ど
こ
で
産
ん
で
も

同
じ
だ
」
と
実
感
し
、
一
九
八
〇
年
の
第
二
子
の
時
は
M
助
産
婦
に
た
の
ん
だ
。
夫

と
一
緒
に
お
産
し
た
S
⑰
さ
ん
は
、
初
産
の
時
よ
り
と
て
も
充
実
感
が
あ
り
、
産
後

の

快
復
も
早
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
会
陰
切
開
も
な
か
っ
た
。

◆
産
科
医
に
す
べ
て
の
お
産
を
診
て
も
ら
っ
た
女
性
た
ち
の
事
例

　

そ
れ
は
S
⑨
、
S
⑪
、
S
⑬
、
S
⑭
、
S
⑱
、
S
⑲
、
の
皆
さ
ん
だ
。

　

S
⑪
さ
ん
と
S
⑬
さ
ん
は
隣
村
か
ら
の
嫁
入
り
組
で
、
他
は
上
須
戒
の
生
え
抜
き

の

女
性
た
ち
で
あ
る
。
地
元
の
生
え
抜
き
組
の
う
ち
、
S
⑨
さ
ん
は
逆
子
で
帝
王
切

開
出
産
、
S
⑲
さ
ん
は
勤
務
先
の
病
院
で
の
出
産
、
そ
し
て
S
⑪
さ
ん
と
S
⑱
さ
ん

の
夫
は
ム
コ
養
子
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
女
性
た
ち
の
内
、
S
⑨
さ
ん
は
助
産
婦
体
験
が
あ
っ
た
か
ら
、
お
産
を

無
闇
に
こ
わ
い
も
の
だ
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
他
の
女
性
た
ち
は
何
が
起
き

る
か
わ
か
ら
な
い
危
険
な
も
の
だ
と
考
え
、
設
備
の
整
っ
た
病
院
で
産
科
医
に
見
守

ら
れ
て
産
む
べ
き
だ
と
考
え
て
い
た
。
妊
娠
中
は
「
市
内
」
の
産
科
医
院
へ
定
期
健

診
に

も
通
っ
た
し
、
陣
痛
が
始
ま
る
と
、
夫
に
自
家
用
車
で
産
科
医
院
ま
で
つ
れ
て

行
っ
て
も
ら
っ
た
。

　
早
期
破
水
を
し
た
S
⑪
さ
ん
と
S
⑭
さ
ん
は
陣
痛
促
進
剤
を
点
滴
さ
れ
、
ま
た
、

S
⑬
さ
ん
は
二
度
も
会
陰
切
開
さ
れ
て
大
変
苦
し
い
お
産
を
し
た
。
そ
の
上
、
全
て

の

女
性
た
ち
は
陣
痛
が
始
ま
る
と
病
院
や
産
科
医
院
に
入
院
し
て
一
人
き
り
で
陣
痛

に
耐
え
、
誰
も
身
内
の
い
な
い
分
娩
室
の
中
で
孤
独
に
お
産
し
た
が
、
そ
れ
ら
に
つ

い
て

の

感
想
は
、
誰
も
が
「
現
代
の
お
産
と
は
そ
う
い
う
も
の
だ
と
思
っ
て
い
た
」

と
答
え
、
疑
問
に
思
っ
た
人
は
い
な
か
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
女
性
の
夫
た
ち
は
、
ほ
ぼ
全
員
、
「
お
産
は
妻
の
す
る
こ
と
だ
か
ら
、

病
院
選
定
な
ど
お
産
に
関
す
る
こ
と
は
す
べ
て
妻
に
任
せ
て
い
た
」
そ
う
だ
。

《
出
産
参
与
体
験
が
あ
っ
た
夫
た
ち
の
援
助
行
動
》

ー
S
⑪
さ
ん
の
夫
と
S
⑲
さ
ん
の
夫
の
援
助
行
動
ー

　
二
人

と
も
若
い
農
業
者
で
、
妻
の
初
産
に
出
会
っ
た
時
は
二
七
歳
と
二
九
歳
。
時

期
も
名
前
も
異
な
る
産
科
医
院
で
は
あ
っ
た
が
、
ほ
ぼ
同
一
の
体
験
を
し
て
い
た
。

　
陣
痛
が
始
ま
っ
た
の
で
、
妻
を
病
院
へ
つ
れ
て
行
き
、
入
院
手
続
き
を
し
て
、
病

室

に
荷
物
を
運
び
込
み
ほ
っ
と
一
息
つ
い
た
と
き
、
妻
が
ベ
ッ
ド
の
上
で
非
常
に
痛

そ
う
に
お
腹
を
押
さ
え
て
陣
痛
に
耐
え
て
い
た
。
彼
ら
は
自
分
の
母
親
が
お
産
し
た

時
、
父
親
が
母
の
腰
の
あ
た
り
を
一
生
懸
命
マ
ッ
サ
ー
ジ
し
て
い
る
の
を
見
た
こ
と

が
あ
っ
た
か
ら
、
何
と
か
妻
の
痛
み
を
和
ら
げ
て
や
り
た
く
て
、
父
母
の
お
産
の
参

与
体
験
を
思
い
出
し
な
が
ら
妻
の
背
中
や
腰
の
あ
た
り
を
、
一
生
懸
命
マ
ッ
サ
ー
ジ

し
て
い
た
。
す
る
と
少
し
し
て
入
っ
て
来
た
看
護
婦
は
血
相
を
変
え
て
「
男
が
な
ん

で

す
か
！
こ
ん
な
所
ま
で
入
っ
て
来
て
：
男
は
廊
下
に
出
て
下
さ
い
！
早
く
、
早

く
っ
1
」
と
、
大
声
で
非
難
し
、
追
い
払
わ
れ
た
。
そ
の
時
、
初
め
て
彼
ら
は
、
「
病

院
で
す
る
お
産
は
、
男
の
自
分
が
お
っ
た
ら
怒
ら
れ
る
と
知
っ
た
」
と
、
語
っ
て
く

れ
た
。

③
考
察

一　
「
夫
と
共
に
す
る
」
お
産
習
俗
の
存
在
と
必
然
性

（
一
）
上
須
戒
の
夫
婦
共
同
型
出
産
習
俗
事
例
に
お
け
る
民
俗
の
「
安
産
」
へ
の
視
線

　
上
須
戒
の
調
査
を
通
し
て
、
何
よ
り
も
驚
い
た
の
は
、
こ
の
山
里
に
住
む
男
性
た

ち
が
、
古
く
か
ら
お
産
に
深
く
関
わ
り
、
妻
と
共
に
お
産
し
て
い
た
と
い
う
事
実
の

存
在
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
調
査
し
た
離
島
で
は
ど
の
島
で
も
、
「
男
は
お
産
の
時
、
そ
ば
に
お

る
も
ん
じ
ゃ
な
い
。
男
が
お
る
と
お
産
が
難
し
く
な
る
」
と
、
昔
か
ら
強
く
云
い
伝

え
ら
れ
て
い
た
と
お
ば
あ
さ
ん
た
ち
か
ら
聞
か
さ
れ
て
い
た
。
筆
者
の
出
産
体
験
の

実
感
で
は
「
夫
は
お
産
の
と
き
、
傍
に
い
て
く
れ
た
方
が
よ
か
っ
た
」
と
痛
感
し
た

か

ら
、
離
島
で
の
出
産
観
は
と
て
も
疑
問
だ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
、
そ
の
「
日
本
社
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会
は

男
の
お
産
参
加
を
認
め
な
い
も
の
」
と
い
う
夫
拒
否
型
出
産
観
を
日
常
生
活
で

し
ば
し
ば
筆
者
も
聞
い
て
い
た
か
ら
、
そ
れ
は
日
本
文
化
に
お
い
て
は
仕
方
の
な
い

事
実
な
の
だ
と
思
い
込
み
、
男
性
が
出
産
に
参
加
す
る
こ
と
の
意
義
等
に
つ
い
て
の

思
考
を
停
止
さ
せ
て
い
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
の
山
里
に
初
め
て
足
を
踏
み
入
れ
た
日
に
、
一
九
〇
〇
年
生
ま
れ

の

M
③
さ
ん
か
ら
産
じ
い
さ
ん
が
い
た
話
や
「
じ
い
さ
ん
（
夫
）
が
（
自
分
を
）
抱

え
て
、
ど
の
子
も
産
ま
せ
て
く
れ
た
」
と
い
う
話
を
聞
か
さ
れ
、
M
③
さ
ん
の
お
産

体
験
は

こ
の
村
に
と
っ
て
「
当
た
り
前
の
お
産
」
な
の
だ
ろ
う
か
と
驚
い
た
。

　

当
時
、
い
や
約
二
十
年
経
っ
た
現
在
で
も
、
男
性
が
お
産
に
参
加
す
る
方
法
と
い

え
ば
、
最
近
西
欧
か
ら
伝
え
ら
れ
た
「
ラ
マ
ー
ズ
法
」
と
い
う
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
に

根
ざ
し
た
、
ま
っ
た
く
新
し
い
お
産
方
法
な
の
だ
と
い
う
の
が
、
私
を
含
め
た
多
く

の

日
本
人
の
一
般
的
な
出
産
環
境
認
識
で
あ
っ
た
と
思
う
。

　
そ

の

後
、
ひ
た
す
ら
こ
の
村
の
お
産
の
心
を
訪
ね
歩
い
た
結
果
、
M
③
さ
ん
た
ち

の

し
た
お
産
方
法
は
、
上
須
戒
で
は
昔
か
ら
多
く
の
村
人
が
体
験
し
た
「
当
た
り
前

の
お

産
」
習
俗
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
す
は
ら
　
　
　
　
　
に
し
と
さ

　
ま
た
、
こ
の
地
域
で
の
調
査
と
並
行
し
て
、
高
知
県
梼
原
町
や
旧
西
土
佐
村
（
現

し
ま
ん
と

四

万
十
市
）
な
ど
の
山
里
に
も
足
を
運
び
、
山
里
に
お
け
る
お
産
体
験
を
聞
き
、
現

在
は
見
ら
れ
な
い
が
過
去
に
は
、
こ
れ
ら
の
山
里
で
も
夫
や
近
隣
の
男
性
な
ど
が
積

極
的
に
お
産
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
、
見
聞
し
た
女
性
が
た
く
さ
ん
い
た
こ
と
が

わ
か
っ
て
き
た
。

　

そ
の
上
、
上
須
戒
や
こ
れ
ら
の
山
里
を
訪
ね
歩
い
て
、
お
産
習
俗
の
内
包
す
る

「安
産
」
に
つ
い
て
の
村
落
共
同
体
の
、
次
世
代
員
に
対
す
る
民
俗
の
深
い
視
線
に

も
気
付
い
た
。

　
そ

れ

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
山
里
で
の
出
産
習
俗
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
形
や
生
業
、
あ

る
い
は
そ
こ
か
ら
派
生
す
る
人
々
の
暮
ら
し
方
の
違
い
に
沿
っ
て
、
明
ら
か
に
多
様

で

あ
り
、
産
婦
や
そ
の
夫
の
暮
ら
し
に
関
わ
る
「
安
産
」
へ
の
様
々
な
要
素
を
組
み

込
ん

で

い

た
。
つ
ま
り
、
夫
な
ど
家
族
全
員
の
危
険
回
避
か
ら
得
ら
れ
る
産
婦
の

「
ト
ー
タ
ル
な
安
産
」
を
目
指
し
、
ほ
ん
の
少
し
離
れ
た
地
域
間
で
さ
え
大
き
く
異

な
る
習
俗
が
根
付
き
、
人
々
の
暮
ら
し
に
密
着
し
て
出
産
習
俗
は
「
変
幻
自
在
に
生

き
て
」
い
た
こ
と
で
あ
る
。

　

山
里
と
い
っ
て
も
、
上
須
戒
や
旧
西
土
佐
村
の
大
部
分
の
地
域
な
ど
の
よ
う
に
、

夫
た
ち
が
主
に
畑
作
（
小
規
模
に
は
水
田
耕
作
も
行
わ
れ
て
い
る
が
）
や
雑
木
の
売

買
な
ど
あ
ま
り
危
険
で
は
な
い
生
業
に
従
事
し
、
出
産
に
は
す
ぐ
に
帰
宅
し
て
援
助

す
る
こ
と
が
可
能
で
、
そ
の
上
、
近
隣
と
の
間
が
通
常
、
山
や
谷
に
阻
ま
れ
て
手
厚

い

相
互
協
力
が
難
し
い
地
域
で
は
、
本
論
文
で
述
べ
た
よ
う
に
夫
に
積
極
的
に
出
産

参
加
さ
せ
子
ど
も
や
家
族
も
全
員
で
援
助
す
る
出
産
習
俗
が
根
付
い
て
い
た
。

　
一
方
、
旧
西
土
佐
村
の
藤
の
川
地
区
な
ど
の
よ
う
に
、
夫
た
ち
が
山
奥
に
合
宿
し

て

国
有
林
の
伐
採
な
ど
、
危
険
な
仕
事
に
従
事
し
、
出
産
で
あ
っ
て
も
援
助
の
た
め

に
す
ぐ
帰
宅
す
る
こ
と
が
難
し
く
、
さ
ら
に
山
深
い
里
で
は
あ
っ
て
も
、
比
較
的
地

形
が
平
坦
で
人
家
が
集
落
と
し
て
ま
と
ま
っ
て
い
る
地
域
で
は
、
離
島
と
同
じ
よ
う

に
、
「
男
が
お
産
の
場
に
い
る
べ
き
で
は
な
い
」
と
、
夫
の
お
産
参
加
を
退
け
、
隣

近
所
の
女
性
相
互
の
援
助
を
当
然
と
す
る
習
俗
が
存
在
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、
旧
西

土
佐
村
内
で
も
、
夫
の
生
業
や
地
形
的
居
住
状
況
の
違
い
に
よ
っ
て
、
夫
の
お
産
参

加
に
対
す
る
考
え
方
は
正
反
対
の
習
俗
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
ま
ず
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
上
須
戒
で
の
出
産
習
俗
の
時
系
列
的
民
俗

史
を
も
と
に
、
こ
の
村
で
行
わ
れ
て
い
た
「
夫
婦
共
同
型
」
出
産
習
俗
は
何
を
目
指

し
、
ど
の
よ
う
な
儀
礼
を
伴
っ
て
行
わ
れ
た
の
か
な
ど
を
、
地
域
特
性
の
面
か
ら
考

察
し
た
い
。

（
二
）
山
里
に
お
け
る
暮
ら
し
の
特
性
と
出
産
習
俗
の
必
然
性

　
上
須
戒
で

は
中
心
部
以
外
、
家
と
家
の
間
が
遠
い
。
し
か
も
山
坂
を
登
り
降
り
し

て

の
往
来
だ
か
ら
「
い
ざ
陣
痛
だ
」
「
そ
れ
お
産
だ
」
と
言
っ
て
も
、
お
産
の
援
助

者

（
こ
の
場
合
お
産
専
門
の
援
助
者
等
）
を
呼
び
に
行
っ
て
も
す
ぐ
に
間
に
合
わ
な

い
場
合
が
多
い
。
し
か
も
、
お
産
は
陣
痛
が
始
ま
る
と
待
っ
た
な
し
の
こ
と
も
多
い
。
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も
し
、
そ
の
地
域
に
夫
や
男
性
の
出
産
参
加
に
対
す
る
特
別
強
い
禁
忌
観
が
な
け

れ

ば
、
家
族
の
中
で
加
勢
可
能
で
、
し
か
も
産
婦
と
強
い
信
頼
関
係
を
も
ち
物
事
に

対
す
る
判
断
力
や
執
行
能
力
を
備
え
た
男
性
（
夫
、
舅
な
ど
）
た
ち
が
、
何
と
か
手

助

け
し
て
、
無
事
に
お
産
を
済
ま
せ
、
無
事
な
誕
生
を
迎
え
て
や
り
た
い
と
、
加
勢

に

乗
り
出
す
の
は
自
然
な
感
情
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
子
ど
も
さ
え
も
加
勢

可
能
な
範
囲
で
あ
て
に
し
メ
ン
バ
ー
に
加
え
る
こ
と
も
当
然
で
あ
っ
た
ろ
う
（
も
ち

ろ
ん
、
そ
れ
に
は
日
本
の
民
俗
社
会
で
の
血
を
み
る
こ
と
に
対
す
る
神
へ
の
畏
れ
と

の
整
合
性

と
い
う
点
で
制
約
も
あ
る
が
、
そ
れ
ら
に
対
し
て
村
人
が
ど
の
よ
う
に
考

え
対
処
し
た
か
に
つ
い
て
は
後
で
述
べ
る
）
。

　

t
O
氏
が
言
っ
た
よ
う
に
「
女
で
は
お
産
の
時
が
一
番
大
切
な
の
だ
か
ら
、
男
が

そ
ば
に
い
て
や
る
の
が
当
た
り
前
で
し
ょ
う
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
一
九
八
六
年
に
高
知
県
梼
原
町
と
い
う
山
里
で
お
産
の
話
を
聞
い
た
時
に
も
、
前

述

し
た
よ
う
に
、
ほ
ん
の
二
十
年
ほ
ど
前
ま
で
は
、
妻
た
ち
が
夫
に
抱
え
ら
れ
て
お

産
す
る
場
合
が
あ
っ
た
こ
と
、
そ
の
方
法
は
「
間
に
合
わ
な
か
っ
た
時
の
為
に
」
開

業
の
助
産
婦
が
伝
授
し
た
な
ど
の
い
き
さ
つ
が
語
ら
れ
た
。

　
そ
れ
ら
は
し
ば
し
ば
、
緊
急
避
難
的
な
「
山
村
だ
か
ら
、
サ
ン
バ
が
間
に
合
わ
な

か

っ

た
時
に
」
と
い
う
文
脈
で
語
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
か
ら
は
こ
れ
ら
の
地
域
で

は
、
出
産
へ
の
男
性
の
介
在
に
対
す
る
強
い
拒
否
感
が
な
か
っ
た
か
、
あ
る
い
は
容

認
す
る
出
産
観
が
あ
っ
た
と
み
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
は

元
来
、
出
産
に
は
夫
や
男
性
の
参
加
が
当
然
視
さ
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
そ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、
正
式
の
産
婆
養
成
教
育
を
受
け
、
旧
西
土
佐
村
で

産
婆
第
一
号
と
な
っ
た
一
九
〇
八
年
生
ま
れ
の
H
さ
ん
が
産
婆
を
目
指
し
た
理
由

は
、
女
学
校
教
育
を
終
え
て
、
隣
村
か
ら
旧
西
土
佐
村
の
名
家
に
嫁
入
り
し
た
数
日

後

に
、
婚
家
と
隣
接
す
る
縁
者
の
家
の
年
長
男
性
か
ら
、
「
わ
し
が
（
出
産
時
に
は
）

い

つ
で

も
（
赤
ち
ゃ
ん
を
）
と
り
あ
げ
て
や
る
か
ら
。
わ
し
が
と
り
あ
げ
た
人
間
は

誰
も
皆
安
産
し
て
い
る
か
ら
安
心
せ
い
」
と
告
げ
ら
れ
、
何
の
専
門
教
育
も
受
け
て

い

な
い
そ
の
男
性
が
お
産
援
助
を
当
然
の
よ
う
に
申
し
出
た
こ
と
に
大
変
な
不
安
感

を
抱
い
た
こ
と
や
、
節
く
れ
立
っ
た
手
に
汚
い
爪
を
も
つ
こ
と
に
も
ぞ
っ
と
し
て
、

「
こ
ん
な
人
に
看
て
も
ら
う
な
ら
、
お
産
は
絶
対
に
し
な
い
」
と
決
心
し
、
夫
に
近

隣
で
の
助
け
合
い
に
よ
る
い
わ
ば
民
俗
的
な
お
産
の
や
り
方
を
拒
否
す
る
と
告
げ
て

い
る
。

　

H
さ
ん
は
幼
い
頃
に
母
親
を
な
く
し
、
優
し
い
父
と
養
母
に
よ
っ
て
大
切
に
育
て

ら
れ
、
当
時
の
村
の
若
い
娘
と
し
て
は
最
高
の
女
学
校
教
育
を
受
け
さ
せ
て
も
ら
っ

た
女
性
で
あ
る
。
ま
た
、
夫
も
学
究
的
な
人
で
、
H
さ
ん
の
希
望
を
快
諾
し
、
第
一

子
の
妊
娠
出
産
時
に
は
、
実
家
近
く
の
内
科
医
に
出
産
介
助
を
依
頼
し
て
、
妻
の
不

安
を
解
消
し
、
さ
ら
に
そ
の
後
、
H
さ
ん
の
「
自
分
が
教
育
を
受
け
て
、
こ
の
村
の

産
婆
に
な
り
、
出
産
援
助
の
専
門
家
と
し
て
村
の
女
性
た
ち
の
出
産
を
援
助
し
た

い
」
と
い
う
希
望
の
実
現
に
も
全
面
協
力
し
た
人
で
あ
る
。

　
以
上
の
事
例
か

ら
、
お
産
に
つ
い
て
現
在
、
明
ら
か
に
「
正
統
な
日
本
文
化
」
と

思

い

込
ま
れ
て
い
る
夫
拒
否
型
出
産
習
俗
は
、
日
本
の
民
俗
に
お
け
る
ほ
ん
の
一
例

に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　
現
代
の

日
本
人
の
多
く
が
、
病
産
院
が
夫
の
出
産
参
加
を
、
希
望
者
に
さ
え
も
一

律
拒
否
す
る
あ
り
方
を
、
「
日
本
文
化
だ
か
ら
仕
方
が
な
い
」
と
み
な
し
、
「
お
産
と

は
血
を
流
す
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
行
う
女
性
は
不
浄
な
存
在
で
あ
る
。
そ
ん
な
ケ

ガ

レ
た
状
態
の
女
性
の
そ
ば
に
男
性
が
い
る
も
の
で
は
な
い
し
、
女
性
も
ま
た
そ
ん

な
姿
を
男
性
に
さ
ら
す
べ
き
で
は
な
い
」
と
い
う
、
男
性
忌
避
型
出
産
観
を
「
正
統

派
日
本
出
産
文
化
観
」
と
し
た
理
由
は
、
産
科
医
や
病
院
の
側
に
は
異
な
る
理
由
が

あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
私
た
ち
、
産
む
側
に
お
い
て
は
「
た
だ
単
に
思
い
込
み
に

よ
る
自
己
規
制
」
だ
け
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
。

（
三
）
出
産
習
俗
に
お
け
る
血
の
ケ
ガ
レ
の
位
置
づ
け

（
三
）
ー
一
　
村
人
の
誰
も
が
当
然
視
し
た
夫
婦
で
産
む
出
産
習
俗

　
上
須
戒
で
は
お
産
の
場
に
、
敬
慶
な
仏
教
徒
の
m
O
氏
や
そ
の
実
母
、

◎
氏
も
参
加
を
当
然
視
し
て
積
極
的
に
参
加
し
て
い
た
。

さ
ら
に
m

546



吉村典子［四国山地’上須戒の出産民俗史］

　

ま
た
、
m
θ
氏
の
妻
の
M
⑤
さ
ん
や
、
神
社
を
あ
ず
か
る
属
神
主
の
妻
の
M
④
さ

ん

の

家
で
は
、
家
内
の
女
性
た
ち
は
生
理
時
や
産
褥
期
に
、
厳
格
な
別
火
の
生
活
を

し
て
い
る
が
、
「
男
が
そ
ば
に
い
な
い
と
生
ま
れ
に
く
い
か
ら
」
と
、
m
O
氏
や
M

④
さ
ん
の
夫
は
わ
ざ
わ
ざ
帰
宅
し
て
、
お
産
時
に
妻
の
そ
ば
に
付
き
添
っ
て
い
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
村
で
も
や
は
り
、
日
本
人
が
一
般
に
前
代
の
出
産
観
と
し
て
聞
か

さ
れ
る
「
お
産
は
不
浄
で
あ
り
、
産
婦
に
は
血
の
ケ
ガ
レ
が
あ
る
」
と
い
う
ケ
ガ
レ

観

を
女
性
た
ち
は
口
に
す
る
（
た
だ
し
、
M
⑤
さ
ん
は
「
お
産
の
ケ
ガ
レ
は
ク
ロ
フ

ジ
ョ
ウ
ー
死
の
ケ
ガ
レ
ー
ほ
ど
じ
ゃ
な
い
」
と
言
う
）
。

　
以
前
に
調
査
し
て
、
そ
の
出
産
習
俗
に
つ
い
て
す
で
に
報
告
済
み
の
夫
拒
否
型
出

産
習
俗
を
も
つ
離
島
〔
吉
村
二
九
八
五
　
吉
村
一
一
九
九
二
〕
で
も
同
じ
よ
う
な
ケ

ガ

レ
観
が
聞
か
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
血
を
み
る
こ
と
を
特
別
視
す
る
こ
と
は
日
本

文
化
の
も
と
で
は
普
遍
的
で
あ
る
と
み
な
さ
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

　
そ

れ

で

は
、
そ
の
「
血
を
流
す
こ
と
」
あ
る
い
は
「
血
を
流
す
女
性
」
に
対
す
る

ケ
ガ
レ
観
と
夫
の
積
極
的
お
産
参
加
習
俗
と
を
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
け
て
考
え
た
ら

い

い

の
だ

ろ
う
か
。

　

こ
れ
ま
で
女
性
と
ケ
ガ
レ
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
「
血
を
流

す
身
体
を
も
つ
女
性
と
い
う
存
在
」
そ
の
も
の
が
ケ
ガ
レ
て
い
る
か
の
ご
と
く
語
ら

れ
て

い

た
。
し
た
が
っ
て
そ
の
ケ
ガ
レ
観
を
正
統
と
み
る
と
、
こ
の
上
須
戒
で
敬
慶

な
仏
教
徒
の
m
O
氏
が
「
血
で
ケ
ガ
レ
て
い
る
妻
」
と
共
に
お
産
し
た
り
、
属
神
主

の

M
④
さ
ん
の
夫
が
、
や
は
り
「
血
で
ケ
ガ
レ
る
は
ず
の
妻
」
の
傍
で
お
産
を
見
守
っ

た
り
す
る
こ
と
は
論
理
的
に
矛
盾
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
ケ
ガ
レ
に
関
し
て
は

も
っ
と
異
な
っ
た
見
方
で
考
え
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
よ
う
だ
。

（
三
）
ー
二
　
男
た
ち
が
ケ
ガ
レ
を
畏
れ
て
出
産
を
忌
避
す
る
離
島
の
産
婦
の
社
会

　
　
　
　
　

的
位
置
付
け

　
さ
て
、
出
産
に
よ
っ
て
血
の
ケ
ガ
レ
を
も
っ
た
産
婦
は
、
習
俗
の
中
で
ど
の
よ
う

に
扱
わ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
お
し
ま

　

こ
れ
ま
で
に
調
査
し
た
離
島
に
お
い
て
は
、
た
と
え
ば
魚
島
の
サ
ン
ヤ
習
俗
〔
吉

　
　
　
　
　
　
　
い
ぶ
き
じ
ま

村
　
一
九
八
五
〕
や
伊
吹
島
の
デ
ー
ビ
ヤ
習
俗
〔
吉
村
二
九
九
二
〕
で
は
、
決
し
て

産
婦
が
ケ
ガ
レ
た
存
在
と
し
て
差
別
的
扱
い
を
受
け
て
い
る
と
は
思
え
な
か
っ
た
。

む
し
ろ
、
出
産
直
後
の
女
性
た
ち
が
、
麦
秋
な
ど
の
多
忙
な
時
期
で
あ
っ
て
も
、
上

の
子

ど
も
た
ち
の
世
話
を
姑
等
に
任
せ
て
、
家
族
と
は
別
の
場
所
や
建
物
の
中
に
隔

離
さ
れ
て
、
産
後
の
疲
れ
を
十
分
に
と
り
、
誕
生
し
た
新
生
児
と
母
子
相
互
の
愛
を

育
み
、
疲
労
に
満
ち
て
お
産
を
終
え
た
そ
の
後
を
、
母
体
の
健
康
回
復
に
向
か
っ
て

十
分
に
乗
り
切
る
た
め
の
深
い
愛
情
に
満
ち
た
期
間
と
な
っ
て
い
た
。

　

ま
た
、
特
に
デ
ー
ビ
ア
（
出
部
屋
）
習
俗
に
お
い
て
は
同
時
期
に
出
産
し
た
島
内

の
若
妻
た
ち
が
、
デ
ー
ビ
ア
で
寝
食
を
共
に
し
な
が
ら
程
よ
い
関
係
を
保
ち
、
育
児

の
経
験
談
や
家
庭
生
活
の
悩
み
等
を
語
り
合
い
、
一
生
付
き
合
え
る
「
デ
ー
ビ
ア
友

達
」
を
得
た
（
「
出
産
前
後
の
環
境
」
）
大
変
貴
重
な
時
間
で
も
あ
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
娘
宿
習
俗
に
お
い
て
も
、
親
を
含
め
た
村
落
全
体
か
ら
数
え
年
十
四
歳

と
な
っ
た
娘
た
ち
に
注
が
れ
る
一
人
前
の
成
熟
し
た
娘
へ
の
信
頼
を
も
と
に
し
た
扱

い

は
、
自
由
意
思
で
の
集
団
作
り
（
野
忽
那
島
）
や
、
そ
の
時
期
の
大
ら
か
で
、
し

か

し
誠
実
な
男
女
交
際
観
、
若
者
自
身
の
婚
姻
相
手
選
び
の
容
認
（
ほ
ぼ
全
地
域
）

等
、
村
落
社
会
は
次
代
の
村
人
と
し
て
の
若
い
二
人
の
意
思
の
尊
重
（
嫁
盗
み
習
俗

－
伊
吹
島
）
と
、
親
の
基
本
的
不
干
渉
を
定
め
て
い
た
。
決
し
て
若
い
女
性
た
ち
に
、

カ
ガ
レ
た
卑
小
な
存
在
と
し
て
の
取
り
扱
い
や
、
受
動
的
で
あ
れ
と
扱
っ
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
夫
が
出
産
に
参
加
し
な
い
地
域
で
あ
っ
て
も
、
「
血
の
ケ

ガ

レ
」
を
被
っ
た
若
い
女
性
た
ち
は
、
村
落
共
同
体
の
次
世
代
要
員
と
し
て
男
性
同

様
十
分
大
切
に
育
ま
れ
、
「
ケ
ガ
レ
祓
い
」
の
習
俗
に
よ
っ
て
ト
ー
タ
ル
な
「
安
産
」

が
守
ら
れ
て
い
た
。

（三
）
1
三
　
波
平
氏
の
「
ケ
ガ
レ
」
論
（
「
ケ
ガ
レ
」
）

　
波
平
氏

は
ケ
ガ
レ
を
「
ハ
レ
、
ケ
、
ケ
ガ
レ
が
ど
の
よ
う
な
関
係
で
現
れ
る
か
に

つ
い
て

ケ
ガ
レ
ー
－
不
浄
と
み
な
し
て
」
、
「
ケ
ガ
レ
を
日
本
の
民
間
信
仰
体
系
の
分
析
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枠
と
し
て
用
い
」
、
「
ケ
ガ
レ
祓
い
の
儀
礼
が
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
て
い
く
か
を
分
析

す
る
こ
と
」
で
ケ
ガ
レ
が
解
釈
さ
れ
る
と
提
案
し
て
い
る
。

　
つ

ま
り
、
出
産
は
出
血
を
伴
う
大
変
危
険
な
で
き
ご
と
で
、
絶
え
間
の
な
い
変
化

の

渦
中
に
あ
る
身
体
と
、
生
と
死
の
中
途
半
端
な
時
期
で
あ
り
、
そ
れ
は
魔
に
付
け

込

ま
れ
や
す
く
、
無
事
に
通
過
出
来
る
か
ど
う
か
の
非
常
に
危
険
な
時
で
あ
る
。
そ

こ
で
、
そ
の
危
険
が
家
族
や
村
落
共
同
体
に
ま
で
ふ
り
か
か
る
こ
と
を
避
け
る
た
め

に
、
ケ
ガ
レ
の
か
か
っ
た
産
婦
や
誕
生
し
た
子
、
あ
る
い
は
出
産
に
関
わ
っ
た
夫
た

ち
は
自
身
を
、
そ
れ
ぞ
れ
一
定
期
間
家
族
と
は
別
家
で
、
別
火
で
調
理
し
て
忌
み
籠

り
し
て
暮
し
、
ケ
ガ
レ
を
祓
う
儀
礼
を
行
い
、
ケ
ガ
レ
が
よ
り
薄
い
段
階
に
移
行
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
通
常
生
活
へ
の
復
帰
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

　
波
平
氏
の
「
ケ
ガ
レ
」
論
は
筆
者
の
調
査
し
た
、
上
須
戒
や
そ
の
他
の
地
域
で
の

出
産
習
俗
上
の
、
産
婦
や
そ
の
夫
の
出
産
体
験
に
お
け
る
「
ケ
ガ
レ
」
や
「
ケ
ガ
レ

祓
い
」
の
あ
り
方
を
考
え
る
上
で
大
変
分
か
り
や
す
く
有
用
で
あ
る
。

　

つ

ま
り
、
出
産
は
産
婦
に
と
っ
て
血
の
ケ
ガ
レ
の
つ
き
ま
と
う
身
体
現
象
で
あ

り
、
ま
た
、
出
産
参
加
は
夫
に
と
っ
て
血
の
ケ
ガ
レ
を
伴
う
出
産
へ
の
参
加
に
よ
っ

て

「
ケ
ガ
レ
」
た
身
体
と
な
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
共
に
、
危
険
な
状
態
に
あ
る
。

し
か
し
、
出
産
習
俗
の
中
に
産
婦
や
そ
の
夫
が
被
っ
た
出
産
に
お
け
る
「
血
の
ケ
ガ

レ
」
を
祓
う
儀
礼
体
系
が
存
在
し
、
そ
の
儀
礼
を
経
過
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
産
婦

や
そ

の
夫
が
村
落
共
同
体
に
危
険
を
及
ぼ
さ
な
い
で
復
帰
で
き
る
な
ら
ば
、
夫
婦
共

同
型
出
産
習
俗
は
日
本
の
民
間
信
仰
体
系
の
中
で
十
分
説
明
さ
れ
う
る
習
俗
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

（
三
）
ー
四
　
調
査
対
象
地
域
の
出
産
習
俗
に
お
け
る
ケ
ガ
レ
祓
い
儀
礼

《
そ
の
一
》
：
産
婦
自
身
の
ケ
ガ
レ
祓
い
事
例

　
産
婦
た
ち
は
サ
ン
ヤ
（
魚
島
）
、
コ
ヤ
（
若
狭
　
色
浜
）
、
デ
ー
ビ
ア
（
伊
吹
）
、

母
屋
の
土

間
（
上
須
戒
）
、
ウ
ブ
ヤ
（
京
都
府
三
和
町
）
な
ど
の
別
家
で
、
産
後
、

坐
り
続
け
、
あ
る
い
は
、
別
火
で
調
理
し
た
食
べ
物
を
食
べ
て
忌
み
籠
り
し
て
ケ
ガ

レ
を
祓
い
、
海
の
水
に
浸
か
る
（
魚
島
、
伊
吹
島
）
あ
る
い
は
、
他
家
で
終
い
風
呂

を
も
ら
っ
て
湯
浴
み
す
る
（
上
須
戒
）
あ
る
い
は
、
新
し
く
生
ま
れ
た
わ
が
子
を
実

家
へ
見
せ
に
行
っ
て
帰
る
（
上
須
戒
）
等
の
最
終
的
な
ケ
ガ
レ
祓
い
の
儀
礼
を
行
っ

て

通
常
の
生
活
や
労
働
に
復
帰
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、
産
婦
た
ち
の
「
血
の
ケ
ガ
レ
」

を
祓
う
儀
礼
は
、
確
か
に
出
産
習
俗
の
中
に
体
系
化
さ
れ
て
い
た
。
た
だ
し
、
そ
の

体
験
者
も
ほ
と
ん
ど
他
界
さ
れ
、
再
度
聞
か
せ
て
も
ら
う
こ
と
が
困
難
な
の
は
本
当

に
残
念
だ
。
何
と
か
日
本
各
地
の
状
況
を
研
究
者
同
士
が
持
ち
寄
っ
て
結
集
で
き
た

ら
、
も
う
少
し
そ
の
頃
の
デ
ー
タ
を
整
備
で
き
る
の
に
と
思
う
。

《
そ
の
二
》
：
出
産
に
参
加
し
た
夫
た
ち
の
ケ
ガ
レ
祓
い
事
例

◆
上
須
戒

　
第
二
次
大
戦
終
了
前
に
習
俗
と
し
て
夫
婦
共
同
型
坐
産
に
参
加
し
た
夫
た
ち
は
、

筆
者
が
聞
き
取
り
調
査
を
さ
せ
て
も
ら
い
始
め
た
時
点
で
、
す
で
に
高
齢
で
、
し
か

も
そ
の
後
、
出
産
習
俗
の
あ
り
方
の
詳
細
を
う
か
が
い
、
よ
う
や
く
習
俗
と
「
血
の

ケ
ガ
レ
」
と
の
関
係
を
考
察
し
始
め
た
頃
に
は
、
夫
婦
共
同
型
坐
産
を
し
た
方
々
は

ほ
と
ん
ど
他
界
さ
れ
、
本
当
に
少
数
に
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
そ
の
方
々
も
高
齢
に

な
ら
れ
て
自
身
の
し
た
出
産
に
お
け
る
具
体
的
な
夫
の
役
割
や
儀
礼
を
ほ
と
ん
ど
忘

れ
て

し
ま
っ
て
お
ら
れ
た
り
、
二
〇
〇
六
年
の
再
訪
時
に
は
高
齢
に
な
り
、
現
代
の

出
産
観
と
混
同
し
て
し
ま
わ
れ
て
い
た
り
し
て
、
具
体
的
な
「
ケ
ガ
レ
祓
い
」
の
儀

礼
の

あ
り
方
を
聞
き
取
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
も
う
少
し
、
早
く
こ
の
習
俗
の

意
味
づ
け
を
考
察
し
始
め
て
い
た
ら
と
思
う
と
本
当
に
残
念
だ
。

◆
京
都
府
三
和
町
大
原
（
三
和
町
大
原
神
社
域
）

　
天
地
根
元
作
り
の
ウ
ブ
ヤ
に
籠
っ
た
、
京
都
府
三
和
町
の
大
原
神
社
域
に
住
む
人

た
ち
の
、
第
二
次
大
戦
中
か
ら
戦
後
に
か
け
て
の
、
産
婦
の
夫
た
ち
の
ケ
ガ
レ
祓
い

儀
礼

（
こ
の
聞
き
取
り
調
査
は
、
一
九
九
七
年
七
月
と
十
月
に
合
計
約
四
時
間
、
当

時
三
和
町
教
育
委
員
会
に
勤
務
さ
れ
て
い
た
西
村
正
芳
さ
ん
と
大
原
神
社
の
林
秀

俊
宮

司
の
ご
尽
力
に
よ
っ
て
実
現
し
た
も
の
で
、
大
原
神
社
の
ウ
ブ
ヤ
に
籠
っ
た

一
九

二
〇

年
～
一
九
二
一
年
生
ま
れ
の
小
林
さ
ん
、
片
山
m
さ
ん
、
片
山
t
さ
ん
の
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三
人

の

女
性
た
ち
か
ら
聞
か
せ
て
も
ら
っ
た
体
験
談
を
総
合
し
た
も
の
で
あ
り
、
ウ

ブ
ヤ

に
籠
っ
た
男
性
た
ち
の
体
験
談
で
は
な
い
）
。

　

ウ
ブ
ヤ
は
大
原
神
社
を
囲
む
川
の
向
こ
う
側
に
建
て
ら
れ
て
お
り
、
神
社
域
に
住

む
人
々
が
お
産
を
す
る
場
合
、
陣
痛
が
始
ま
っ
た
妊
婦
が
お
産
す
る
た
め
に
ウ
ブ
ヤ

に
入
る
場
合
と
、
自
宅
で
産
ん
だ
後
、
産
婦
が
ウ
ブ
ヤ
で
泊
ま
る
た
め
に
行
く
場
合

と
が
あ
っ
た
。
出
産
後
に
入
る
場
合
は
、
産
婦
は
後
産
を
も
ち
、
夫
は
鍬
を
持
っ
て

行
っ
た
。
後
産
は
入
り
口
か
ら
一
番
奥
の
と
こ
ろ
を
鍬
で
掘
っ
て
埋
め
、
四
、
五
個

の

大
き
な
石
を
重
石
に
置
い
た
。

　

ウ
ブ
ヤ
に
は
「
バ
ン
ゲ
に
な
っ
て
（
日
が
沈
ん
で
）
か
ら
、
十
二
段
の
段
梯
子
を

川
に
架
け
て
渡
し
、
そ
の
上
に
板
を
敷
い
て
作
っ
た
自
家
製
の
橋
を
渡
っ
て
神
社
域

か

ら
出
て
、
ウ
ブ
ヤ
に
「
ス
ワ
リ
ニ
イ
ッ
タ
」
。
ウ
ブ
ヤ
は
「
笹
が
ザ
ー
と
生
え
て

蛇

の
巣
の

よ
う
な
と
こ
ろ
に
」
あ
り
、
実
際
に
ウ
ブ
ヤ
の
中
に
は
蛇
が
主
と
し
て
住

ん

で

い

た
と
い
う
。
女
性
た
ち
は
ウ
ブ
ヤ
の
「
ぐ
る
り
（
の
笹
）
を
刈
っ
て
、
そ
の

周
囲
を
き
れ
い
に
し
て
い
た
」
。
屋
根
替
え
は
十
五
年
お
き
く
ら
い
だ
っ
た
。

　

出
産
の
際
は
、
ウ
ブ
ヤ
の
中
に
は
藁
十
二
束
を
敷
き
、
そ
の
上
に
皿
に
入
れ
て
持

参

し
た
塩
を
振
り
、
中
を
清
め
た
後
、
莚
を
敷
き
不
要
に
な
っ
た
蒲
団
側
（
布
）
の

洗
っ
た
も
の
や
、
サ
ン
ダ
紙
（
蚕
を
飼
う
と
き
に
使
う
敷
き
紙
）
を
敷
い
た
上
で
お

産
し
た
。

　

ウ
ブ
ヤ
の
中
で
戦
中
戦
後
、
多
く
の
女
性
が
夫
と
共
に
お
産
し
、
片
山
m
さ
ん
も

片
山
t
さ
ん
も
「
お
父
さ
ん
（
夫
）
が
手
を
上
に
握
っ
て
く
れ
て
お
産
し
た
」
と
語
っ

て

く
れ
た
か
ら
、
仰
臥
位
産
で
、
夫
は
枕
元
か
ら
産
婦
の
手
を
握
っ
た
も
の
と
思
わ

れ

る
。
赤
ん
坊
が
生
ま
れ
る
と
、
自
宅
か
ら
湯
を
運
ん
で
沐
浴
を
さ
せ
た
。
現
在
、

ウ
ブ
ヤ
に
は
内
部
の
屋
根
の
中
央
部
分
か
ら
力
綱
ら
し
き
も
の
が
垂
れ
下
が
っ
て
い

る
か
ら
、
坐
産
の
頃
に
は
力
綱
に
寄
り
か
か
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
入
り
口
に
は

魔

よ
け
の
鎌
が
吊
り
下
げ
ら
れ
て
い
た
。

　

ウ
ブ
ヤ
に
は
産
婦
と
赤
ん
坊
以
外
誰
が
一
緒
に
泊
ま
っ
て
も
構
わ
な
か
っ
た
そ
う

で
、
三
人
の
女
性
た
ち
も
そ
れ
ぞ
れ
、
姑
と
夫
と
の
二
人
、
と
で
あ
っ
た
り
、
夫
だ

け
、
ま
た
は
、
実
母
と
一
緒
に
な
ど
と
、
ま
ち
ま
ち
で
、
ま
た
、
お
産
の
都
度
、
誰

と
泊
ま
る
か
は
そ
の
時
々
で
異
な
っ
て
い
た
。

　

ウ
ブ
ヤ
へ
泊
ま
り
に
行
く
こ
と
を
「
ス
ワ
リ
ニ
イ
ク
」
と
表
現
し
て
お
ら
れ
る
か

ら
、
昔
は
産
後
、
産
婦
は
藁
の
上
で
坐
り
続
け
て
ケ
ガ
レ
を
祓
っ
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
一
九
四
八
年
ま
で
こ
の
ウ
ブ
ヤ
は
実
際
に
使
わ
れ
て
い
た
。

　

ウ
ブ
ヤ
に
籠
る
こ
と
を
三
人
の
女
性
た
ち
は
「
昔
か
ら
の
し
き
た
り
や
か
ら
当
た

り
前
」
、
あ
る
い
は
「
怖
い
怖
い
親
の
目
の
届
か
な
い
と
こ
ろ
で
（
夫
と
）
二
人
で

気
楽
に
ゆ
っ
く
り
で
き
る
」
、
「
静
か
だ
し
、
落
ち
着
い
て
休
め
て
神
さ
ん
が
身
体
を

キ
ヨ
メ
テ
く
れ
る
」
と
、
楽
し
い
も
の
と
し
て
記
憶
し
て
お
ら
れ
た
。

　
小
林

さ
ん
の
姑
は
ウ
ブ
ヤ
習
俗
の
目
指
す
と
こ
ろ
を
「
神
さ
ん
に
キ
ョ
メ
テ
も
ら

う
、
ケ
ガ
レ
を
ナ
オ
シ
テ
も
ら
い
、
ケ
ガ
レ
が
と
れ
る
の
や
か
ら
」
と
表
現
さ
れ
た

と
い
う
か
ら
、
産
婦
と
共
に
お
産
し
た
夫
が
、
通
常
、
ウ
ブ
ヤ
に
一
晩
妻
と
一
緒
に

泊
ま
つ
て
次
の
日
の
昼
に
自
宅
に
帰
っ
た
こ
と
は
、
別
家
に
籠
っ
て
別
火
の
食
事
を

し
、
「
神
さ
ん
に
キ
ョ
メ
テ
も
ら
い
、
ケ
ガ
レ
を
祓
っ
た
」
と
み
な
し
て
も
い
い
の

で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
筆
者
の
大
変
不
完
全
で
間
接
的
な
聞
き
取
り
調
査
で
は
あ
っ
た
が
、
出
産
に
参
加

し
た
夫
た
ち
に
は
、
別
火
な
ど
の
ケ
ガ
レ
祓
い
の
儀
礼
が
存
在
し
た
と
推
測
さ
れ
る

の
で

あ
る
（
三
和
町
大
原
神
社
の
ウ
ブ
ヤ
に
つ
い
て
は
、
佛
教
大
学
民
俗
学
研
究
会

一
九
九
四
年
「
民
俗
志
林
5
号
」
に
詳
し
い
）
。

《
そ
の
三
》
：
出
産
参
加
を
忌
避
し
た
離
島
の
夫
の
ケ
ガ
レ
祓
い
事
例

◆
魚
島
、
岡
村
島
、
野
忽
那
島
等
に
お
け
る
事
例

　
魚
島
等
で
の
第
二
次
大
戦
直
後
ま
で
の
出
産
に
お
い
て
は
、
と
り
あ
げ
婆
さ
ん
を

筆
頭
に
し
た
地
縁
・
血
縁
の
女
性
だ
け
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
、
産
婦
の
心
身
に
対
し

て

大
変

き
め
細
か
な
出
産
援
助
を
し
、
ま
た
、
出
産
後
も
産
婦
は
同
じ
く
身
内
の
女

性

た
ち
の
手
厚
い
援
助
を
受
け
な
が
ら
サ
ン
ヤ
に
籠
り
、
家
族
と
は
別
火
の
日
々
を

送
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
に
報
告
し
た
通
り
で
あ
る
が
、
別
火
の
暮
ら
し

は
多
く
は
二
十
一
日
間
、
長
い
人
で
は
七
十
五
日
間
で
あ
っ
た
。
戦
後
に
な
る
と
夫
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た
ち
が
サ
ン
ヤ
に
時
々
一
緒
に
泊
ま
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
戦
前
は
決
し
て
産
婦
の

籠
る
サ
ン
ヤ
に
泊
ま
っ
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
、
そ
れ
は
固
く
守
ら
れ
て
い
た
と
い

う
。
血
の
ケ
ガ
レ
の
あ
る
産
婦
に
近
づ
か
ず
、
夫
自
身
が
血
の
ケ
ガ
レ
を
被
る
こ
と

を
避
け
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
筆
者
が
上
須
戒
で
調
査
中
、
自
分
の
父
母
や
祖
父
母
が
、
共
に
お
産

し
た
事
実
を
ま
っ
た
く
知
ら
な
い
四
十
代
男
性
か
ら
、
夫
婦
共
同
型
出
産
は
「
外
国

か
ぶ
れ
の
女
の

す
る
（
日
本
で
は
異
端
の
）
お
産
」
方
法
で
あ
り
、
昔
こ
の
地
方
に

そ
ん
な
方
法
で
お
産
し
た
女
が
い
た
と
し
た
ら
「
と
り
あ
げ
婆
さ
ん
も
雇
え
な
い
よ

う
な
貧
乏
人
」
で
あ
り
、
「
日
本
に
は
女
だ
け
で
お
産
を
世
話
し
、
男
は
（
ケ
ガ
レ

た
）
お
産
の
場
へ
は
入
ら
な
い
と
い
う
文
化
的
伝
統
が
あ
る
」
と
、
父
母
が
し
た
は

ず
の
出
産
習
俗
を
強
く
否
定
す
る
発
言
を
聞
い
た
。
し
か
し
、
出
産
に
お
け
る
こ
の

よ
う
な
日
本
文
化
論
を
信
じ
て
い
る
日
本
人
は
決
し
て
少
数
派
で
は
な
い
。

　

し
た
が
っ
て
、
日
本
の
お
産
文
化
の
中
に
男
性
が
積
極
的
に
参
画
す
る
習
俗
事
例

が
当
た
り
前
に
存
在
し
、
さ
ら
に
共
同
出
産
し
た
夫
婦
の
ほ
と
ん
ど
が
出
産
の
真
実

の
大

変
さ
を
知
り
、
「
出
産
後
」
ま
す
ま
す
和
気
藷
々
と
細
や
か
な
愛
情
交
流
を
し

て

い

る
と
い
う
事
実
、
そ
し
て
、
夫
婦
共
同
型
出
産
を
し
た
夫
婦
は
日
本
文
化
に
お

け
る
「
血
の
ケ
ガ
レ
」
観
と
も
何
ら
矛
盾
せ
ず
、
し
た
が
っ
て
村
落
共
同
体
を
危
険

に
巻
き
込
む
異
端
の
出
産
習
俗
で
は
な
い
と
い
う
筆
者
の
報
告
は
、
夫
婦
共
同
型
出

産
方
法
に
強
い
関
心
を
持
つ
現
代
の
夫
婦
に
大
き
な
力
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ

・
つ
。二

　
産
婦
が
安
心
し
て
安
全
に
産
み
落
と
す
た
め
の
「
産
み
や
す
さ
」
へ
の
考
察

（
」
）
初
産
体
験
で
知
っ
た
現
代
妊
産
婦
の
主
体
者
意
識
の
欠
如
し
た
出
産
観

　
初
産

を
前
に
し
た
一
九
六
八
年
、
筆
者
は
新
し
い
生
命
の
誕
生
に
寄
せ
る
期
待
と

と
も
に
「
万
が
一
難
産
に
な
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
」
と
い
う
、
強
い
不
安
に
全
神
経

を
緊
張
さ
せ
て
い
た
。
結
果
的
に
、
万
が
一
の
危
険
を
回
避
す
る
た
め
に
、
「
自
身

の

か

ら
だ
の
働
き
を
知
り
、
出
産
の
仕
組
み
を
知
っ
て
自
衛
す
る
」
と
い
う
、
い
わ

ば

出
産
を
前
に
し
た
人
間
と
し
て
、
当
然
な
す
べ
き
素
朴
で
基
本
的
な
努
力
へ
の
ア

プ

ロ

ー
チ
の
必
要
性
に
気
付
か
ず
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
産
婦
と
し
て
の
自
衛
努
力
よ
り

も
、
産
科
医
と
い
う
医
療
専
門
家
に
か
ら
だ
を
預
け
そ
の
指
導
に
従
う
こ
と
の
み

を
、
安
産
へ
の
正
し
い
態
度
と
み
な
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
の
産
科
主
治
医
の
陣

痛
促
進
剤
に
対
す
る
知
識
不
足
に
よ
っ
て
母
子
共
に
正
に
「
万
が
一
」
の
難
産
に
遭

遇
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　
筆
者
は
、
こ
の
よ
う
な
思
考
回
路
し
か
も
て
な
か
っ
た
初
産
へ
の
自
身
の
対
応
と
、

難
産
と
の
遭
遇
に
、
深
い
悔
恨
を
感
じ
た
。

　
そ
れ
に
し
て
も
、
そ
の
よ
う
な
主
体
性
の
ま
っ
た
く
欠
如
し
た
出
産
認
識
が
、
当

時
、
（
い
や
今
で
も
）
筆
者
を
含
め
た
多
く
の
日
本
人
女
性
に
支
配
的
に
共
有
さ
れ

て

い

た
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
。
現
代
の
妊
産
婦
の
心
に
巣
食
う
「
身
体
意
識
」
の
強
い

欠
如
感
、
な
ぜ
、
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
自
分
の
身
体
へ
の
主
体
者
意
識
が
希
薄
な
の
だ

ろ
う
か
。

　
そ
れ
は
、
端
的
に
言
え
ば
、
学
校
で
学
ん
だ
人
体
の
生
理
学
知
識
が
、
自
身
の
出

産
に
対
し
て
は
、
出
産
を
身
体
現
象
だ
と
認
識
し
て
い
な
が
ら
自
分
の
「
安
産
の

た
め
の
正
し
い
有
用
な
知
識
」
と
し
て
、
採
用
で
き
る
と
は
思
え
な
い
不
思
議
な
感

覚
だ
っ
た
。

　
身
体
を
保
有
す
る
主
体
と
し
て
、
安
産
が
、
「
自
分
の
身
体
に
備
わ
る
生
理
的
な

働

き
具
合
そ
の
も
の
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
」
、
し
た
が
っ
て

「安
産
の
大
部
分
は
、
自
分
の
心
身
の
機
能
が
作
り
守
る
も
の
だ
と
い
う
事
実
」
、

こ
れ
ら
が
ま
っ
た
く
筆
者
の
心
か
ら
抜
け
落
ち
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
結
果
と
し
て
、
「
日
本
で
は
こ
う
す
る
こ
と
が
産
婦
と
し
て
一
番
望
ま

し
い
態
度
で
あ
る
」
と
い
う
価
値
観
に
が
ん
じ
が
ら
め
に
な
っ
て
、
「
安
産
イ
メ
ー

ジ
」
を
引
き
寄
せ
る
た
め
に
、
「
自
分
で
選
択
し
て
」
、
実
際
に
は
自
身
を
逆
に
、
危

険

に
対
処
で
き
な
い
自
分
へ
と
誘
っ
た
と
い
う
、
自
分
に
そ
ん
な
「
危
険
思
想
」
が

存
在
す
る
こ
と
を
知
っ
た
の
で
あ
る
。
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（
二
）
私
た
ち
の
出
産
観
の
原
点
を
探
る

（
二
）
ー
一
　
国
が
描
い
た
「
産
婆
は
出
産
の
医
療
化
の
担
い
手
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
「
医
制
」
と
「
産
婆
規
則
」
ー

　

日
本
が
近
代
国
家
と
し
て
の
政
策
を
進
め
る
途
上
で
、
出
産
は
ど
の
よ
う
に
認
識

さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
介
助
者
が
必
要
だ
と
み
な
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

国
が
出
産
介
助
の
専
門
家
と
し
て
最
初
に
養
成
し
た
の
は
産
婆
で
あ
る
。

　
一
入
七
四
年
、
日
本
最
初
の
近
代
的
医
療
法
規
と
し
て
制
定
さ
れ
た
「
医
制
」
の

中
に
、

　
　

産
婆
は
四
〇
才
以
上
に
し
て
婦
人
小
児
の
解
剖
生
理
及
び
病
理
の
大
意
に
通
じ

　
　
所
就
の

産
科
医
よ
り
出
す
所
の
実
験
証
書
（
産
科
医
の
眼
前
に
て
難
産
二
人
平

　
　
産
十
人
取
扱
ひ
た
る
も
の
）
を
所
持
す
る
者
を
検
し
免
状
を
与
ふ
（
「
医
制
」

　
　
第
五
十
条
）

と
あ
り
、
産
婆
が
明
確
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
て
、
こ
の
「
医
制
」
で
は
産
婆
の
資
格
要
件
が
四
十
才
以
上
と
定
め
ら
れ
て
い

た
が
、
そ
の
後
資
格
年
齢
は
引
き
下
げ
ら
れ
、
二
十
五
年
後
の
「
産
婆
規
則
」
で
は

　
　
第
一
条
産
婆
試
験
に
合
格
し
年
齢
二
十
才
以
上
の
女
子
に
し
て
産
婆
名
簿
に

　
　
登
録
：
：
云
々

と
あ
り
、
ま
た
、

　
　
第
三
条
　
一
箇
年
以
上
産
婆
の
学
術
を
修
業
し
た
る
も
の
：
：
云
々

と
、
二
〇
歳
以
上
の
女
子
で
、
一
年
以
上
産
婆
の
学
術
修
業
を
し
た
女
子
へ
と
、
適

格
者
の
変
更
を
規
定
し
て
い
る
。

　
そ
こ
で
ま
ず
、
適
格
要
件
の
四
十
歳
と
二
十
歳
と
を
、
当
時
の
女
性
の
、
特
に
出

産
に
関
す
る
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
上
で
比
較
を
試
み
る
と
、
自
身
の
婚
姻
や
出
産
、
育

児
体
験
の
有
無
等
と
強
く
関
係
し
た
年
齢
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
地
縁
や
血
縁
の
人
々

の
互
助
に
よ
っ
て
援
助
さ
れ
て
い
た
当
時
の
出
産
状
況
か
ら
み
て
、
四
十
歳
は
出
産

援
助
体
験
の
豊
富
さ
も
期
待
で
き
る
年
齢
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
国
は
「
医
制
」
に
お

い

て

は
、
出
産
は
身
体
の
生
理
的
な
働
き
そ
の
も
の
で
あ
り
、
出
産
体
験
を
も
つ

四

十
歳
以
上
の
女
性
の
方
が
、
産
む
人
の
援
助
が
的
確
に
出
来
る
で
あ
ろ
う
と
判
断

し
、
ま
た
、
出
産
の
実
体
験
や
援
助
の
体
験
が
深
ま
り
、
非
常
時
の
出
産
の
場
に
お

い
て

も
、
産
婦
を
励
ま
し
、
冷
静
な
状
況
判
断
が
で
き
て
、
よ
り
的
確
な
介
助
の
で

き
る
能
力
な
ど
、
一
般
的
な
加
齢
効
果
が
期
待
で
き
る
年
齢
を
考
慮
し
た
と
考
え
て

も
い
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
当
時
は
、
出
産
を
知
る
た
め
に
は
第
一

に
、
出
産
体
験
か
ら
自
覚
的
に
知
る
こ
と
が
重
要
視
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
二
十
世
紀
直
前
の
「
産
婆
規
則
」
に
よ
る
二
十
歳
へ
の
適
格
要

件
の
変
更
は
、
産
婆
養
成
所
で
新
た
に
「
一
ヵ
年
以
上
の
産
婆
の
学
術
」
を
学
習
し

て
、
そ
の
知
識
を
習
得
し
た
こ
と
が
重
視
さ
れ
出
産
体
験
の
有
無
は
重
視
さ
れ
な
く

な
っ
た
と
解
釈
さ
れ
る
。
出
産
の
安
全
が
医
療
知
識
の
重
視
に
方
向
付
け
ら
れ
、
出

産
体
験
は
介
助
に
お
い
て
ほ
ぼ
無
視
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

産
婆
は
産
婆
養
成
専
門
学
校
等
で
出
産
に
関
す
る
初
歩
的
な
近
代
西
洋
医
学
知

識
、
特
に
正
常
産
に
お
け
る
主
と
し
て
仰
臥
位
（
時
に
は
側
臥
位
）
経
膣
分
娩
に
お

け
る
消
毒
、
会
陰
保
護
、
分
娩
等
の
介
助
の
専
門
知
識
と
介
助
技
術
を
修
得
し
、
そ

の

後
国
家
試
験
に
合
格
し
て
国
家
か
ら
「
産
婆
」
免
許
を
受
け
、
故
郷
に
帰
り
、
あ

る
い
は
嫁
と
し
て
近
隣
市
町
村
の
男
性
に
嫁
ぎ
、
産
婆
の
開
業
届
を
出
し
て
、
依

頼

さ
れ
た
近
隣
の
女
性
た
ち
に
産
婆
業
を
行
っ
た
。
旧
来
の
「
産
ば
あ
さ
ん
」
な

ど
（
お
産
の
手
伝
い
を
し
て
少
々
の
謝
礼
を
も
ら
っ
た
年
配
の
女
性
）
を
旧
産
婆

と
い
う
の
に
対
し
て
、
免
状
を
持
っ
た
産
婆
は
新
産
婆
と
言
わ
れ
た
時
期
も
あ
っ

た
。
一
九
四
七
年
の
「
保
健
婦
助
産
婦
看
護
婦
法
」
に
よ
っ
て
助
産
婦
と
改
称
、

二
〇

〇

二
年
に
助
産
師
と
名
称
変
更
し
た
。

（
二
）
1
二
　
長
輿
専
斎
の
描
い
た
産
婆
像

　
「
医
制
」
を
創
稿
し
た
長
輿
専
斎
が
書
き
残
し
た
「
松
香
私
志
」
に
は
、
ア
メ
リ

カ
や
ド
イ
ツ
の
医
療
政
策
を
視
察
し
、
そ
れ
ら
の
国
々
の
「
健
康
保
護
」
と
い
う
国

民
の
健
康
福
祉
向
上
政
策
に
大
き
な
感
銘
を
受
け
た
こ
と
、
し
か
し
、
日
本
の
現

状

（当
時
の
大
多
数
を
占
め
る
漢
方
医
の
状
況
）
を
考
え
る
と
、
そ
れ
に
は
程
遠
く
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そ
の
ま
ま
当
て
は
め
る
の
は
無
理
だ
と
考
え
、
で
き
る
だ
け
早
く
日
本
が
欧
米
に
追

い

つ
け
る
よ
う
医
学
教
育
制
度
や
医
師
免
許
制
度
の
あ
り
方
等
、
「
医
制
」
（
医
療
制

度
）
を
創
稿
し
、
そ
の
際
、
「
健
康
保
護
」
の
訳
語
と
し
て
「
衛
生
」
を
導
入
し
た

と
記
し
て
い
る
。

　
産
科
に
つ
い
て
の
特
別
な
記
述
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
長
輿
専
斎
が
制
度
と
し

て

導
入
し
よ
う
と
し
た
十
九
世
紀
末
の
ア
メ
リ
カ
の
人
々
の
出
産
観
や
産
婆
自
身

の

助
産
観
に
つ
い
て
、
当
時
の
出
産
の
あ
り
方
を
研
究
し
た
文
献
（
「
○
巴
6
け
日
o
q

切
①
巨
o
°
・
」
）
、
か
ら
考
え
て
み
る
と
、
「
養
成
学
校
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
た
産
婆

で
あ
っ
て
も
、
助
産
を
必
要
と
す
る
隣
人
の
た
め
に
、
そ
の
要
請
に
応
え
て
自
分
が
、

労
力
提
供
で
き
る
範
囲
内
で
、
力
を
提
供
す
る
」
と
い
う
も
の
で
、
職
業
と
し
て
の

専
門
性
の
確
立
を
目
指
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　

こ
の
点
は
ア
メ
リ
カ
な
ど
に
於
け
る
助
産
婦
職
能
を
見
本
と
し
た
日
本
の
助
産
婦

職

能
の
確
立
と
い
う
点
で
重
大
な
問
題
を
含
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
本
論
文
は

そ

れ

を
論
じ
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
こ
れ
以
上
言
及
し
な
い
。

　

当
時
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
産
婆
た
ち
は
、
文
献
で
み
る
限
り
自
身
の

出
産
体
験
後
に
、
あ
る
い
は
自
身
の
二
回
目
以
降
の
出
産
体
験
と
並
行
し
な
が
ら
、

徒
弟
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
養
成
学
校
で
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
て
助
産
活
動
を

開
始
し
た
り
、
未
婚
の
時
に
取
得
し
た
産
婆
免
許
を
、
実
際
の
場
で
使
い
始
め
た
り

し
て
い
る
。
産
婆
の
仕
事
は
家
庭
を
も
ち
、
家
事
育
児
を
し
な
が
ら
、
自
分
の
家
庭

を
軸
に
し
て
、
頼
ま
れ
れ
ば
助
産
に
通
っ
て
行
け
る
距
離
と
仕
事
内
容
に
限
定
し
た

も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
、
当
時
の
西
欧
社
会
の
産
婆
は
、
助
産
技
能
の

基
本

に
、
自
身
の
出
産
体
験
と
、
身
体
か
ら
の
自
覚
的
体
感
知
識
の
保
有
が
重
視
さ

れ
て

い

た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
か

ら
、
長
輿
専
斎
に
よ
っ
て
、
制
度
化
さ
れ
た
新
産
婆
の
養
成
は
、
西
洋
産

婆
と
同
じ
初
歩
的
な
西
洋
医
学
知
識
を
習
得
し
、
西
洋
産
婆
の
介
助
活
動
を
モ
デ
ル

と
し
て
、
い
わ
ば
、
確
立
し
た
職
業
婦
人
で
は
な
く
、
そ
れ
ま
で
の
民
俗
社
会
で
当

た
り
前
に
行
わ
れ
て
い
た
、
出
産
時
に
お
け
る
出
産
体
験
女
性
か
ら
未
体
験
女
性
へ

の
近

隣
互
助
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
近
い
も
の
が
目
指
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
し
、
基
本

に
自
身
の
出
産
体
験
に
よ
る
自
覚
的
体
感
知
識
の
保
有
が
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

分
か
る
。

　
し
か
し
そ
の
後
、
二
十
世
紀
直
前
に
な
っ
て
、
日
本
が
富
国
強
兵
策
へ
と
方
針
変

更
さ
れ
る
と
、
国
は
全
国
津
々
浦
々
で
誕
生
す
る
小
国
民
の
安
全
を
初
め
て
重
視
す

る
よ
う
に
な
り
、
「
産
婆
規
則
」
を
制
定
し
て
明
確
に
出
産
体
験
の
な
い
若
い
女
性

た
ち
を
新
産
婆
と
し
て
養
成
す
る
こ
と
と
し
た
。
そ
れ
は
、
近
隣
互
助
に
よ
る
出
産

の

場
を
、
初
歩
的
な
西
洋
医
学
的
「
衛
生
」
知
識
を
も
つ
新
産
婆
の
介
助
活
動
の
場

と
し
、
よ
り
医
療
化
し
た
安
全
な
出
産
の
場
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
た
た
め
で
あ
る
。

（
三
）
調
査
を
通
し
て
わ
か
っ
た
出
産
習
俗
の
概
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
習
俗
が
示
す
日
本
女
性
の
近
現
代
出
産
観
史
－

　
筆
者
は
一
九
七
九
年
か
ら
、
離
島
や
山
里
に
お
い
て
、
老
若
の
出
産
体
験
者
か
ら

実
際
に
体
験
し
た
出
産
習
俗
を
聞
き
取
り
調
査
し
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
に
調
査
し
た

の

は
、
主
に
瀬
戸
内
の
五
離
島
と
愛
媛
県
内
の
一
山
村
、
お
よ
び
高
知
県
内
の
二
山

村
で
あ
る
。
な
お
、
韓
国
や
対
馬
で
も
同
様
の
調
査
を
行
っ
た
し
、
調
査
に
よ
っ
て

わ
か
っ
た
こ
と
は
何
度
か
報
告
し
た
〔
吉
村
　
一
九
八
五
　
一
九
九
二
　
一
九
九
九
〕
。

　
出
産
習
俗
の
特
徴
的
な
こ
と
は
、
産
婆
と
い
う
助
産
専
門
家
が
登
場
す
る
と
、
民

俗
の

出
産
の
場
は
、
出
産
体
験
者
を
主
体
と
し
た
血
縁
・
地
縁
の
互
助
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
よ
る
産
む
人
中
心
の
坐
産
か
ら
、
産
婆
な
ど
助
産
専
門
家
主
導
の
仰
臥
位
出
産

へ
と
大
き
く
転
換
し
た
こ
と
で
あ
る
。

　
産
婆
登
場
以
前
と
以
後
の
出
産
の
場
の
あ
り
か
た
を
簡
単
に
ま
と
め
て
、
そ
の
基

本

に
あ
る
出
産
観
を
探
っ
て
み
る
と

《
そ
の
一
：
と
り
あ
げ
婆
さ
ん
や
血
縁
・
地
縁
互
助
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
見
守
っ
た
民

　
俗
の
出
産
の
場
》

　

ど
の
調
査
地
で
も
、
「
女
の
身
体
は
産
め
る
よ
う
に
で
き
て
い
て
、
誰
だ
っ
て
お
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産
で
き
る
」
と
い
う
身
体
観
が
支
配
的
で
、
そ
の
身
体
観
は
出
産
を
「
自
分
の
大
切

な
身
体
現
象
だ
が
、
普
通
の
健
康
体
で
あ
れ
ば
特
別
不
安
に
満
ち
た
現
象
で
は
な
い
」

と
の
認
識
を
産
婦
に
与
え
落
ち
つ
か
せ
た
。

　
民
俗
の
場
の
出
産
は
、
「
産
み
（
落
と
し
）
や
す
さ
」
が
基
本
で
、
坐
産
（
坐
っ

て

産
む
方
法
）
や
立
産
な
ど
多
様
な
出
産
姿
勢
が
あ
り
、
産
む
人
が
体
感
し
た
陣
痛

強
度
や
身
体
状
況
を
、
産
む
人
か
ら
介
助
す
る
人
々
に
伝
達
で
き
る
民
俗
語
彙
（
「
し

き
り
が
く
る
」
「
筋
が
さ
す
」
等
）
の
共
有
や
、
物
心
両
面
で
支
援
す
る
家
族
や
血
縁
・

地
縁
の
互
助
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
強
い
安
心
等
に
支
え
ら
れ
て
い
た
。

　

こ
れ
ら
の
状
況
は
、
産
婦
に
心
身
共
の
「
産
み
や
す
さ
」
を
提
供
し
、
最
大
の
「
安

産
」
情
況
を
作
り
だ
し
て
い
た
。

《
そ
の
二
：
正
常
産
の
担
い
手
・
産
婆
の
登
場
以
後
》

　
産
婆
に
許
さ
れ
た
の
は
緊
急
時
以
外
は
正
常
産
の
み
の
介
助
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
、

何

よ
り
も
会
陰
保
護
が
重
視
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
産
婦
の
出
産
姿
勢
は
坐
産
か
ら

寝
産
と
な
り
、
側
臥
位
よ
り
も
、
特
に
仰
臥
位
（
あ
お
む
け
に
寝
て
）
で
産
む
こ
と

が
多
か
っ
た
。
産
婦
は
「
い
き
み
（
胎
児
を
母
体
外
へ
産
み
落
と
す
際
、
産
婦
が
自

発
的
な
陣
痛
に
合
わ
せ
て
分
娩
の
進
行
を
補
助
す
る
た
め
に
腹
圧
を
か
け
る
動
作
）

の

難
し
い
」
姿
勢
で
産
む
こ
と
と
な
っ
た
が
、
産
婆
は
会
陰
の
裂
傷
を
防
ぐ
こ
と
が

産
婦
の
産
後
の
大
き
な
幸
せ
に
繋
が
る
と
信
じ
て
努
力
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
近
現
代
の
出
産
観
は
、
「
産
む
人
が
産
み
や
す
い
お
産
」
を
血
縁
や

地
縁
の
人
々

で
支

え
る
も
の
か
ら
、
産
婆
と
い
う
初
歩
的
な
西
洋
医
学
知
識
を
持
つ

助
産
専
門
家
の
医
療
知
識
に
よ
っ
て
、
よ
り
安
全
性
の
高
め
ら
れ
た
助
産
指
導
を
受

け
て
、
「
産
ま
せ
て
も
ら
う
」
も
の
へ
と
変
遷
し
、
お
産
の
場
は
、
産
む
人
主
体
か

ら
助
産
専
門
家
主
導
へ
と
変
わ
っ
た
。

（四
）
「
産
み
や
す
さ
」
か
ら
「
産
ま
せ
や
す
さ
」
へ

　
筆
者
が
初
産
の
場
で
抱
い
た
出
産
現
状
に
対
す
る
疑
問
を
整
理
し
て
み
る
と
次
の

三
点
に
な
る
。

疑
問
一
・
・
な
ぜ
、
現
代
の
妊
産
婦
は
、
自
身
の
身
体
で
産
む
こ
と
よ
り
も
、
産
科
医

　
　
　
　

等
の
指
導
に
従
い
産
ま
せ
て
も
ら
う
も
の
と
、
思
い
込
ん
で
い
た
の
か

疑

問
二
：
な
ぜ
、
現
代
女
性
は
産
婦
の
身
体
の
生
理
的
な
流
れ
に
と
っ
て
不
合
理

　
　
　
　

な
、
仰
臥
位
の
姿
勢
で
お
産
す
る
こ
と
を
強
制
さ
れ
る
の
か

疑
問
三
：
な
ぜ
、
妊
産
婦
に
「
お
産
と
は
ど
の
よ
う
な
身
体
的
生
理
現
象
な
の
か
」

　
　
　
　
の

理
解
を
助
け
る
社
会
教
育
的
情
報
回
路
が
な
い
の
か

　
以
上
の
疑
問
は
、
先
ほ
ど
の
近
現
代
の
出
産
観
の
変
遷
の
項
（
《
そ
の
一
》
、
《
そ

の

二
》
）
で
述
べ
た
よ
う
に
、
日
本
の
出
産
が
「
出
産
と
は
産
む
こ
と
也
」
と
の
事

実
認
識
そ

の

も
の
に
基
づ
い
て
未
体
験
者
に
体
験
的
出
産
情
報
が
受
け
渡
さ
れ
、
常

に
産
む
人
の
産
み
や
す
さ
が
第
一
義
に
お
か
れ
て
い
た
産
婆
登
場
以
前
は
ま
っ
た
く

混
乱
は
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
国
が
富
国
強
兵
を
目
指
し
、
小
国
民
の
安
全
な
誕
生
の
た
め
に
は
、
全

国
津
々
浦
々
の
出
産
の
場
に
お
け
る
医
療
管
理
が
必
要
と
決
定
し
て
、
初
歩
的
な
医

療
知
識
を
行
使
で
き
る
助
産
専
門
家
・
産
婆
を
養
成
し
た
頃
か
ら
、
出
産
は
産
婆
（
正

常
産
）
、
産
科
医
（
異
常
産
）
等
が
中
心
と
な
り
、
産
婦
は
助
産
技
術
行
使
の
対
象

者
に
な
る
と
い
う
主
客
転
倒
が
始
ま
っ
た
。

　
産
婆
が
お
産
さ
せ
や
す
い
仰
臥
位
姿
勢
の
強
制
や
、
産
婆
や
産
科
医
が
「
お
産
の

専
門
家
」
で
、
妊
産
婦
は
そ
の
指
導
に
従
う
人
と
の
誤
認
、
そ
こ
か
ら
始
ま
っ
た
「
お

産
専

門
家
」
に
よ
る
「
産
ま
せ
や
す
さ
」
の
重
視
と
、
反
対
に
産
婦
の
「
安
楽
な
産

み
方
」
に
対
す
る
研
究
や
出
産
の
体
験
的
有
用
情
報
の
軽
視
等
が
、
産
婦
に
「
産
み

や
す
さ
」
へ
の
自
助
努
力
へ
の
視
線
を
放
棄
さ
せ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

　
以
上

簡
単
に
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
で
分
か
っ
て
き
た
初
産
時
の
疑
問
に
対
す
る

答
え
を
述
べ
て
き
た
。
〔
こ
れ
ら
に
つ
い
て
の
詳
し
い
報
告
は
、
吉
村
二
九
八
五

一
九
九
二
〕
。

　
そ
こ
で
、
次
に
、
日
本
の
出
産
に
お
け
る
「
産
婦
本
人
か
ら
産
婆
へ
」
、
「
産
婆
・

助

産
婦
か
ら
産
科
医
へ
」
と
い
う
意
思
決
定
者
の
流
れ
を
時
系
列
で
取
り
上
げ
、
そ

の

頃
の
特
徴
的
な
出
産
の
あ
り
方
を
簡
単
に
要
約
し
て
述
べ
な
が
ら
、
今
回
調
査
し
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た
上
須
戒
の
夫
婦
共
同
型
出
産
習
俗
に
お
け
る
産
婦
や
夫
の
状
況
を
付
け
加
え
、
現

代
の
「
産
み
に
く
さ
」
を
解
決
す
る
、
ど
の
よ
う
な
出
産
習
俗
事
例
が
民
俗
の
場
に

存
在
し
た
か
を
考
察
し
た
い
。

（四
）
ー
一
　
血
縁
・
地
縁
の
人
々
が
体
験
的
な
「
産
み
や
す
さ
」
知
識
で
援
助
し
た

　
　
　
　
　

坐
産

　
筆
者
が
調
査
し
た
離
島
や
山
里
で
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
終
了
（
一
九
四
五

年
）
前
後
ま
で
、
産
婦
は
祖
母
や
母
親
、
姉
な
ど
の
伝
え
る
体
験
的
出
産
の
あ
り
方

を
当
然
の
「
産
み
方
」
と
み
な
し
て
自
宅
や
実
家
で
、
坐
産
や
立
産
で
産
み
落
と
し

て

い

た
。
ま
た
、
援
助
者
た
ち
は
、
自
身
の
出
産
体
験
と
勘
と
を
頼
り
に
そ
れ
を
見

守
り
励
ま
し
、
誕
生
し
た
子
ど
も
の
へ
そ
の
緒
を
切
る
な
ど
の
援
助
を
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
当
時
の
お
産
の
場
は
「
産
む
人
」
を
主
体
者
と
し
て
、
ほ
ぼ
平
等
な

人

間
関
係
が
取
り
巻
い
て
い
た
。

　
す
な
わ
ち
、
離
島
な
ど
女
性
の
み
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
援
助
す
る
地
域
で
は
、
産

婦
が
気

を
使
う
婚
家
の
人
々
　
姑
等
ー
が
排
除
さ
れ
、
地
域
の
「
第
二
の
母
親
」
的

存
在
で
あ
る
ト
リ
ア
ゲ
バ
ア
さ
ん
や
実
母
、
姉
妹
等
が
母
子
の
安
全
を
見
守
っ
た
。

ま
た
、
家
族
総
出
の
援
助
が
当
た
り
前
の
山
里
で
は
、
常
に
運
命
共
同
体
で
あ
り
、

い

つ
で

も
援
助
に
駆
け
つ
け
ら
れ
る
夫
や
同
居
の
姑
が
世
話
を
任
さ
れ
て
い
た
。
家

庭
内
の
夫
婦
関
係
を
初
め
と
す
る
関
係
は
、
誰
も
が
大
切
な
役
割
を
も
つ
構
成
員
と

し
て
必
要
と
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　
出
産
は
「
子
ど
も
を
産
む
こ
と
」
で
あ
り
、
当
時
の
社
会
で
は
、
そ
れ
は
成
熟
し

た
女
性
な
ら
ば
、
当
然
引
き
受
け
ね
ば
な
ら
な
い
日
常
生
活
の
延
長
上
に
あ
る
身
体

現
象
の
一
つ
と
し
て
、
産
婦
に
丸
ご
と
で
任
さ
れ
、
血
縁
・
地
縁
の
援
助
者
た
ち
は

出
産
体
験
者
の
視
点
で
「
ど
う
す
れ
ば
産
婦
が
産
み
や
す
い
か
」
を
情
報
提
供
し
た
。

本
文
中
に
あ
っ
た
よ
う
に
、
ま
ず
そ
の
情
報
は
実
母
か
ら
娘
へ
と
伝
授
さ
れ
た
。

　
坐
産
姿
勢
や
会
陰
保
護
、
出
産
体
験
の
語
り
伝
え
に
よ
る
「
し
き
り
」
な
ど
体
感

的
民
俗
語
彙
の
援
助
者
と
の
共
有
、
ま
た
、
夫
と
共
に
す
る
夫
婦
共
同
型
坐
産
な
ど
、

当
時
行
わ
れ
て
い
た
出
産
習
俗
に
は
産
婦
の
安
心
感
と
「
産
み
や
す
さ
」
が
満
ち
て

い
た
。

　
上
須
戒
で
、
夫
に
抱
き
か
か
え
ら
れ
て
共
に
坐
産
し
た
妻
た
ち
は
、
誰
も
が
例
外

な
く
夫
婦
共
同
で
お
産
し
た
こ
と
を
「
心
丈
夫
だ
っ
た
」
「
姑
と
違
っ
て
何
で
も
頼

み

や

す
く
て
、
い
て
く
れ
て
安
心
だ
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
産
婦
が
エ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
に
援
助
さ
れ
る
こ
と
の
、
母
子
と
も
の
安
全
性
向
上
は
、

す
で
に
、
厚
生
省
（
当
時
）
母
子
相
互
作
用
研
究
班
の
研
究
で
も
明
ら
か
だ
が
、
そ

の
研
究
に
ま
つ
ま
で
も
な
く
、
産
婦
が
安
全
に
「
産
み
落
と
す
」
に
は
、
産
婦
の
身

体
の
産
道
や
子
宮
口
が
ス
ム
ー
ズ
に
開
く
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
筋
肉
の

リ
ラ
ッ
ク
ス
度
は
心
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
度
が
先
行
す
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
上
須
戒
の

「
夫
と
共
に
す
る
お
産
」
習
俗
は
、
上
須
戒
と
い
う
山
里
に
居
住
す
る
人
々
の
「
産

み

や

す
さ
」
と
密
接
に
関
連
し
て
い
た
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。

　

こ
う
し
て
心
身
と
も
に
安
定
し
て
出
産
し
、
産
前
産
後
を
サ
ポ
ー
ト
さ
れ
て
過
ご

し
て
い
た
産
婦
は
、
国
の
進
め
る
富
国
強
兵
政
策
と
男
尊
女
卑
観
に
基
づ
く
民
法
制

定

に
よ
っ
て
、
徐
々
に
夫
婦
共
同
型
坐
産
を
否
定
す
る
価
値
観
に
直
面
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

（四
）
ー
二
　
産
婆
（
後
に
助
産
婦
、
助
産
師
）
が
助
産
し
た
仰
臥
位
出
産

　
産
婆
の
養
成
お
よ
び
産
婆
の
助
産
の
あ
り
方
は
、
二
ー
（
二
）
で
述
べ
た
が
、
彼

女
た
ち
は
お
産
を
机
上
の
初
歩
的
な
西
洋
医
学
知
識
と
し
て
学
習
し
、
産
科
医
や
開

業
産
婆
の
助
手
体
験
に
よ
っ
て
助
産
知
識
を
習
得
し
た
点
に
特
徴
が
あ
っ
た
。
産
婆

は
産
婦
の
自
宅
に
呼
ば
れ
て
仰
臥
位
で
の
出
産
を
指
導
し
た
。

　
当
時
、
学
校
教
育
を
受
け
て
成
長
し
た
若
い
国
民
は
、
父
母
が
重
視
す
る
体
験
型

知
識
（
体
得
し
た
身
体
感
覚
や
第
六
感
）
は
、
学
校
で
習
う
教
科
書
型
知
識
と
は
異

な
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
た
し
、
さ
ら
に
、
徐
々
に
教
科
書
型
知
識
の
方
が
、
正
統

な
知
識
な
の
で
は
な
い
か
と
信
頼
し
始
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
産
婆
た
ち
は
教
科
書
に
よ
っ
て
学
習
し
た
初
歩
的
西
洋
医
学
知
識
を
、
産
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婦
を
幸
福
に
出
来
る
科
学
的
な
新
知
識
で
あ
る
と
信
じ
研
鐙
に
勤
め
た
。

　

こ
の
よ
う
な
知
識
を
持
つ
新
産
婆
が
各
地
で
開
業
し
、
産
婆
業
を
担
い
始
め
た
頃
、

国
民
は
徐
々
に
教
科
書
に
よ
る
知
識
の
保
持
者
を
信
頼
す
る
よ
う
に
な
り
つ
つ
あ
っ

た
が
、
お
産
に
関
し
て
は
、
最
初
、
若
い
出
産
未
体
験
の
新
産
婆
を
危
な
が
っ
て
敬

遠
し
、
仰
臥
位
産
（
仰
向
け
の
出
産
）
の
正
当
性
に
つ
い
て
も
耳
を
貸
さ
な
か
っ
た
。

ま
た
、
上
須
戒
の
よ
う
な
貧
し
い
山
里
で
は
特
に
、
多
少
な
り
と
も
出
産
に
謝
礼
の

必
要
な
新
産
婆
の
出
産
介
助
は
敬
遠
さ
れ
た
。

　

し
か
し
、
第
二
次
大
戦
末
期
に
始
ま
っ
た
物
資
の
統
制
ー
配
給
制
度
ー
に
お
い
て

は
、
産
婆
に
診
て
も
ら
い
妊
婦
証
明
を
も
ら
う
と
、
出
産
に
必
要
な
衣
料
品
の
晒
し

や

ネ
ル
等
の
特
別
配
給
が
も
ら
え
た
た
め
、
上
須
戒
で
も
産
婦
た
ち
は
産
婆
に
み
て

も
ら
う
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。

　
上
須
戒
で

M
産
婆
が
開
業
し
た
の
は
一
九
四
四
年
、
分
娩
姿
勢
を
坐
産
か
ら
仰
臥

位
産
（
必
要
時
に
は
側
臥
位
産
）
へ
と
変
え
た
。
ま
た
、
一
九
四
六
年
頃
か
ら
は
、

積
極
的
に
夫
の
出
産
参
加
を
促
し
た
。

　
そ
の
理
由
の
第
一
は
、
当
時
家
庭
内
で
何
の
経
済
力
も
決
定
権
も
も
た
な
い
嫁
が
、

出
産
中
危
険
に
陥
っ
た
と
き
経
済
力
を
も
つ
夫
の
承
諾
が
必
要
だ
っ
た
と
い
う
M
産

婆
の
答
え
を
紹
介
し
た
が
、
戦
争
を
挟
ん
だ
家
父
長
制
の
「
家
」
に
お
け
る
嫁
の
地

位
の
急
落
と
、
上
須
戒
の
暮
ら
し
の
厳
し
さ
を
強
く
実
感
す
る
言
葉
だ
。

　

M
産
婆
の
取
り
入
れ
た
夫
婦
共
同
型
仰
臥
位
出
産
は
、
夫
た
ち
に
出
産
と
誕
生
の

大
変
さ
を
実
感
さ
せ
、
産
婦
に
は
夫
の
参
加
に
よ
っ
て
、
思
い
が
け
な
い
「
産
み
や

す
さ
」
を
実
感
さ
せ
た
。

　
M
産
婆
は
助
産
技
能
が
的
確
で
、
人
柄
も
温
か
だ
っ
た
か
ら
、
助
産
の
依
頼
は
急

増
し
た
が
、
上
須
戒
で
坐
産
と
仰
臥
位
産
の
両
方
を
体
験
し
た
女
性
た
ち
は
「
坐
っ

て

産
ん
だ
方
が
、
力
が
入
り
や
す
か
っ
た
」
と
述
べ
た
し
、
こ
れ
ま
で
夫
婦
共
同
型

坐
産
を
し
て
き
た
壮
年
の
夫
た
ち
も
、
産
婆
の
「
坐
産
は
危
険
」
と
の
指
導
に
首
を

傾
げ
つ
つ
従
っ
た
。

　
こ
う
し
て
、
お
産
の
場
に
「
産
ま
せ
る
側
」
の
視
点
の
優
先
が
確
立
し
た
。

（四
）
1
三
　
男
性
産
科
医
が
助
産
し
た
施
設
出
産

　

そ
れ
ま
で
異
常
産
し
か
扱
わ
な
か
っ
た
産
科
医
は
、
一
九
四
八
年
の
人
工
妊
娠

中
絶
手
術
の
解
禁
に
よ
り
、
「
望
ま
な
い
妊
娠
」
を
中
断
で
き
る
医
師
と
し
て
、
上

須
戒
の

女
性
た
ち
に
と
っ
て
も
身
近
な
存
在
に
な
り
（
調
査
し
た
ど
の
地
域
で
も

一
九

五
〇

年
か
ら
一
九
五
八
年
頃
ま
で
の
妊
娠
中
絶
件
数
は
凄
ま
じ
い
）
、
妊
娠
中

絶
や
避
妊
の

手
術
だ
け
で
な
く
、
妊
娠
や
正
常
産
の
介
助
等
を
依
頼
す
る
女
性
た
ち

も
出
て
き
た
。

　
妊
産
婦

に
と
っ
て
産
科
医
は
、
本
格
的
な
医
学
教
育
を
受
け
た
エ
リ
ー
ト
男
性
で

あ
り
、
高
額
だ
が
高
い
医
療
技
術
を
持
つ
お
産
の
専
門
家
と
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
、

戦
後
の
混
乱
か
ら
生
活
に
ゆ
と
り
を
取
り
戻
し
「
少
な
く
産
ん
で
、
立
派
に
育
て
る
」

育
児
観
が
定
着
し
始
め
た
一
九
六
〇
年
代
後
半
の
高
度
経
済
成
長
期
に
は
、
上
須
戒

で

も
大
洲
市
内
の
病
産
院
に
入
院
し
、
産
科
医
の
指
導
で
お
産
す
る
産
婦
が
増
え
始

め
た
。

　
産
科
医
院
で
の
お
産
は
、
ま
る
で
、
患
者
が
医
者
の
と
こ
ろ
で
診
て
も
ら
い
、
治

し
て
も
ら
う
「
病
気
」
の
よ
う
な
様
相
を
呈
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
産
婆
が
依
頼
に
応
じ
て
産
婦
の
自
宅
へ
援
助
に
駆
け
つ
け
た
出
産
は
、

妊
産
婦
が
定
期
的
に
母
体
の
健
診
に
通
い
、
陣
痛
が
始
ま
る
と
、
そ
の
始
ま
り
に
合

わ
せ
て
病
産
院
に
駆
け
つ
け
、
産
科
医
の
指
導
に
従
い
『
産
ま
せ
て
も
ら
う
』
出
産

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
上
須
戒

の

S
⑪
さ
ん
や
S
⑲
さ
ん
の
夫
が
、
産
科
医
院
で
浴
び
せ
ら
れ
た
叱
責

も
、
父
母
の
坐
産
を
見
た
彼
ら
が
、
「
私
た
ち
夫
婦
が
こ
の
病
院
へ
産
み
に
来
た
」

と
み
な
し
た
出
産
観
と
、
「
医
療
的
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
に
よ
っ
て
私
た
ち
医
療
者
が

産
婦
を
安
全
に
産
ま
せ
て
い
る
」
と
み
な
す
産
科
医
側
の
出
産
観
の
、
主
体
者
意
識

の
ズ

レ
に
起
因
し
て
い
る
。

　
「
産
ま
せ
や
す
い
」
仰
臥
位
分
娩
姿
勢
や
、
産
婦
へ
の
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ

ン
ト
な
し
の
陣
痛
促
進
剤
使
用
、
お
よ
び
、
承
諾
な
し
の
会
陰
切
開
や
医
師
の
都
合

に
合
わ
せ
た
計
画
出
産
、
身
内
を
排
除
し
た
分
娩
室
、
そ
の
密
室
と
化
し
た
分
娩
室
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で

の

無
資
格
看
護
師
の
危
険
な
分
娩
介
助
の
常
態
化
な
ど
、
様
々
な
産
科
に
お
け
る

今

日
的
問
題
が
こ
の
出
産
に
お
け
る
主
体
者
の
ズ
レ
に
よ
り
、
「
産
み
や
す
さ
」
が

「
産
ま
せ
や
す
さ
」
に
変
更
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
起
き
て
い
る
。
現
代
の
産
婦
に

は
、
病
産
院
内
で
の
身
体
へ
の
自
己
決
定
権
も
、
他
か
ら
の
侵
襲
を
拒
否
す
る
権
利

も
、
さ
ら
に
緊
急
時
に
優
先
し
て
高
度
な
医
療
を
受
け
る
権
利
も
与
え
ら
れ
て
い
な

い
。

　

こ
の
よ
う
な
出
産
現
状
は
、
二
十
世
紀
直
前
の
「
産
婆
規
則
」
の
頃
か
ら
始
ま
っ

た
、
国
の
出
産
の
医
療
化
政
策
の
流
れ
が
、
医
療
化
傾
向
を
強
め
な
が
ら
現
代
へ
と

引
き
継
が
れ
た
こ
と
と
深
く
関
係
し
て
い
る
。

　
産
婦
の
身
体
は
「
自
発
的
な
出
産
活
動
を
行
う
身
体
」
で
あ
り
な
が
ら
、
産
科
医

や

助
産
師
の
指
導
に
よ
っ
て
し
か
お
産
が
進
ま
な
い
「
た
だ
の
客
体
」
の
ご
と
き
扱

い

を
受
け
た
り
、
多
く
の
正
常
産
の
場
で
、
助
産
師
職
の
存
在
が
ほ
と
ん
ど
無
視
さ

れ
、
反
対
に
、
医
者
で
あ
る
産
科
医
の
指
導
援
助
を
最
重
要
視
す
る
出
産
観
が
顕
著

と
な
り
（
お
産
に
産
科
医
が
い
な
け
れ
ば
出
産
は
危
険
だ
と
し
て
）
、
産
科
医
の
介

助
し
や
す
い
体
制
の
整
備
の
み
が
安
産
条
件
（
た
と
え
ば
、
出
産
施
設
の
集
約
化
等
）

と
目
さ
れ
る
公
的
保
健
シ
ス
テ
ム
観
等
、
産
婦
の
心
身
の
「
産
み
や
す
さ
」
が
現
代

の

出
産
の
場
で
は
ほ
と
ん
ど
無
視
さ
れ
続
け
て
い
る
こ
と
は
、
産
婦
に
と
っ
て
本
当

に
不
幸
な
こ
と
で
あ
る
。

　

出
産
習
俗
に
よ
っ
て
多
く
の
女
性
た
ち
が
聞
い
た
「
お
産
は
産
婦
の
身
体
の
自
然

の
摂
理

に
よ
っ
て
始
ま
り
、
ほ
ぼ
自
然
に
完
了
し
得
る
も
の
、
女
性
の
身
体
に
は
そ

の

能
力
が
備
わ
っ
て
い
る
」
と
い
う
真
実
の
出
産
認
識
に
基
づ
く
主
体
者
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
、
現
代
女
性
に
は
聞
こ
え
ず
、
「
産
科
医
に
た
よ
れ
ば
出
産
は
安
全
」
と
い
う

誤
っ
た
出
産
観
は
、
産
婦
自
身
の
母
胎
の
成
熟
へ
の
「
生
体
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
の
理
解

と
、
そ
の
機
能
ア
ッ
プ
の
た
め
の
自
主
努
力
と
い
う
心
身
の
成
熟
意
欲
を
欠
け
さ
せ

て
し
ま
う
。

　

そ
の
た
め
、
出
産
を
前
に
し
た
女
性
や
そ
の
夫
た
ち
が
「
わ
が
子
を
こ
の
世
に
産

み
落
と
し
、
親
に
な
る
も
の
と
し
て
今
何
を
考
え
る
べ
き
か
」
「
誕
生
し
た
子
ど
も
は
、

ど
う
育
つ
こ
と
が
大
切
な
の
か
」
等
、
親
準
備
の
哲
学
を
学
ぶ
べ
き
好
機
に
「
お
産

の

あ
り
方
を
知
っ
て
も
ど
う
し
よ
う
も
な
い
、
自
分
で
何
も
で
き
な
い
の
だ
か
ら
医

者
に
任
せ
て
お
け
ば
い
い
」
と
い
う
安
易
な
依
存
心
と
無
力
感
に
陥
り
、
出
産
が
育

児
へ
と
続
く
わ
が
子
の
大
切
な
人
生
の
入
り
口
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
さ
せ
て
し
ま

・
つ
。　

親
に
な
る
心
の
準
備
を
放
棄
さ
せ
る
出
産
観
は
、
生
ま
れ
出
る
子
に
と
っ
て
も
不

幸
な
こ
と
で
あ
る
。

四

　
夫
婦
共
同
型
出
産
習
俗
が
村
人
に
促
し
た
も
の

（
一
）
通
過
儀
礼
と
し
て

（
一
）1
一
　
男
性
に
と
っ
て
ー
村
の
若
者
に
な
る
、
夫
に
な
る
、
父
に
な
る

　
上
須
戒
で
、
妻
と
共
に
お
産
体
験
し
た
夫
た
ち
の
感
想
を
、
そ
の
流
れ
が
わ
か
る

よ
う
に
、
紙
数
の
許
す
限
り
報
告
し
た
が
、
初
め
て
、
妻
と
「
お
産
体
験
し
た
」
彼

ら
の
感
想
は
大
変
興
味
深
い
。

　
生

ま
れ
育
っ
た
時
代
背
景
が
ち
が
っ
て
い
て
も
、
明
治
生
ま
れ
の
m
θ
氏
か
ら
昭

和
生
ま
れ
の
S
⑩
さ
ん
の
夫
に
至
る
ま
で
、
女
性
の
「
産
む
」
力
の
偉
大
さ
に
感
動

し
、
出
産
と
い
う
出
来
事
の
も
つ
意
味
を
し
っ
か
り
と
見
極
め
て
い
る
よ
う
に
み
え

る
。
そ
の
体
験
か
ら
妻
と
の
真
の
夫
婦
愛
や
平
等
観
、
一
体
感
な
ど
を
感
じ
、
誕
生

し
た
子
の
生
命
の
重
さ
や
人
と
し
て
の
哀
し
み
、
そ
し
て
小
さ
な
者
へ
の
愛
の
心
を

育
て
、
愛
し
、
慈
し
み
、
育
て
る
責
任
者
と
し
て
の
、
子
の
父
親
へ
と
内
面
的
に
成

長
を
遂
げ
て
い
く
様
子
が
言
葉
の
内
に
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
の
上
「
男
が
出
産
に
参
加
し
て
は
い
け
な
い
」
と
い
う
出
産
習
俗
を
も
つ
（
筆

者
が
先
に
調
査
を
行
っ
た
）
離
島
と
、
夫
婦
共
同
型
出
産
習
俗
を
も
つ
こ
の
上
須
戒

（
山
村
）
と
で
は
、
二
度
目
か
ら
の
出
産
を
孤
独
に
＝
人
で
乗
り
切
る
」
産
婦
の

数
が
ま
る
で
違
う
。
つ
ま
り
、
夫
の
参
加
を
タ
ブ
ー
視
す
る
離
島
で
は
、
敗
戦
ま
で

初
産
だ
け
は
初
め
て
で
不
安
だ
か
ら
と
、
夫
を
排
除
し
実
母
や
姉
妹
や
と
り
あ
げ
婆

さ
ん
な
ど
身
内
の
女
性
た
ち
に
囲
ま
れ
て
坐
産
し
た
が
、
二
度
目
以
降
の
出
産
で
は
、
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大
多
数
の
産
婦
が
一
人
き
り
で
出
産
を
乗
り
切
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
離
島
の
集
落
が

密
集
し
た
居
住
型
態
で
、
大
声
で
呼
べ
ば
誰
か
が
隣
か
ら
助
け
に
来
て
く
れ
る
と
い

う
こ
と
と
、
関
係
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

し
か
し
、
孤
独
な
お
産
を
乗
り
切
っ
た
多
く
の
女
性
た
ち
が
、
「
（
身
内
や
近
隣
の

女
性

た
ち
か
ら
）
一
人
で
産
ん
じ
ゃ
い
け
ん
ぞ
、
い
つ
で
も
加
勢
に
行
っ
て
や
る
か

ら
と
言
う
て
く
れ
た
け
ど
」
と
言
い
、
さ
ら
に
続
け
て
「
自
分
の
家
の
シ
マ
イ
（
経

済
活
動
）
だ
け
で
誰
も
が
精
一
杯
1
忙
し
い
に
立
ち
働
い
と
ん
の
に
、
ワ
ー
ガ
（
自

分

の
）
お
産
で
迷
惑
か
け
ち
ゃ
い
け
ん
」
と
話
す
事
情
を
聞
く
と
、
や
は
り
、
血
の

つ

な
が
り
が
あ
っ
て
も
、
他
家
の
人
間
に
な
っ
て
い
る
自
分
が
縁
者
に
こ
れ
以
上
の

迷
惑

は
か
け
ら
れ
な
い
と
気
を
遣
っ
て
孤
独
に
お
産
し
て
い
た
こ
と
が
あ
り
あ
り
と

わ

か

る
。
孤
独
に
お
産
を
乗
り
切
ら
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
へ
の
不
安
は
、
例
え
、
一

度
お
産
を
体
験
済
み
の
産
婦
で
あ
っ
て
も
大
変
な
も
の
で
あ
り
、
か
つ
危
険
と
隣
り

合
わ

せ
の
決
断
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

と
こ
ろ
が
、
同
じ
二
度
目
で
も
上
須
戒
で
、
夫
と
共
に
初
産
を
体
験
し
た
妻
た
ち

の

そ
の
後
は
ま
っ
た
く
異
な
る
。
出
産
を
一
人
で
乗
り
切
っ
た
と
い
う
話
を
ほ
と
ん

ど
聞
い
た
こ
と
が
な
い
（
上
須
戒
で
、
一
人
で
お
産
し
た
と
話
し
て
く
れ
た
の
は
、

t
㊧
氏
の
実
母
な
ど
二
名
だ
け
）
。

　

こ
れ
ら
の
事
実
の
比
較
か
ら
、
上
須
戒
の
女
性
た
ち
が
二
度
目
以
降
で
も
常
に
夫

と
共
に
不
安
な
く
出
産
で
き
た
の
は
、
妻
が
一
人
で
耐
え
る
お
産
が
ど
れ
ほ
ど
危
険

か

を
、
参
加
体
験
に
よ
っ
て
実
感
し
た
上
須
戒
の
夫
た
ち
が
、
そ
の
後
の
出
産
で
も

常

に
妻
の
そ
ば
で
出
産
を
助
け
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
出
産
観
や
夫
婦
観
を
、
心
の
中

に

育
て
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

　
ま
た
出
産
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
夫
た
ち
自
身
が
出
生
の
根
源
を
知
り
、

生

ま
れ
出
る
生
命
の
重
さ
を
知
っ
た
こ
と
も
、
意
義
深
い
。

　
た

と
え
ば
、
S
⑩
さ
ん
の
夫
は
本
文
中
で
も
報
告
し
た
よ
う
に
、
出
産
参
加
に

よ
っ
て
わ
が
子
が
狭
い
産
道
を
潜
り
抜
け
て
必
死
で
生
ま
れ
て
く
る
様
子
や
、
生
れ

落
ち
た
後
、
赤
ん
坊
自
身
の
肺
呼
吸
に
よ
っ
て
紫
色
の
肌
が
ピ
ン
ク
色
に
変
化
す
る

様
子
を
見
て
本
当
に
感
激
し
、
「
わ
し
も
こ
う
し
て
産
ん
で
も
ろ
た
ん
か
と
涙
が
と

ま
ら
ん
か
っ
た
」
と
話
し
て
く
れ
た
。
夫
婦
で
お
産
し
た
夫
た
ち
の
多
く
が
こ
の
よ

う
な
感
慨
を
抱
い
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

　

今
回
、
上
須
戒
に
お
い
て
、
妻
と
共
に
お
産
体
験
し
た
夫
た
ち
の
感
想
を
聞
く
う

ち
に
、
彼
ら
に
と
っ
て
妻
と
共
に
必
死
で
、
産
み
落
と
そ
う
と
抱
き
あ
い
、
早
く
生

ま
れ
て
欲
し
い
と
祈
り
つ
つ
無
我
夢
中
で
腕
に
力
を
込
め
た
、
あ
の
夫
婦
共
同
の
出

産

は
、
一
人
の
若
者
か
ら
父
親
へ
の
重
要
な
通
過
儀
礼
と
な
っ
た
の
だ
と
気
付
い
た
。

ま
た
、
夫
婦
で
共
同
出
産
し
、
新
し
い
命
の
誕
生
を
夫
婦
で
見
守
る
、
こ
の
よ
う
な

習
俗
の
あ
る
村
だ
か
ら
こ
そ
、
『
明
源
農
士
道
場
』
建
設
の
必
要
性
が
村
の
大
人
た

ち
に
共
有
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
『
明
源
農
士
道
場
』
と
は
、
本
文
で
記
述
し
た
よ
う
に
、
飢
謹
に
み
ま
わ
れ
た
昭

和
初
期
の
上
須
戒
で
、
「
村
の
再
生
と
青
年
の
自
立
更
正
」
の
た
め
に
、
当
時
の
村

の

壮
年
層
が
大
変
な
財
政
負
担
を
負
っ
て
土
地
を
確
保
し
、
そ
の
後
は
、
村
人
総
出

の

絶
え
間
な
い
勤
労
奉
仕
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
道
場
で
、
特
に
、
壮
年
の
村
人
が

厳

し
い
生
活
の
真
っ
只
中
で
、
次
世
代
育
成
の
拠
点
施
設
造
り
に
心
血
を
注
ぐ
決
断

を
し
た
と
い
う
育
成
者
と
し
て
の
強
い
責
任
感
は
、
夫
婦
共
同
型
出
産
習
俗
に
よ
っ

て

わ
が
子
の
誕
生
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
命
の
重
さ
を
実
感
し
た
こ
と
に
よ
る

「親
と
し
て
の
自
覚
」
が
培
っ
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
と
こ
ろ
で
、
第
二
次
大
戦
終
了
以
前
の
村
落
社
会
に
は
年
齢
階
梯
制
や
さ
ま
ざ
ま

な
通
過
儀
礼
が
あ
り
、
若
者
に
年
齢
に
伴
う
自
覚
と
村
へ
の
愛
着
を
増
幅
さ
せ
る
行

事
が
数
多
く
用
意
さ
れ
て
い
た
。

　

た
と
え
ば
、
山
里
で
も
離
島
で
も
若
い
男
性
は
親
の
元
を
離
れ
、
若
者
同
士
で
寝

泊
ま
り
し
、
若
者
同
士
で
配
偶
者
選
び
を
す
る
こ
と
が
公
認
さ
れ
て
い
た
（
野
忽
那

島
で
は
同
じ
く
娘
宿
が
行
わ
れ
て
い
た
）
。

　
野
忽
那
島
の
男
の
子
た
ち
は
若
者
組
に
入
る
と
、
一
月
十
五
日
に
何
艘
か
の
手
漕

ぎ
の
船
に
分
乗
し
て
対
岸
の
松
山
市
三
津
港
に
乗
り
付
け
、
そ
こ
か
ら
一
気
に
小
高

い

山
の
頂
に
あ
る
五
十
二
番
札
所
の
太
山
寺
ま
で
、
全
員
で
駆
け
上
が
り
、
村
の
繁
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栄
を
祈
願
す
る
行
事
が
あ
り
、
こ
れ
は
、
こ
の
島
で
生
ま
れ
育
っ
た
男
の
子
た
ち
の

村

の
一
員
へ
の
参
入
行
事
で
あ
っ
た
。

　
現
代
の
よ
う
に
妻
が
ひ
と
り
で
医
療
施
設
内
に
隔
離
さ
れ
て
産
む
出
産
で
は
、
夫

た
ち
の
父
親
へ
の
「
移
行
を
体
験
す
る
場
」
が
な
い
。
ま
た
、
現
代
の
父
親
た
ち
に

は
、
若
者
か
ら
父
親
へ
の
通
過
を
印
象
付
け
る
社
会
的
な
制
度
や
、
身
体
変
更
儀
礼

と
し
て
の
「
父
ら
し
い
」
態
度
や
服
装
も
用
意
さ
れ
て
い
な
い
。
父
親
と
し
て
の
自

覚
を
育
む
の
は
難
し
い
。

（
一
）
1
二
　
女
性
に
と
っ
て
ー
母
に
な
る

　
女
性

た
ち
は
ト
ツ
キ
ト
ウ
カ
、
日
々
我
が
子
の
存
在
を
感
じ
な
が
ら
、
母
親
と
な

る
た
め
の
身
体
の
準
備
を
進
め
る
。
お
産
は
そ
の
総
仕
上
げ
で
あ
る
。
苦
痛
に
満
ち

た
お
産
と
の
格
闘
の
中
で
、
多
く
の
産
婦
は
、
自
分
を
最
大
限
苦
し
め
な
が
ら
、
な

か

な
か
出
て
こ
な
い
お
腹
の
中
の
わ
が
子
に
複
雑
な
気
持
ち
を
抱
き
な
が
ら
、
そ
こ

か

ら
や
っ
と
開
放
さ
れ
る
安
堵
感
で
出
産
を
終
え
、
身
二
つ
に
な
る
。
そ
の
後
、
わ

が
子
へ
の
哺
育
を
通
し
て
、
誕
生
し
た
子
の
全
面
的
な
保
護
者
へ
と
歩
み
出
し
て
い

く
。
つ
ま
り
、
出
産
は
娘
か
ら
母
親
へ
の
通
過
儀
礼
で
あ
る
。

　
ま
た
、
伝
統
的
な
村
社
会
で
は
妊
産
婦
に
さ
ま
ざ
ま
な
習
俗
を
用
意
し
て
、
心
の

底
か
ら
母
に
な
る
こ
と
を
促
し
て
い
た
。

　
た
と
え
ば
、
妊
娠
末
期
の
妊
婦
を
、
叔
父
や
叔
母
が
「
ヨ
ン
デ
ヤ
ル
」
と
い
っ
て

自
宅
に
招
待
し
、
ご
馳
走
を
ふ
る
ま
う
と
い
う
習
俗
が
、
私
が
訪
ね
た
瀬
戸
内
の
伊

吹
島
で
も
上
須
戒
で
も
行
わ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
習
俗
を
「
お
産
の
時
、
力
が
つ
く

よ
う
に
と
、
ヨ
ン
デ
く
れ
た
」
と
産
婦
た
ち
は
説
明
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
そ
の
習
俗
は
も
う
す
ぐ
母
に
な
る
こ
と
を
妊
婦
の

心
に

強
く
印
象
付
け
、
母
と
い
う
ス
テ
イ
タ
ス
へ
の
移
行
（
通
過
）
を
心
に
準
備
さ

せ

る
た
め
の
儀
礼
で
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
伝
統
的
な
出
産
習
俗
を
点
検
し
て
み
る
と
、
こ
の
通
過
儀
礼
的
側
面
が
大
変
充
実

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
だ
前
段
階
に
い
る
女
性
た
ち
を
さ
ま
ざ
ま
な
儀
礼

に
よ
っ
て
心
身
ま
る
ご
と
で
次
の
段
階
へ
と
移
行
さ
せ
る
、
社
会
そ
の
も
の
が
行
う

出
産
準
備
教
育
と
い
っ
て
も
い
い
だ
ろ
う
。

　
要
約
す
る
と
、
妊
婦
に
な
っ
た
女
性
た
ち
は
、
身
内
の
女
性
た
ち
か
ら
伝
授
さ
れ

る
お
産
体
験
談
や
村
落
共
同
体
の
出
産
観
か
ら
、
出
産
の
実
体
を
知
り
、
妊
娠
中
の

諸
儀
礼

に
よ
っ
て
「
産
み
落
と
す
気
」
で
お
産
に
臨
み
、
出
産
に
よ
っ
て
わ
が
子
と

出
会
い
、
母
子
で
濃
密
な
産
後
の
サ
ン
ヤ
（
習
俗
）
時
間
を
過
ご
す
間
に
心
身
共
に

完
全
な
「
母
に
な
っ
た
」
の
で
あ
る
。

　
血
の

ケ
ガ
レ
を
祓
う
儀
礼
と
し
て
先
述
し
た
、
魚
島
な
ど
の
産
後
の
サ
ン
ヤ
習
俗

は
娘
が
母
親
へ
と
心
身
と
も
に
変
化
す
る
決
定
的
な
通
過
儀
礼
と
な
っ
て
い
る
。

　
上
須
戒
で
は
サ
ン
ヤ
と
い
う
言
葉
そ
の
も
の
は
聞
か
れ
な
か
っ
た
が
、
産
後
約
三

週
間
、
古
く
は
別
火
習
俗
に
よ
り
、
ま
た
そ
の
後
は
産
後
の
ビ
ア
ケ
ま
で
、
美
や
姑

な
ど
の
援
助
に
よ
っ
て
自
宅
内
で
生
活
し
、
畑
仕
事
な
ど
の
外
働
き
（
本
格
的
な
労

働
）
へ
の
復
帰
は
制
約
さ
れ
、
免
除
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
魚
島
な
ど
に
お
け
る
サ

ン

ヤ
習
俗
の
山
里
版
と
い
っ
て
も
い
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（二
）
習
俗
の
も
つ
威
力
－
村
人
の
命
を
守
る
「
公
的
」
監
視
力
－

　
出
産
習
俗
の
果
た
す
役
割
と
し
て
「
公
的
」
監
視
の
力
が
大
き
い
こ
と
も
痛
感
し

た
。　

上
須
戒
で
は
産
後
約
三
週
間
、
産
婦
を
畑
仕
事
な
ど
の
本
格
労
働
に
は
就
か
せ
な

い

習
俗
に
よ
る
制
約
が
あ
る
こ
と
は
前
述
し
た
が
、
そ
の
体
験
に
つ
い
て
S
①
さ
ん

は
「
姑
は
わ
が
ま
ま
し
放
題
の
人
で
産
後
も
悩
ま
さ
れ
ま
し
た
が
、
さ
す
が
に
、
畑

仕
事
に
行
け
と
ま
で
は
言
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
ん
な
時
期
（
産
後
三
週
間
以
内
）

に
嫁
を
働
か
し
た
ら
、
村
の
人
に
笑
わ
れ
ま
す
け
ん
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

　

S
①
さ
ん
た
ち
、
第
二
次
大
戦
直
後
を
若
嫁
と
し
て
生
き
た
女
性
た
ち
は
、
本
文

で
ふ
れ

た
よ
う
に
戦
争
で
膨
れ
上
が
っ
た
姑
の
、
ど
の
よ
う
な
無
理
を
も
押
し
通
し

嫁

を
人
間
扱
い
し
な
い
支
配
意
識
に
、
つ
ら
い
新
婚
生
活
を
送
っ
た
女
性
が
多
い
。

S
①
さ
ん
の
姑
も
そ
の
一
人
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
そ
の
よ
う
な
人
で
さ
え
も
地
域
の
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習
俗
の
あ
り
方
に
は
逆
ら
え
な
か
っ
た
。
家
族
内
で
は
強
い
者
勝
ち
で
傍
若
無
人
な

振

る
舞
い
も
平
気
だ
が
、
近
隣
の
人
々
に
非
人
道
的
姑
だ
と
「
笑
わ
れ
る
」
こ
と
は

こ
わ
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
上
須
戒
の
産
後
習
俗
は
、
各
家
庭
内
の
支
配
被
支
配
関
係
か
ら
発

生

す
る
ど
う
し
よ
う
も
な
い
非
人
間
的
振
る
舞
い
を
押
し
と
ど
め
、
弱
い
立
場
に
置

か

れ

た
人
々
の
生
命
の
大
切
さ
を
監
視
す
る
役
目
を
果
た
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。　

田
舎
の
わ
ず
ら
わ
し
さ
を
厭
い
都
会
の
自
由
さ
に
あ
こ
が
れ
た
一
九
六
〇
年
代
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
と

筆
者
た
ち
の
若
い
発
想
に
、
大
正
初
期
生
ま
れ
の
親
た
ち
が
連
発
し
た
「
他
人
に
笑

わ
れ
る
」
と
い
う
行
動
制
限
。
習
俗
は
人
権
や
平
等
感
の
な
い
時
代
の
「
公
的
」
監

視
力
と
し
て
、
地
域
内
の
弱
い
立
場
の
村
人
の
命
を
も
守
っ
た
も
の
で
も
あ
っ
た
。

五
　
い
い
お
産
へ
の
展
望
ー
普
遍
的
な
「
安
産
」
を
目
指
す
民
俗
の
視
線
－

（
一
）
出
産
の
実
像

　
出
産
と
は
、
成
熟
し
た
胎
児
か
ら
の
ホ
ル
モ
ン
の
発
出
に
よ
っ
て
母
体
の
脳
下
垂

体
が
刺
激
さ
れ
、
脳
下
垂
体
か
ら
の
生
理
的
指
令
に
よ
っ
て
、
成
熟
し
た
胎
児
を
体

外

に
排
出
す
る
た
め
の
子
宮
収
縮
機
能
が
稼
動
（
陣
痛
と
し
て
知
覚
）
し
始
め
る
こ

と
、
さ
ら
に
そ
の
後
、
母
体
に
備
わ
っ
た
分
娩
に
関
わ
る
全
て
の
生
理
機
能
が
フ
ル

稼
働

し
、
「
い
き
み
」
と
い
う
母
体
の
自
主
努
力
も
加
わ
っ
て
、
胎
児
を
母
体
外
に

産
み
落
と
す
身
体
現
象
で
あ
る
（
詳
細
は
「
子
ど
も
を
産
む
」
）
。

　
従
っ
て
、
「
出
産
」
と
は
身
体
の
機
能
そ
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
働
き
そ
の
も
の

で
も
あ
る
。
そ
の
た
め
、
「
安
産
」
す
る
に
は
産
婦
が
何
よ
り
も
ま
ず
、
胎
内
の
胎

児
を
ト
ツ
キ
ト
ウ
カ
を
か
け
て
十
分
に
成
長
さ
せ
る
こ
と
、
そ
の
後
に
身
体
を
リ

ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
、
心
を
ゆ
っ
た
り
と
安
心
さ
せ
て
身
体
機
能
が
も
つ
生
理
的
出
産
力

を
十
分
に
発
揮
で
き
る
出
産
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
で
あ
る
。

（
二
）
現
代
女
性
の
産
み
方
は
「
生
き
方
」

　

と
こ
ろ
で
現
代
の
女
性
た
ち
は
、
ど
の
よ
う
な
カ
タ
チ
で
お
産
し
た
い
と
望
ん
で

い

る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ま
で
に
筆
者
が
実
際
に
聞
い
た
妊
産
婦
の
声
を
あ
げ
て
み

る
と

●

「
と
に
か
く
設
備
の
整
っ
た
病
院
で
、
産
婦
人
科
医
に
診
て
も
ら
い
た
い
。
そ
れ

　

な
ら
難
産
に
な
っ
て
も
大
丈
夫
だ
し
、
病
院
な
ら
小
児
科
医
が
い
る
か
ら
赤
ち
ゃ

　

ん
に

何
か

が
あ
っ
て
も
安
心
」

●

「
陣
痛
が
来
た
ら
一
人
で
助
産
院
に
行
く
つ
も
り
。
子
ど
も
は
、
誰
が
い
て
も
…
、

　

反
対
に

誰
が
い

な
く
て
も
、
生
ま
れ
る
時
が
来
た
ら
生
ま
れ
る
ん
だ
か
ら
」

●

「
住
み
慣
れ
た
自
宅
で
助
産
婦
さ
ん
に
来
て
も
ら
っ
て
産
み
た
い
。
お
産
は
こ
の

　
世

に
新
し
い
命
を
送
り
出
す
大
切
な
場
、
障
害
が
あ
ろ
う
と
無
か
ろ
う
と
大
事
な

　
命
。
人
生
の
第
一
歩
は
母
親
の
私
だ
け
で
な
く
父
親
も
き
ょ
う
だ
い
た
ち
も
み
ん

　

な
で
迎
え
て
あ
げ
る
べ
き
だ
と
思
う
の
」

●

「
豪
華
な
部
屋
で
、
産
後
は
フ
ラ
ン
ス
料
理
の
フ
ル
コ
ー
ス
の
で
る
産
婦
人
科
医

　
院
が
い

い
。
一
生
に
何
度
と
無
い
一
大
イ
ベ
ン
ト
だ
か
ら
、
そ
の
と
き
ぐ
ら
い
豪

　
華
で
リ
ッ
チ
な
気
分
を
味
わ
い
た
い
」

●

「
医
者
や
助
産
婦
さ
ん
に
翻
弄
さ
れ
る
お
産
は
コ
リ
ゴ
リ
。
上
の
子
は
実
家
に
預

　

け
て
、
自
宅
で
夫
と
二
人
だ
け
で
産
む
つ
も
り
。
母
体
の
健
康
に
も
注
意
し
て
き

　

た
し
、
出
産
に
つ
い
て
は
夫
と
一
生
懸
命
に
勉
強
し
て
き
た
か
ら
大
丈
夫
と
思

　
う
」

●

「本
当
は
自
宅
出
産
が
い
い
け
ど
、
実
家
の
父
母
が
心
配
し
て
大
反
対
す
る
か
ら
、

　
助
産
院
で
夫
と
産
み
た
い
。
出
産
は
自
分
で
が
ん
ば
る
し
か
な
い
の
に
、
医
者
は

　
産
婦
の
言
う
こ
と
な
ん
か
聞
い
て
く
れ
な
い
か
ら
パ
ス
、
助
産
婦
さ
ん
が
い
れ
ば

　
い

い
。
も
し
、
何
か
が
あ
っ
て
も
助
産
院
は
医
者
と
提
携
し
て
い
る
か
ら
大
丈

　
夫
。
」

●

「
帝
王
切

開
が
絶
対
い
い
1
麻
酔
で
眠
っ
て
る
間
に
生
ま
れ
て
痛
い
こ
と
な
い
し

　
保
険
が
効
い
て
お
金
も
安
い
し
、
得
じ
ゃ
ん
」

等
々
：
：
：
。
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こ
う
し
て
み
る
と
、
妊
産
婦
の
描
く
「
安
産
」
像
は
、
非
常
に
多
様
で
、
個
々
人

の
人
生
で

培
っ
て
き
た
も
の
の
見
方
や
身
体
観
と
密
接
に
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。

（
三
）
現
代
の
お
産
情
報
に
欠
け
る
普
遍
的
生
理
的
出
産
像

　
現
代
の
お

産
情
報
の
致
命
的
な
欠
陥
は
、
民
俗
の
場
の
出
産
習
俗
と
は
反
対
に
、

出
産
が
「
産
み
落
と
す
」
た
め
の
身
体
の
活
動
で
あ
る
と
い
う
事
実
を
、
当
事
者
で

あ
る
妊
産
婦
に
納
得
さ
せ
る
情
報
や
情
報
を
伝
達
す
る
シ
ス
テ
ム
が
な
い
こ
と
で
あ

る
。　

そ

の

た
め
、
産
婦
が
産
む
人
と
し
て
お
産
を
自
ら
の
側
に
引
き
寄
せ
、
そ
の
あ
り

方
を
十
分
に
吟
味
し
、
お
産
に
向
か
っ
て
前
向
き
に
努
力
し
よ
う
と
す
る
意
欲
を
湧

か
せ

な
い
。
ま
た
、
分
娩
・
誕
生
に
お
け
る
大
自
然
の
素
晴
ら
し
い
働
き
（
絶
妙
な

身
体
の
生
理
的
な
働
き
）
を
知
ら
な
い
か
ら
、
親
に
な
る
人
々
の
「
親
に
な
る
心
」

が
育
ま
れ
な
い
。
こ
れ
ら
は
出
産
現
状
の
大
変
危
険
な
部
分
で
あ
る
。

　
お
産
が
医
療
に
取
り
込
ま
れ
て
以
来
、
産
む
人
も
助
産
専
門
家
も
、
「
出
産
に
よ
っ

て

親
に
な
り
、
親
と
な
っ
た
こ
と
で
、
子
の
育
児
へ
と
踏
み
出
す
『
親
と
し
て
の
自

覚
』
の
覚
醒
が
促
さ
れ
る
」
と
い
う
、
心
の
中
の
親
性
形
成
の
順
序
を
忘
れ
て
し
ま
っ

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（四
）
出
産
習
俗
が
描
く
地
域
に
根
ざ
し
た
普
遍
的
「
安
産
」
像

　
各
地
の
出
産
習
俗
は
、
「
産
み
落
す
」
と
い
う
身
体
現
象
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か

と
の
説
明
そ
の
も
の
で
あ
り
、
離
島
で
、
あ
る
い
は
山
里
で
「
安
心
し
て
無
理
な

く
安
全
に
産
む
」
に
は
、
ど
の
よ
う
な
生
理
に
根
ざ
す
ど
の
よ
う
な
出
産
環
境
が
必

要

な
の
か
を
妊
産
婦
本
人
に
理
解
さ
せ
、
妊
産
婦
を
取
り
巻
く
人
々
に
も
そ
の
情
報

を
伝
え
、
村
人
全
員
が
産
婦
が
主
体
的
に
産
む
し
か
な
い
こ
と
を
気
付
き
納
得
す
る

も
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
出
産
後
は
娘
か
ら
母
親
へ
、
男
性
に
は
若
者
か
ら
父
親
へ
の
移
行
を
実
感

さ
せ
る
習
俗
が
具
体
的
に
内
包
さ
れ
、
村
落
共
同
体
の
人
々
に
、
出
産
と
は
産
婦
が

村
の
次
世
代
構
成
員
を
産
む
こ
と
で
あ
り
、
母
子
を
護
り
養
護
す
る
こ
と
は
村
落
共

同
体
員
全
員
の
責
務
だ
と
の
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
示
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
思
え
た
。

し
た
が
っ
て
、
離
島
や
山
里
の
民
俗
に
お
け
る
妊
産
婦
た
ち
は
、
出
産
に
は
心
の
そ

こ
か
ら
自
分
が
「
産
む
気
」
と
「
親
に
な
る
気
」
を
も
っ
て
臨
ん
で
い
た
し
、
当
然
、

自
分
の
身
体
は
生
理
的
に
そ
の
よ
う
に
働
く
機
能
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
想
像
で
き

て

い
た
は
ず
で
あ
っ
た
。

．
と
こ
ろ
が
民
俗
の
視
線
か
ら
見
る
と
、
現
代
日
本
の
出
産
保
健
シ
ス
テ
ム
は
ま
っ

た
く
実
体
と
正
反
対
で
、
「
医
療
を
遍
く
受
け
ら
れ
る
幸
せ
を
享
受
し
、
少
し
で
も

不
安
な
こ
と
が
あ
れ
ば
す
ぐ
に
産
科
医
の
門
を
叩
け
、
素
人
判
断
し
て
ト
キ
を
失
う

な
」
と
、
妊
産
婦
に
強
く
促
し
て
い
る
。
自
身
の
身
体
感
覚
か
ら
今
出
産
が
ど
の
よ

う
な
状
況
に
あ
る
か
を
自
覚
的
に
判
断
し
た
り
確
信
し
た
り
す
る
妊
産
婦
の
「
安
産

へ
の
感
覚
力
」
を
否
定
し
、
知
覚
す
る
力
の
育
成
努
力
を
無
視
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
私
た
ち
の
身
体
が
も
つ
生
理
的
な
「
産
む
」
機
能
を
過
小
評
価
し
、
分

娩
が
生

ま
れ
落
ち
る
子
と
母
胎
の
生
理
的
な
働
き
の
絶
妙
の
相
互
作
用
に
よ
っ
て
進

行
す
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
状
況
変
化
を
誰
よ
り
も
最
初
に
、
自
身
の
身
体
を
通
し

て

感

じ
取
る
体
感
的
感
覚
知
識
（
た
と
え
ば
、
誕
生
間
近
い
陣
痛
の
痛
み
・
民
俗
で

は
「
し
き
り
」
と
表
現
し
た
感
覚
）
の
知
覚
を
沈
黙
さ
せ
て
、
産
科
医
や
助
産
婦
が

た
だ
妊
産
婦
の
身
体
の
外
側
か
ら
触
診
や
産
科
機
器
だ
け
で
分
娩
進
行
を
判
断
す
る

の

は
「
半
分
以
下
の
事
実
」
で
全
体
を
判
断
す
る
こ
と
で
あ
り
、
非
常
に
危
険
な
こ

と
で
あ
る
。

　

医
学
の
進
歩
に
幻
惑
さ
れ
た
出
産
現
状
を
、
「
産
む
人
」
の
目
で
取
り
戻
し
、
身

体
の
パ
ー
ツ
と
し
て
の
子
宮
や
産
道
の
生
理
的
な
出
産
現
象
と
し
て
の
分
娩
を
、
そ

の
心
身
で
「
産
み
落
す
」
に
は
ど
の
よ
う
な
生
理
的
連
携
が
必
要
で
、
産
婦
の
想
像

力
や
身
体
感
覚
を
ど
の
よ
う
に
研
ぎ
澄
ま
せ
ば
い
い
の
か
。
そ
れ
ら
を
自
覚
的
に
摸

索
で

き
る
よ
う
、
妊
産
婦
た
ち
の
出
産
に
対
す
る
体
感
的
知
覚
知
識
へ
の
理
解
や
、

納
得
度
を
深
め
、
「
親
に
な
る
こ
と
」
へ
の
心
の
成
長
を
ま
ず
、
社
会
全
体
で
支
援
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す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

そ
の
た
め
に
、
離
島
や
山
里
で
血
縁
・
地
縁
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
援
助
さ
れ

た
、
産
婦
主
体
の
出
産
習
俗
の
知
恵
を
、
も
っ
と
広
範
囲
に
掘
り
起
こ
し
、
現
代
の

人
々

に
、
本
論
文
で
提
示
し
た
「
夫
婦
共
同
型
出
産
習
俗
の
詳
細
」
な
ど
の
よ
う
に

「
民
俗
社
会
の
普
遍
的
な
安
産
へ
の
視
線
」
を
、
出
産
現
状
の
改
善
を
映
す
鏡
と
し

て
届
け
た
い
と
思
う
。

謝
辞
　
本
稿

に
初
期
段
階
で
暖
か
い
ご
指
導
を
い
た
だ
い
た
故
藤
岡
喜
愛
甲
南
大
学
教
授

（当
時
）
、
ま
た
、
筆
者
に
こ
の
場
へ
の
投
稿
の
機
会
を
与
え
、
励
ま
し
て
く
だ
さ
っ

た
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
新
谷
尚
紀
教
授
、
そ
し
て
何
よ
り
も
、
筆
者
を
暖
か
く

受
け
入
れ
て
出
産
体
験
を
語
り
、
調
査
に
惜
し
み
な
い
協
力
を
い
た
だ
い
た
上
須
戒

の
皆
様
方
、
こ
こ
に
心
か
ら
の
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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〇
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図3～6

し

R▼

図4

図6

上須戒における夫婦共同型出産スタイル

共同出産の方法をわかりやすくするため産婦は着衣無しで描いた
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表1　主たる調査対象地における1945年頃までの出産習俗のありかたく離…島や海辺の村〉

調査地名 魚島 岡村島（農業者のあり方） 野忽那島

立地 瀬戸内の燧灘（ひうちなだ）に浮かぶ孤島
瀬戸内、芸予諸島（げいよしょとう）の中

の小島
忽那諸島（くつなしょとう）の中の小島

面積 1．46平方km 2．95平方km 0．9平方km

出産観
「男がいるとお産は難しくなる」

一人で産むな

「男がいるとお産は難しくなる」

人を寄せずに産むのが誉れ

「男がいるとお産は難しくなる」一人で産むな

居住性 平坦地が少なく密集して暮らす
南西部では少し水田耕作

南東部に住居が密集

平坦地がほとんどなく、西側に開けた海

沿いに暮らす

お産ネットワーク
実家の母親や姉妹など血縁や近隣女性の

互助
実家の母親や姉妹など血縁女性や姑

実家の母親や姉妹など血縁や近隣女性の

互助

生業

戦前は船団を組んで朝鮮半島周辺で漁業

朝鮮に住みつく島民もいたが敗戦で帰島

戦後は島の周辺で夫婦漁業をしている島

民が多い

農業地域（アゲブン）と漁業地域（オキブ

ン）に分かれ、両地域の間にはほとんど付

き合いはない

オキブンは経済的に豊かだが、アゲブン

のほうが、政治的優位性が高く、島の村

長などの要職や行政の職員はアゲブンの

人々が占めていた

戦後はみかん生産で農業経済も好調にな
る

島が小さいため昔から海外への出稼ぎも

多く、ハワイで日系人として成功した島

民もいた

また、海外移民も盛んであった。国内向

けでは行商（伊予耕の縞売り）が盛んで、

盆正月以外は島にいない島民が多かった

中国地方や京阪神に別宅を構え、離婚す

る人もいた

自宅用に魚を取り、娘たちは伊予緋の機

織りで稼いだ

食料自給
米はなし　麦、さつま芋、とうもろこし、

野菜など自給

米、麦、さつま芋、とうもろこし、野菜な

ど島内で自給

米はなし　麦、さつま芋、とうもろこし、

野菜など自給

月経時などの習俗
昔、テンノーカと呼ばれる月経時の共同

小屋があったが、今は無い

娘宿　若者宿 若者宿のみあり 14歳以上　娘宿　若衆宿

若者の恋愛

村の若者同士の恋愛感情や関係を公認

し、ゲンサイとしてカップルは公認され

た　恋愛で結婚することが普通だったと

楽しげに話してくれた

農業者の社会は封建的雰囲気が強いと感

じた

父母の力が強く、女性が妊娠していても、

親の意にそぐわない相手なら、息子たち

を泣く泣く別れさせた

駆け落ちや未婚のままの出産などもあっ
た

娘宿などでの若者同士の結びつきは一生

涯の親友として結婚後や高齢者になった

現在も続いていた

若者の恋愛はカップルとして公認された

若い頃の楽しかった恋愛時代の話を女性

たちは生き生きと話してくれた

初婚の形態
通い婚（妻問い婚）

子どもが生まれたら法律婚（入籍）

家同士で決める　親が決めた嫁でも、同

居後気に入らなければ、離婚させる

お産情報

体験情報が母親や姉妹、祖母や近隣の女

性たちから「痛くなったら女の身体は産

めるように出来ている」と

体験情報が母親や姉妹、祖母や近隣の女

性たちから「痛くなったら女の身体は産

めるように出来ている」と

近隣に住む巧者なおばさんに身体の不調

は尋ねたら教えてくれる「痛くなったら

女の身体は産めるようにできている」と

体感的お産情報
「働け働け」胎児が太りすぎると難産に

なる

「働け働け」胎児が太りすぎると難産に

なる

「働け働け」胎児が太りすぎると難産に

なる

シキリが来ると本当のお産になる

出産が近づくと筋ガサス

妊娠中の生活
お産したら働けなくなるので普段よりよ

く働いた

お産したら働けなくなるので普段よりよ

く働いた

お産したら働けなくなるので普段よりよ

く働いた

妊娠中　腹帯
腹帯は夜間、子の太り過ぎを心配し昼間

よりきつく巻く

腹帯は夜間、子の太り過ぎを心配し昼間

よりきつく巻く

腰を冷やすな

腹帯は夜間、子の太り過ぎを心配し昼間

よりきつく巻く

真っ赤なハナドメ木綿

誕生を前にして

赤ちゃん用衣類の

　　　準備

赤ギモン（新生児用着物）赤ちゃん用蒲団

ウブ嬬絆と赤ギモン

襟の背縫いのところ（チリゲ）に小豆粒

12～13粒を入れた背守りをつける

陣痛を強める 入浴 入浴 入浴

お産の場
住み慣れた夫婦の納戸の土間（後に畳の
上）

夫婦の部屋（納戸）の畳をあげ、竹で編ん

だ「ざなご」の上で

方角の占いができる人にお産に最適な場

所を決めてもらう（明き方や家相に関係）

古くは畳を上げて床板上で（1925年頃か

ら畳の上で）

お産の座の整え方

むしろを二つ折りにして敷きその上に米

俵の俵を敷く

洗濯済みぼろ布や油紙を敷き、その上に

つくばんで坐る

熱湯消毒したポロ布を収集して置き、下

側には洗って使えるぼろ布　上には使い

捨てのポロ布を敷く　産婦はその上にほ

ぼ正座に近い姿勢で坐る

カラの米俵を産俵として敷き、その上に

熱湯消毒したポロ布、さらにもう1枚広

い布を広げた上に、産婦はほぼ正座に近

い姿勢で坐る
1920年頃以降
畳の上でお産

敷き蒲団の上に大蒲団を四つ折にして置

き、坐って蒲団に抱えついて産む（草木の

灰の特製座布団）
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調査地名 魚島 岡村島（農業者のあり方） 野忽那島

最初から嫁入り婚

古くは同居前（通い婚）の妊娠出産。実家 「シメシの誉れ」といい、産婦の傍には極 古くは同居前（通い婚）の妊娠出産

初妊娠　初産 で暮らし、実家の女性たちに囲まれ、援助 端に少ない女性援助者しかいない 実家で暮らし、実家の女性たちに囲まれ、

されて安心して産む とらげ婆さん（呼ぶときは個人名）は実 援助されて安心して産む

母、姑が多い

お産姿勢

とり上げ婆さんが後ろから産婦を抱きし

める　坐産　立産　四つんばい産など、

母たちの体験談から産婦が決める

坐産　立産など　母や近隣女性たちの体

験談から産婦が自由に決める

とり上げ婆さんに産婦が抱きついてお産

坐産　立産　四つんばい産など、母たち

の体験談から産婦が決める

お産の援助

とり上げ婆さん（呼び名は個人名）や母親

や祖母、姉妹など血縁の女性たちが傍に

ついて援助

産婦が遠慮するから、夫や姑はお産の場

にいてはいけない（二人目からはお産の

状況もわかり、誰もが自分の暮らしに精

一杯だから、血縁や地縁女性の支援を頼

まないで、一人で産み、その後大声で隣人

を呼んだり、また、上の子に呼びに行かせ

る　「一人で産むな」と言われている

1．援助者が2人いるとき

　　産婦の前は抱きつかれ役

　産婦の後は「後押し」役

2，援助者が1人のとき

　産婦の後ろから「後押し」役

3，援助者がいないとき

　産婦はやまとこたつなどに抱きつ

　　き、自身のかかとで「後押し」する

　＊「後押し」というのは後方から肛門部

　や会陰部の保護を目的に、その部位

　　を押さえる事

とり上げ婆さん（呼び名は個人名）や血縁

の女性、母親、姉妹のみが傍について援助

娘宿の仲間も助け合う

血縁や地縁の高潔で巧者な女性で人望が 血縁や地縁の高潔で巧者な女性で人望が

とりあげ婆さん
ある

とりあげた子を守る第2の親として生涯
血縁や地縁の高潔で巧者な女性

ある

とりあげた子を守る第2の親として生涯

敬愛を受ける 敬愛を受ける

（トリアゲの報酬） 女性同士の互助として無報酬 身内以外なら、物品少々 女性同士の互助として無報酬

産ジーさん

産バーさん

体験的な知識で助産の下働きをする

報酬はその時の食事や物品少々

事故で家族を失った女性の救済として助

産の下働きを任せる

報酬は物品少々

産後の特別食
産したら米：白米飯（粥）、ちぬ（魚）や餅

入り味噌汁
産したら米：白米飯（粥） 産したら米：白米飯（粥）

弛緩性出血死の多発

出産は比較的軽く済むのに、出産後の子

宮収縮不全による大出血で亡くなる産婦

お産時の異常 が大変多く、出産は非常に恐れられてい

た＊島での産前の労働の厳しさと栄養摂取

の少なさが母体の死亡を招いたようだ

2度目以降の出産 一人で産んだ後、人を呼ぶ 一人で産んだ後、人を呼ぶ 一人で産んだ後、人を呼ぶ

1910年頃のサンヤ体験では、出産直後ま

ず、数粒の生米を噛む

お産直後に畳が敷き戻され、その上に敷

き蒲団を敷いて、敷いた蒲団の上に4つ

舅姑と同居する嫁が出産する場合の習俗 折の大蒲団を載せ、その蒲団にもたれ、足

で、実家の親があらかじめ出産する娘の を投げ出したり、正座したりして坐る

ために、縁者の家の離れなどを借りてお 産後15日間、授乳・オムツ替え・自分の

き、母親になった女性が生まれたばかり 排泄以外坐り続ける

の子どもをつれて移る 1920年頃は3日間となり、1930年代には

サンヤ（産屋） そこで40日～50日（長い場合は75日） 廃れた

身体が回復するまで、食事の世話や、汚れ 「子宮が整うこと」が目的だという。サン

物の洗濯など、実母や姉妹などの全面的 ヤ体験者のMさんは、サンヤは食事の世

な援助を受けて過ごす 話や、汚れ物の洗濯など、母親や姉妹など

サンヤを「極楽」「人生の花」などと女性 の全面的な支援を受けなければできない

たちは表現し感謝している 習俗で、本人は、その習俗を行えたために

健康が維持されたと感謝している

⑳産後2日から一週間、乾燥させた大根葉
の煮汁で腰湯

海に入って身を清める

サンヤの終了 終い風呂で身を清める

何もないときは腰湯をする

嫁の立場は低く、誰の助力もなく、出産直

産後の生活
後から自分で炊事し、新生児や上の子の

面倒をみなければならない女性が多かっ

た
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表2　主たる調査対象地における1945年頃までの出産習俗のありかたく山里・上須戒〉

大洲市上須戒
調査地名

産婦　　　　　　　　　　　　　　　　　産婦の夫

立地
市内中心部から17kmほど山へ入った山里
　　　標高150m～300mの山地

面積 17．86平方km

出産観 「男がいないとお産は難しくなる」として、夫も必ず付き添う

居住性
山麓や谷間に家々が点在していて、大声で話しかければ会話はできるし、話し声も聞こえるが、

家と家との距離が山や谷に阻まれて1km以上も離れていることは珍しくない

お産ネットワーク お産時は家族内で助け合う　隣家は遠すぎて頼れないことが多い

生業 小面積の水田耕作と、山麓での畑作、炭焼き、雑木林の切り出しと運搬　一時期養蚕が盛ん

食料自給 米は村全体でも少量　麦、さつま芋、とうもろこし、野菜などは自給

月経時などの習俗
「赤不浄は黒不浄ほど厳しくはない」という言i葉を聞いた

娘宿　若者宿 欝膿織：岬下寺で住顧繍糠畿繕瓢
若者の恋愛

若者同士の自由恋愛は多くの家庭で認められていたし、若い男性が好きな女性の部屋に泊まっ
ていくことも誰も変に思わなかった。そのようにしてカップルが生まれ結婚した

初婚の形態
婚姻後、あるいは同居後は、まず針刺し鏡台等の身の回り道具だけを持参し、2～3年たって夫
婦の継続が決まった後に、タンス長持などの大きな嫁入り道具を婚家に運んだ

体験的お産情報

騰難繊瓢燃顯躍閨震産介助の仕方は父や臥あ・いはお産を体験
毛漂語・女の体は産め・・うにでき…鱈欝遷罐どから’「妻が初産を

妊娠中の生活
ぽ・た・剛なくなるので普段・り・く働i欝麟鑑認麟㌶

妊娠中　腹帯

腹帯は夜間、子の太り過ぎを心配し昼間よりきiつく巻く

　誕生を前にして
赤ちゃん用衣類の準備

生まれる前から衣類を縫っておくと元気な子に育たないと忌まれていたので、生まれた子はポ
ロ布に包んでおいて、お産直後から母親がねじり鉢巻で縫う

陣痛の発来

陣痛を強める

藷瀦蕊τ㌫蒜蕊綴罐i離｛iし理議鐘膿奪蓼舗畠
瓢案慮露㌫！諜働’て水i瑠纏綴繁わり」等を祓ってもらう

死者の湯灌をして、その水を床下に流して捨てられる構造をした部屋を産室とした家もあっ
た。お産の汚れた水も、生まれた子の沐浴の水もその床下に流した

お産の座の整え方
およびお産の場

難産除けのまじない

多くの家庭では夫婦の部屋（納戸）を産室とし、畳をあげ、竹で編んだ「すのこ」の床の上に産俵

や柔らかい粗コモを敷き、その上に清潔なポロ布を敷いてお産の座を整えた

1920年以降は畳の上でお産した

塩釜様の掛け軸をかける　焼き塩を祀る

初妊娠　初産
家族、特に夫は産婦の全てにわたって気を配り、必ず傍にいて産婦が安心してお産できるよう

に心がける　夫婦共同で出産

お産姿勢
夫に後ろから抱えてもらい、陣痛に合わせて鳩尾のあたりを強く抱きしめてもらい、夫婦で一
緒に産む
産ジーさんに抱えてもらい夫と3人でお産する夫婦もいた（図3～図6）

お産の援助
夫だけでなく舅や姑など家族全員で出産を援助した
また、男女を問わず齢の大きな子どもも湯を沸かしたり、母の安産のために祈ったりして手
伝った
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大洲市上須戒
調査地名

産婦　　　　　　　　　　　　　　　　　産婦の夫

とりあげ婆さん

（トリァゲの報酬）

「年寄りの女は留守にするな」といわれたというから、姑は嫁のお産に気を配れということであ

ろうトリアゲバアサンの役割の女性の存在は聞かれなかった
トリアゲバアサンは女性のみのネットワークにおけるお産の場の守護者で、家族全員の援助が

当然視される地域では存在する必要が無かったのではないか

　産ジーさん
　産バーさん
およびその報酬

産ジーさんといわれたSさんは母親が産バーさんで、その供をして一緒にお産援助に行くうち
に、見よう見まねで助産の仕方を学び、母が亡くなった後は一人でお産援助の下働きをした

報酬はその時の一回の食事くらいであった
産バーさんもいたが産ジーさんのほうが腕がいいと重宝がられたようだ

産後の特別食 産したら米：白米飯（粥）　乾燥したサトイモの芋茎（ズイキ）や餅を入れた味噌汁

お産時の異常 そのような事例は聞かれなかった

2度目以降の出産 大多数の産婦が夫と共に出産した

サンヤ

産後21日間別火で過ごしケガレ祓いをする
産後1週間は土間で別火で炊いてもらい、2週i

r呈蹴船鵠惣晶誌家鰍i　　　不明
灘徽罐鑑慧塩当羅していなかった

サンヤの終了

鷲纈纂覧霊繋聖ゐ全i通常の生活に帰った

産後の生活

産後21日間は本格的な労働（畑仕事などの外i働き）への復帰は免除されていた

表3　主たる調査対象地における1945年頃までの出産習俗のありかたく山里・西土佐〉

四万十市西土佐（旧西土佐村）
調査地名

江川崎地区他　　　　　　　　　　　　　　　　藤の川地区

平地は四万十川の流域にわずかに点在する峡谷型の純農村
立地

面積の91％を森林が占める

面積 2480平方km
出産観 男性のお産参加を当然視、あるいは黙認 「男がいるとお産は難しくなる」

居住性
水運の拠点としての商業地で、山麓や谷間に
家々が点在

山深い地域に集落がある

お産ネットワーク お産はまず家族内で協力
夫たちは仕事柄、日中不在がちで当てにできない

お産は近隣女性で助け合う

生業
水田耕作や畑作　山の木の手入れ
川魚や川海苔の収穫と加工

男性は山奥の国有林の伐採に従事し、現地に泊ま

りがけで良質木材の産出

食料自給
米麦など食料はほぼ自給 村の中心部で足りない物を購入

お産姿勢
古くは坐産で産んでいたと思われるが、産婆が早く開業していたので、実際に出産体験を聞いた

人たちは全員仰臥位産

お産の援助

夫や身内、隣近所でお産を援助した
女性だけでなく隣家の男性の助力なども当然視
した

近隣の女性だけでお産を手伝いあう

とりあげ婆さん
（トリアゲの報酬）

トリアゲバーサンの存在は聞いていない「馬に

乗って産婆さんがやってきた」という話を聞い
たから、古くから開業産婆がいたようである

不明

産ジーさん
産バーさん

近隣の人々がお産を手伝ったが、特に産ジーさんという仕事をもつ人がいたかどうかは不明

およびその報酬 不明
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AStudy　of　Changes　in　Collple　Childbirth　Cllstoms　in　the　Mountainolls　Village

of　Kamisllgai，　Ehime　Prefbcture

YOSHIMURA　Nodko

　　This　paper　presents　the　findings　of　interviews　held　with　persons　who　experienced　childbirth　from　the　1920s

onwards　in　Kamisugai，　Ozu　City，　Ehime　Prefecture，　where　the　custom　was　for　a　husband　to　attend　the　birth　of　his

children．

　　　Stemming丘om　the　belief　that“childbirth　is　more　dif6cult　if　there　is　no　husband　present”，up　until　around

1945in　Kamisugai　a　husband　would　be　present　at　the　birth　of　his　children　where　he　would　hold　his　wife　from

behind．　The　custom　of　having　the　husband　in　attendance　while　his　wife　lay　in　a　supine　position　was　continued　by

midwives　up　until　around　1980．

　　　This　paper　reports　in　detail　on　the　experiences　of　c皿ples　who　went　through　childbirth　together．　Wives　were

uniformly　strongly　positive　and　in　agreement　with　their　husbands’participation，　and　for　their　part　participation

in　the　birth　of　their　nrst　child　improved　husbands’appreciation　of　childbirth　and　what　it　meant　to　be　a　c皿ple．

This　stlldy　compares　the　experiences　of　these　women　who，　unlike　the　custom　on　isolated　islands　where　husbands

were　not　allowed　to　be　present　duHng　childbirth，　had　their　husbands　in　attendance　duHng　delivery　with　their

experiences　up　to　around　1945　when　they　had　no　choice　but　to　go　through　childbirth　on　their　own．　It　also

examines　the　significance　that　this　shared　experience　had　on　the　women　and　their　husbands，　and　the　wider

concept　of　the　folk　custom　of“holistic　safe　of　denvery”as　part　of　this　practice　and　its　relationship　with　the　local

characteristics　of　Kamisugai．
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